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序章
はじめに
　本稿で検討の対象とする房総半島は南北に長く、東京湾や太平洋といった海に三方を囲まれ
た地域である。一括りに房総半島と言っても、その地理的環境は多様である。房総半島北半は
下総台地と呼ばれる非常に平坦な台地が広範囲に広がるが、一転して南部の安房では丘陵地帯
が広がっている。下総台地内でも、その地理的環境は異なる部分がある。下総は小支谷が複雑
に入り組み、古代においては「常総の内海」と呼ばれる広大な内海が形成されていたが、上総
は養老川や小櫃川、小糸川といった河川に開析された広い沖積低地を有しており、両地域で異
なる景観を呈している。また、房総半島沿岸は干潟が形成されているが、安房沿岸には岩礁帯
が広がっており、利用可能な海産資源も異なるなど、生態環境に大きな違いがある。狩猟・採
集経済であった縄文文化期でも、生態環境による特徴が明瞭に現れており、縄文後期に東京湾
沿岸で多数形成された大型貝塚は、東京湾沿岸で採取可能な水産資源や、下総台地で獲得可能
な動物資源・植物資源に支えられた、東京湾沿岸における縄文文化の一つの形態である。
　本稿で対象とする弥生文化期とは、一般的に灌漑水田稲作を代表とする農耕を生業の中心に
据えた時期として認識されている。灌漑水田の経営は地理的な環境に大きく左右される部分が
あり、西日本を中心とした地域では一般的に灌漑水田に適した沖積低地に集落が形成される事
例が多い。しかし、房総半島も含めた南関東地方では弥生文化期の集落は多くの場合、台地上
に形成される。上述したように房総半島は地域により地理的環境が異なり、地理的環境に左右
される灌漑水田がどのように受容されたのかを検討するには適したフィールドである。実際に
小支谷が複雑に入り組み、内海が形成されていた下総は灌漑水田が行われず、畠作を中心とし
た生業を行っていたという指摘や（田村 1979、熊野 1985）、水上交通に特化した人々の存在が指
摘されてきた（田中 2005）。一転して上総は河川に開析された幅の広い沖積低地が形成され、灌
漑水田の証拠が実際に検出され、大規模な集落も形成されていた。このように地理的環境・生
業が異なる地域が隣接するのが房総半島であり、それぞれの地域が異なる文化を有しながらど
のように相互に交流関係を有していたのかを解明するのにも適したフィールドである。しかし、
房総半島に限ったことではないが、具体的な生業形態や地域の特質に迫った研究は驚くほど少
ない。一つの理由としては、具体的な生業に迫りやすい、低地での調査事例が房総半島では少
ないことが挙げられる。だが、大規模開発が多数行われた房総半島では集落遺跡のデータは非
常に豊富であり、集落の動態などの傾向は詳細な把握が可能であること、集落研究の基礎とな
る土器編年研究についても整備が進められたこと、生業形態に迫ることができる動植物遺存体
の集成も進み、その実態に迫ることができるようになりつつある。
　本稿は房総半島の弥生文化期という限られた時期・範囲ではあるが、土器に代表される個別
的な研究を基礎として当時の社会象に迫り、房総半島における弥生文化を研究することで見出
される特質を抽出することを目的としたものである。
1
　なお、現在の研究では「時代」と「文化」が同一の言葉として使用される傾向がある。しかし、
高瀬克範の指摘の通り（高瀬 2014）、「時代」とは決して個別の物質資料に即している概念ではなく、
考古学のように個別の物質資料を研究する領域により即している概念は「文化」であると考える。
そのため、本稿では網羅的な生業形態を取っていた縄文文化期と、前方後円墳を頂点とした特
異な墓制が日本列島に広まった古墳文化期との間に位置する、生業形態が農耕を中心とした生
活に移行していった期間を弥生文化期と便宜的に呼称して論述を進めていく（1）。
　本章では、これまでに提示されてきた弥生文化像に関する研究史を取り上げる。弥生文化が
認識された当初から、日本列島において現在までどのように弥生文化像が変化してきたのか、
その研究史と現在の認識を第 1節で取り上げる。その後、第 2節では房総半島が位置する南関
東地方及び今回検討対象とする房総半島の弥生文化に関する研究史と現在の認識を確認する。
最後に第 3節では、弥生文化研究の中で現在認識されている課題と今後の展望、房総半島の弥
生文化を研究対象とすることで、弥生文化研究に果たす意義と分析の方法を提示する。土器研
究などの個別の研究史については、個々の章で詳述する。
第 1節　弥生文化研究の現状
　弥生時代の名称の由来となった弥生土器は、東京都文京区本郷向ヶ丘弥生町から発見された
1つの土器から認識されることとなった。縄文土器とも土師器とも異なるその土器はやがて弥
生土器と呼称されるようになり、弥生土器が使用された時代についても次第に認識が深まって
いった。
　弥生土器と稲作農耕や青銅器との関係は戦前から認識されていた（中山 1917a ～ d）。山内清
男は弥生式の時代には大陸との交渉が生じ、農業が伝来し、一般化したと述べた。また、栽培
された植物としては主として稲であると指摘し、磨製石斧を農具として位置付けている（山内
1939）。そして、奈良県唐古・鍵遺跡の調査により、石器・木製の農耕具や炭化米が検出された
ことで、弥生時代とは稲作を生業の中心とした時代、という認識が強く意識され始めた。また
戦後、日本考古学協会によって行われた静岡県登呂遺跡の発掘調査では農耕具だけでなく灌漑
水田跡とそれに伴う集落跡が検出され、集落跡と灌漑水田がセットとなる、という現在まで続
く弥生時代集落のイメージが形成された大きな画期となった。駒井和愛は、唐古・鍵遺跡や登
呂遺跡の調査成果を踏まえ、弥生時代の文化が「日本文明」の黎明期にあたると評価した（駒井
1950）。それと前後して弥生時代研究に大きな貢献を果たした小林行雄は、弥生式文化の縄文式
文化と異なる大きな特徴として、それが農耕文化であることを挙げた。そして、その中心的な
生業として、水田稲作を挙げた（小林 1951）。また、杉原荘介は弥生文化とは水田耕作による稲
作を中心とし、日本最初の金属文化であると指摘し（杉原 1956）、その後も弥生時代への基本的
な考え方は変わらなかった（杉原 1977）（2）。また、弥生時代に対する認識として、階級社会の萌
芽という意見（和島・藤澤 1960、近藤 1962、佐原 1975、田中 1984、広瀬 1997）、稲作が開始されたこ
とで農業共同体が成立した段階という発言もされるようになった（岡本 1964）。
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　和島誠一は 1966 年に刊行された『日本の考古学Ⅲ』において、弥生時代とは停滞的な採集
経済の段階にあった縄文時代から大陸の農耕文化の影響を受けて、稲作を中心とした生産経済
に移り、米を主食とする日本人のその後の歴史をきりひらいた時代である、と評価した（和島
1966）。このような弥生時代像は、現在でも一般的に認識されている弥生時代像を形作ったもの
であろう。その後、立て続けに刊行された概説書類でも、弥生時代に対する認識は「日本で食
糧生産に基礎をおく生活が始まってから、前方後円墳が出現するまでの時代」といった解説（佐原・
金関 1974）、「日本で食糧生産を基礎とする生活が開始された時代」（佐原 1975）、「日本列島におい
て農耕文化がはじめて開花した時代」（田中 1984）「生産経済の段階へ急速に移行する画期的な変
革の始まり」（甘粕 1986）という認識が提示された。
　この頃、日本列島は高度経済成長期に突入し、それに伴う大規模開発により日本各地で膨大
な数の発掘調査事例が積み重ねられていくこととなる。それと共に、縄文時代後期の段階には
既に植物栽培が行われていたことが指摘されるようになると、都出比呂志は弥生時代の定義と
して、水を制御する灌漑技術に裏打ちされた水稲農耕と、それに伴う文化複合の登場と定義し
た（都出 1970）。また、大規模な発掘調査の結果、日本全国で地域色豊かな弥生時代の実態が徐々
に明らかになり、その地域色が提示され、縄文時代～弥生時代への移行期、または古墳時代へ
の移行期に対する研究も行われていく。
　このような中で、弥生時代に対する見方にも様々な提言がなされていくようになる。田中義
昭は、弥生時代以降の食料生産について述べる中で、弥生時代以降は水田稲作が主体となる一
方で、それ以外の生産活動については分化・専業化コースを辿るものがあったことを指摘して
いる（田中 1986）。山田昌久は近年、縄文時代とその前後する時代の人類生活を考察する中で、
縄文時代や弥生時代という食糧事情に着目した「獲得経済」と「生産経済」で社会が 2分でき、
それを基準に時代区分ができるという歴史観が「無意味化」したとし、新しい社会区分観から
の時代論で対応すべき、と提言した（山田 2005）。また、安藤広道は弥生時代研究に関連して水
田中心史観批判について問題点を指摘している。安藤は水田中心史観批判は歴史を語る際に別
方向から歴史に光を当て、歴史に厚みを持たせたという点では評価できるが、縄文農耕論や弥
生畠作論など、対案を出すことに重きを置いたためか、根拠が曖昧なものに依拠するものも多く、
稲作文化や畠作文化といったものを対立的に捉えて議論する傾向があると指摘した。稲作を行っ
ていた人々が、畠作に転向することも十分に考えられ、文化を論じる際は稲作・畠作と分ける
必要もないし、地域を括る必要もないはずであると指摘し、偏りある歴史観が生まれないよう
にするには、研究者の理論の構築が必要である、と述べている（安藤 2014）。
　近年、弥生時代像を描いた研究としては、石川日出志や設楽博巳、藤尾慎一郎による研究が
ある。石川は弥生時代の定義を述べる中で、その多様性を強調している（石川 1996）。また、地
域の様相を把握することを重要視し、地域を見つつ広い地域を見て、相互の関係を考えること
の重要性を説いた。そして、弥生文化に関しては縄文文化の伝統と灌漑稲作の導入としか定義
できず、弥生文化は多様な地域文化のゆるやかな構造体である、と述べた（石川 2008・2017a）。
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設楽は東日本弥生時代社会について、特に中部高地を例に挙げ、再葬墓や拠点集落など幾つか
の要素を取り上げ、弥生時代とは農耕に文化全体が規定される社会であり、一つの文化要素で
しかない縄文時代とは差があると述べた（設楽 2013・2014）。石川・設楽共に共通するのは、縄文
文化からの伝統や、農耕の導入により多様な地域社会が生まれたのが弥生時代である、という
考え方である。藤尾は弥生時代の定義に関して、稲作・環濠集落・共同体祭祀を弥生時代の要
素とし、それらが揃う地域を弥生時代と認定し、それ以外の地域を弥生時代とは異なるものと
した（藤尾 2013・2015）。
　研究の細分化が進んだ現在、弥生時代研究に求められているのは、一度個々の研究を集約し、
地域の実態を捉えることであり、石川や設楽が述べるように、多様性を把握し、農耕文化開始
期の各地における様相をまずは描くことである。実際に古くからそのような地域研究は行われ
ており、多様性があること自体は提示がされてきた。
　第 2節では、地域研究がどのように進んできたのか、南関東地方の研究史を確認し、本稿で
取り上げる南関東地方に位置する房総半島についても、その研究史を確認する。
第 2節　南関東地方・房総半島における弥生文化研究
　南関東地方における弥生時代の地域研究も、時代を経るに従い徐々にその認識を変化させて
きた。武井則道は弥生時代の南関東を述べる中で、弥生時代中期中葉までは縄文諸集団が西日
本で成立した弥生文化の刺激をうけつつ、狩猟・漁撈と植物採集による獲得経済の生活を水稲
農耕による生産経済の生活に、主体的かつ積極的にかえていく紆余曲折した複雑な道程をとっ
ていたとした。また、中期後葉以降は本格的に農耕による生活への道をとりはじめた、と評価
した（武井 1986）。石川は、弥生時代中期中葉までは西日本と異なる弥生農耕の伝統の存在を指
摘し、その後、中期後葉以降は水稲への集中を指摘した。そして関東地方の中でもその生業な
どに著しい地域性があることを強調している（石川 1992）。浜田晋介はこれまでの、灌漑水田を
営み定住的な生活をしていた、と評価されてきた南関東地方の弥生時代集落について再検討を
行った。その結果、これまでの認識とは異なる頻繁に移動を繰り返す集落像を提示した（浜田
2011）。石川は関東地方の弥生時代の移り変わりとして、縄文・弥生移行期としての姿が明確な
前期～中期前葉、本格的稲作農耕社会に変貌する中期中葉～後葉、遺跡の数・規模が減少・縮
小する後期前半、ふたたび増加・拡大して古墳時代社会への移行期としての性格が色濃い後期
後半、という推移を提示した（石川 2011）。また、関東地方の弥生時代については、その地域色
が著しい点や各地域が相互に交流関係にあることも指摘している。
　このように南関東地方における地域研究も蓄積があるが、南関東地方の研究と題してはいる
が、特定の地域を事例研究として取り上げた例や、関東地方各地の様相をピックアップして通
史を描いているものが主であり、小地域ごとの通史を提示するといったことは行われていない。
　南関東地方は他地域と比較して標高の低い台地上に位置する集落が多く、台地が開析されて
形成された沖積低地を可耕地としており、西日本を代表とする低地指向の弥生集落景観とは異
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なる。南関東地方は沖積低地の調査例が少なく、生業形態の実態については不明な部分が多いが、
発掘調査で得られたその他の成果から、台地上という地理的環境に適応した集落の特質・生業
形態の時期的な変化、地域的な特質などを検討することは弥生文化期の多様性を理解する上で
重要である。また、南関東地方は東海地方や東北地方、中部高地、北陸地方といった多くの地
域と多様な交流関係を持つことから、当時の地域間の交流関係が現れやすく、またそれが時期
毎に変動することから、弥生文化期の地域間交流を理解する上でも重要な地域である。
　その中でも房総半島は東京湾及び、太平洋といった海に囲まれた地域であり、水上交通が主
要な交通手段であった古代において重要な位置を占める。特に東京湾東岸は太平洋を通り、西
方から伝播する文化の上陸地点にもあたっている。一方で下総に形成されていた広大な内海を
挟んで北側は、弥生文化期においては方形周溝墓や環濠集落といった文化が伝播せず、また異
なる文化圏を呈していた。その中間地点にあたる下総は、南北文化の混交地域として非常に独
特な文化圏を有していた。そのような状況は続く古墳文化期になっても同様であり、東京湾沿
岸の古墳文化とは異なる独自性を有していた（白井 2002、山田 2015）。一方で上総は河川に開析さ
れた比較的広い沖積低地を有し、東京湾沿岸に分布する南関東系土器群（宮ノ台式・久ヶ原式・山
田橋式）が分布し、下総とは異なる大規模な集落が形成されていた。古墳文化期に近くなっても、
上総は神門古墳群や高部古墳群のように墳丘墓が形成され、古墳中期には南関東最大の前方後
円墳である内裏塚古墳が築造されている。上総から鋸山－清澄山丘陵によって画される房総半
島南端の地域が安房である。安房は太平洋に突き出し、丘陵地帯や海岸段丘が存在し、海蝕洞
穴が形成され、下総・上総とは異なる景観を呈す。発掘調査事例が少なく、弥生文化期におけ
る様相は未だ不明確な部分が多いが、館山市大寺山洞穴では古墳文化期に海蝕洞穴を墓として
利用し、舟葬と呼ばれる独自の墓制、甲冑類を含めた豊富な副葬品が検出されており、海に関
わる生業を中心にした人々の存在が窺われる。
　上述したように房総半島という地域は大きく分けて地理的環境の異なる 3つの地域が併存し
ていた地域ということができ、弥生文化期は勿論、続く古墳文化期にもそれぞれの地域で独自
性を有していた。房総半島の弥生文化期を取り上げた論考は、個々の遺物論を含めれば多数存
在するが、ここでは集落研究や地域的な特徴について触れられた現在までの研究をまとめ、弥
生文化期の房総半島がどのように捉えられてきたのかを明確にする。
　集落や地域的な特徴について触れられた論考は、下総に関するものが目立つ。下総における
集落研究は古くは菊池義次による評価があり、南北弥生文化の混交地域として指摘されている
（菊池 1961）。田村言行は、臼井南式・朝光寺原式・吉ヶ谷式という、久ヶ原式・弥生町式を取り
巻く小文化圏の問題について取り上げ、これらの小文化圏の類似性を指摘して、その生業を稲
作以外に求めている（田村 1979）。熊野正也は「臼井南式」が出土する下総の遺跡が小支谷に面
するという立地や、集落規模の小ささ・甕が主体を占めるという器種組成、土製紡錘車の出土
量の多さという特徴から、「臼井南式」を使用した人々の生活は水稲耕作が主流を占めていたと
は考えられず、畠作に重点を置いていた、と指摘した（熊野 1985）。田中裕は印旛沼西岸に位置
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する集落について詳細な分析を進め、集落の立地や当時の印旛沼周辺の人文環境が稲作には適
さないという点、複数系統の土器が混交・折衷するという出土状況を踏まえ、弥生後期の印旛
沼周辺集落の特質として、水上交通を指向した集落の存在を指摘した（田中 2005）。
　上総を取り上げた研究としては、石川や大村直の研究がある。石川は東京湾沿岸の大規模
集落の検討から、高部 30・32 号墳のような大規模墳丘墓出現の背景は外的な要因のみではな
く、それぞれの地域で形成された地域社会が背景にあることを指摘した（石川 2000）。大村は
主に市原台地を中心に検討し、弥生中期後葉～古墳前期までの集落動態を論じ、弥生中期後葉
は環濠集落の盛行が特徴的であるとし、後期に関しては台地上に開放的な広がりを示す、とし
た。そして後期の生業の一つの可能性として、台地上を利用した畠作の可能性を指摘した（大村
2010a）。
第 3節　房総半島の弥生文化を研究する意義
　以上、弥生文化像に関する研究史、南関東地方の弥生文化研究史、房総半島の弥生文化研究
史を述べた。上述したように弥生文化像に関する研究として、近年では石川、設楽、藤尾によ
るものがある。藤尾は弥生時代の定義に関して、稲作・環濠集落・共同体祭祀を弥生時代の要
素とし、それらが揃う地域を弥生時代と認定し、それ以外の地域を弥生時代とは異なるものと
した（藤尾 2013）。藤尾の研究は、弥生時代における日本列島内での多様性の認識という点では
後述する石川や設楽と方向性では一致しているが、地域毎の精緻な研究の蓄積を行っていない
点に問題がある。一方、石川や設楽はそれに反対し、弥生時代とは農耕を基盤にしつつも、縄
文時代以来の伝統が変容し、地域によって多様性が生まれていった社会であり、地域内の実態
把握が肝要であると主張している。
　現在の弥生時代研究に求められているのは、石川や設楽が述べるように、地域の実態把握で
あり、農耕文化開始期の各地における様相をまずは把握していくことである。そのような地域
性の認識の必要性は 1960 年代から提唱されてはいた（和島 1966）。和島が編集した『日本の考古
学Ⅲ』では、西日本の先進性・東日本の後進性という言葉で語られてはいるが、「弥生文化の浸
透の過程でそれぞれの地域社会は、それじしんの内部で、また相互のあいだで、複雑な構造を
生み」と述べられている（和島 1966）。また、「弥生文化の発展と地域性」という項目が立てられ、
その中で神沢勇一は関東の弥生時代について、晩期縄文文化を基盤として成立していること、
縄文文化の伝統が後期まで残存すること、関東地方の中でも地域差があることを指摘している
（神沢 1966）。このように、地域の多様性に関する研究も多く積み重ねられてきた。
　その後、弥生文化に対する視点は多様性だけではなく、様々な視点が提示されてきた。高瀬
克範は本州島東北部を検討対象とし、主に集落立地や集落構造の変化から、本州島東北部にお
いてこれまでに描かれてきた、稲作だけを取り入れた縄文文化、という認識を批判し、弥生時
代に大きな集団の再編があったと述べ、従来とは異なる弥生時代観を提示した（高瀬 2004）。石
川は弥生時代中期後葉における関東地方の各地域の具体相を提示し、それぞれに異なる文化形
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態を持つ地域が相互に関係を持つ、というモデルを提示した（石川 1998）。杉山浩平は三浦半島
や伊豆諸島を中心としたフィールドワークから、弥生時代の関東地方においても、黒曜石の入
手やオオツタノハの採取に特化した人々の姿を描き、弥生時代の海人集団の存在を指摘してい
る（杉山浩 2014）。寺前直人は、近畿地方を主な検討対象として、縄文文化の伝統を引く遺物に
着目し、西方からの新しい情報に対して抗う弥生人の姿を提示した（寺前 2017）。
　このように、弥生文化の多様性に対する研究や、弥生文化に対する見方も多く積み重ねられた。
近年、弥生時代の関東地方を総括したものとしては石川によるものがあるが（石川 2011）、関東
地方の弥生時代像を述べる際に、関東地方各地の様相をピックアップしてその全体像を提示し
ており、各小地域内でどのように縄文時代から変化していったのか、という提示は行われてい
ない。そして、現状の弥生時代研究は研究分野の細分化が著しく、個々の遺構・遺物を総括し
て地域の実態を提示したものは少ない。現在の弥生文化研究に求められているのは、まずは地
域毎の弥生文化の実態を把握することと考える。房総半島という地域は、大きく 3つの地理的
環境が異なる地域が隣接する地域と言え、弥生文化の多様性を抽出し、比較する上で非常に有
効な地域と言う事ができる。本稿は本格的な農耕開始期と考えられている宮ノ台式期以降の房
総半島を取り上げ、地域の実態を把握していく。そして、房総半島において確認される地域性
が何故生じ、何故それぞれの地域が独自の文化を有しながら併存していたのかを検討する。そ
のような検討を経ることで、従来認識されてきた弥生文化とは異なる弥生文化の一側面を描く
ことができると考える。
第 4節　本稿の目的と構成
　第 1～ 3節で述べたように現在の弥生文化研究は、地域により多様なあり方を示す弥生文化
の実態把握が求められている。まずは弥生文化期の房総半島における地域の多様性を明らかに
し、更にその多様性がどのような要因によって生じたのか、また房総半島における弥生文化の
特質とは何かを明らかにすることを本稿の目的とする。
　まず第 1章では、房総半島の弥生文化研究を行う上で必要な時間軸の設定を行う。具体的に
は弥生中期後葉～後期後葉までの土器編年案の提示である。第 2章では、第 1章で検討した編
年案を基準として、弥生中期後葉～後期後葉までの房総半島における集落の消長と立地を検討
する。そして、第 3・4章では第 2章で見られたそれぞれの地域の時期毎による特徴を顕現させ
る背景について、生産基盤、遺構・土器やそれ以外の遺物から検討を行う。第 5章では本格的
な農耕文化が形成される以前の房総半島を取り上げ、どのように農耕が受容されていったのか、
その過程と理由を検討する。終章ではそれまでの検討を踏まえ、房総半島における農耕受容の
過程とその具体相を総括し、房総半島における弥生文化の特質について述べる。
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第 1 章　時間軸の設定－弥生中期後葉～後期－
　本章では、房総半島における弥生中期後葉～後期後葉までの土器編年の整理を行う。房総半
島の弥生文化を検討する上で、時期による文化の変化を抽出し、各地域の様相を相互に比較検
討するためには土器編年の整備が必要となる。土器はどの遺跡からも普遍的に出土する遺物で
あり、時期による変化が比較的明瞭である。そのようなことから、土器編年を整備することで
遺構の時期を特定することが可能であり、遺跡の存続期間などを検討することが可能となる。
　また、各地域の併行関係を検討することで、異なる土器型式が分布する地域間でもそれぞれ
の様相を比較検討することが可能となる。
　本章では房総半島の弥生文化を検討する上で、その基盤となる房総半島の土器編年の整備を
行う。房総半島における弥生土器編年研究は長い蓄積があるが、本章では現状の研究の問題点
を整理した上で編年の再検討を行う。具体的には下総における弥生中期後葉～後期後葉の土器
編年の再検討である。下総における各遺跡の遺構一括資料を用い、型式学的な検討を踏まえた
上で編年案を提示する。
第 1節　研究史と現在の課題
1　弥生中期後葉
　房総半島に限ったことではないが、弥生中期後葉の研究は土器の編年研究に主眼が置かれて
きた。宮ノ台式の研究では、安藤により遺跡群の動態を検討することを目的として下末吉台地
を中心として編年が組まれた（安藤 1990a・b）。安藤は石井寛が神奈川県横浜市の折本西原遺跡で
実践した、遺構一括資料を一時期の組成と見なし、その一括資料の類似点・相違点を検討しつつ、
遺構間の重複関係から時間的変化を見せる属性を見出し段階区分を行う、という研究手法（石井
1980）を基礎に、下末吉台地における宮ノ台式をⅠ期～Ⅴ期に区分した。房総半島においても同
様の研究手法により小倉淳一や黒沢浩らによって編年研究が進められた（小倉 1996、黒沢 1997・
1998）。その後、土器の個々の文様要素の研究もなされ（小倉 2003）、最近は宮ノ台式から久ヶ原
式への移行期の研究が盛んである（杉山祐 2010・2016a、轟 2012・2014a）。また、下総で一定量出土
する北関東系土器群（足洗式・阿玉台北式）も編年研究を中心に進められ、主に小玉秀成によって
一連の研究が発表された（小玉 1994・1998・2000b・2002・2004・2006 など）。
　弥生中期後葉の宮ノ台式の編年案については各研究者間で大きな齟齬はなく、比較的意見の
一致をみている。本稿では、房総半島における編年案を提示した小倉の編年案に基本的に準拠
する（小倉 1996）。
　足洗式や阿玉台北式といった北関東系土器群に関しては一部に再検討が必要であると考えら
れる。1つは大崎台 1式の内容についてである。小玉は大崎台 1式の組成に佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類
を含めて考えているが、宮ノ台式も含めた出土状況を検証すると、その位置付けに疑問が残る。
また、宮ノ台式と北関東系土器群の併行関係の検討も課題として挙げられる。
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2　弥生後期
　房総半島における弥生後期の土器編年研究については近年、大村、高花宏行によって研究が
深められ、大枠が提示された（大村 2004a・b・2007、高花 1999・2007a）。房総半島には大きく 2者
の土器があり、上総以南は従来久ヶ原式・弥生町式という型式が設定されてきた。大村は久ヶ
原式・弥生町式に対して研究史上の課題を踏まえ、市原台地を中心に弥生後期の編年案の再構
築を行い、久ヶ原式と山田橋式を設定し、それぞれ細分を行っている。
　一方、下総における弥生後期の土器様相の特徴は、南関東系土器群の影響に加え、霞ヶ浦周
辺・栃木県域の影響等、多系統のものが混交し、変容する状態を呈すことにある。そして、そ
の要因は地理的環境に起因すると考えられている（田中 2005）。下総における弥生後期土器編年
の課題の一つとして、上述したような複雑な土器様相を示す為に、系統毎に土器様相を整理し
て編年されてこなかったことが挙げられる。また、高花の変遷案は遺構一括遺物をまとまりと
して捉え、その共伴関係の比較から新旧の時期差を見出し、構成されたものである（高花 1999）。
各期に指標となる器種が挙げられているが、仮にその指標となる器種が出土しなかった場合に
適用できず、また、幾つかの器種について型式変化の方向性に触れているが、なお十分に下総
の弥生後期土器をカバーしきれていない点が、二つ目の問題点である。
　このような研究の問題点を踏まえ、下総における弥生後期の土器編年案について系統を整理
し、型式学的な変遷を検討した上で提示する。久ヶ原式・山田橋式に関しては、現状の遺構出
土資料を検証する限り、特に変更の余地はないと考えられるため、再検討の対象とはしない。
対象とするのは弥生後期の高花Ⅰ a期～Ⅳ a期（高花 1999・2007a）･ 小玉Ⅰ段階～Ⅴ段階（小玉
2008）・久ヶ原 1式～山田橋 2式古（大村 2004a・b・2007）である。
第 2節　弥生中期後葉編年の再検討
　上述したように、小玉は弥生中期後葉、大崎台 1式の組成に佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類（3）を含めて考
えているが、宮ノ台式も含めた出土状況を検証すると、その位置付けに疑問が残る。ここでは、
大崎台 1式の内容について再検討を行い、宮ノ台式と足洗式・阿玉台北式の併行関係について
検討を行う。
1　大崎台 1式の再検討
　大崎台 1式は小玉によって、頸部に櫛描文で縦スリットを入れ、その間を横走文ないしは、
振幅の小さい波状文で充填する、広口壺ないしは甕（佐野原甕Ⅴ類・第 1図 15 ～ 18）を中心とした
土器群であり、前段階の型式である阿玉台北式で見られた連弧文の退化現象が生じることの他
に、素口縁のものが多いことが特徴として挙げられている。また、佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類が組成に
加わると定義された（小玉 1998・2002・2004）。小玉は佐野原甕Ⅲ類及びⅤ類が同時期の宮ノ台式
と共伴することから、大崎台 1式に佐野原甕Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ類と足洗式系の甕が組成に加わると考
えている（小玉 1994）。しかし、佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類は宮ノ台式と同一住居・遺構内から出土する
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事例（城の腰遺跡 006 号跡・大崎台遺跡第 431 号住居址・根形台遺跡群 SZ001・台方下平Ⅱ遺跡 6号住居等）
が知られているが、佐野原甕Ⅴ類が宮ノ台式と確実に共伴した事例は現状では確認されていな
い（4）。佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類とⅤ類を併行関係としても、両者が共伴した例も現状では確認されて
いない。このようなことから、宮ノ台式と共伴例が確認される佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類と宮ノ台式と
共伴例が確認されない佐野原甕Ⅴ類は分離され、前者が古い時期に属すと考える。下総におい
て現状で宮ノ台式や久ヶ原式等の南関東系土器群と佐野原甕Ⅴ類が共伴しない点から、高花が
可能性を指摘（高花 2004）していたように佐野原甕Ⅴ類が主体を占める時期は、下総において北
関東系土器群がほぼ単相で分布する時期と考えたい（5）。
2　宮ノ台式と足洗式・阿玉台北式の併行関係
　次に問題になるのは、大崎台 1式から分離されると考えられる、佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類等の帰属
時期である。房総半島における宮ノ台式との共伴事例からその編年的位置を探り、宮ノ台式と
北関東系土器群の併行関係を明らかにしたい。宮ノ台式の編年は、小倉淳一の案を用いる（小倉
1996）。東京湾東岸の宮ノ台式は ET Ⅰ・Ⅱ a古・新・Ⅱ b古・新・Ⅲ期に区分されている。
ET Ⅰ～Ⅱ a期
　ET Ⅰ期の確実な例は確認されないが、Ⅱ a期において、北関東系土器群と共伴が確認されて
いる例を挙げる。ET Ⅱ a 期は、壺形土器に刷毛調整と斜縄文が定着する段階を ET Ⅱ a 期古に、
ヘラミガキの壺形土器が刷毛目・ナデ調整のものと拮抗する段階を ET Ⅱ a 期新に細別される（小
倉 1996）。
道庭遺跡方形周溝墓№ 20（第 2図 1・2）
　九十九里平野を臨む台地上に位置している。土器棺墓であり、方形周溝墓の溝を掘り込んで
設置されている。方形周溝墓内でも両者は別地点から出土しており、同時期と言えるか疑問で
はあるが、宮ノ台式の壺形土器（第 2図 1）は刷毛調整が主体である点からⅡ a期、北関東系土
器群はその文様構成から足洗 2式（第 2図 2）に位置付けられる。
常代遺跡六反免地区 S-81（第 2 図 3 ～ 7）
　小糸川流域に位置する。溝状遺構からの出土である。出土した遺物はやや時期幅があり、宮
ノ台式はその文様構成から一部Ⅰ期まで遡ると考えられる資料と、刷毛調整及び斜縄文を施す
壺形土器も見られることから、Ⅰ～Ⅱ a期の間に収まると考えられる（第 2図 3～ 6）。同遺構か
ら出土する北関東系土器群として、口縁部に太沈線で連弧文を施す資料（第 2図 7）が出土して
いる。口縁部の連弧文に太沈線を用いる例は北関東系土器群に一般的な手法ではなく、詳細は
判断しかねるが、道庭遺跡における併行関係を踏まえ、足洗式系の影響を受けた壺と捉えたい。
菊間遺跡第 54 号住居址（第 2 図 8 ～ 10）
　村田川流域に位置する。刷毛調整と斜縄文を施す壺形土器等から宮ノ台式はⅡ a期古と考え
られる（第 2図 8・9）。共伴する北関東系土器群は頸部に連弧文、胴部に重四角文及び単節斜縄
文を施す資料（第 2図 10）である。詳細な時期は判断し難いが、施文具が 3本施文具である点を
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考慮すれば、足洗 2～ 3式と考えられる。
城の腰遺跡 006 号跡（第 2 図 11 ～ 16）
　都川流域に位置する。ヘラミガキを施す壺形土器が混じることから宮ノ台式はⅡ a期新と考
えられる（第 2 図 11 ～ 14）。共伴する北関東系土器群は、佐野原甕Ⅰ類（第 2図 15）と足洗式系の
素口縁の甕（第 2図 16）である。
ET Ⅱ b 期
　ET Ⅱ b 期は、壺形土器にヘラミガキと斜縄文が定着する段階を ET Ⅱ b 期古に、羽状縄文が
現れ回転結節文が加わる段階を ET Ⅱ b 期新に細別される（小倉 1996）。ET Ⅱ b 期古と北関東系土
器群の共伴例は現状では確実な例がない。
南羽鳥谷津堀遺跡 A地点 7号住居跡（第 3図 1～ 10）
　印旛沼東岸に位置する。中期末～後期の資料がまとまって検出されている。宮ノ台式はミガ
キ調整が主体となる点、羽状縄文が現れる点等から、Ⅱ b期新と考えられる（第 3図 1～ 4）。共
伴する北関東系土器群は佐野原甕Ⅲ類（第 3図 5）、足洗式系の甕（第 3図 6）、斜格子文様を施す
阿玉台北式系と考えられる資料（第 3図 8～ 10）である。第 3図 7の資料は複合口縁及び胴部と
頸部の境に結節文を施す特徴から栃木県域に出自を持つものと考えられる。
根形台遺跡群 SZ001（第 4図 1・2）
　小櫃川流域に位置する。方形周溝墓からの出土であり、同一レベルから出土している。宮ノ
台式は結節文を多段に施す特徴からⅡ b期新と考えられる（第 4図 1）。共伴する北関東系土器群
は佐野原甕Ⅲ類（第 4 図 2）と考えられる。
ET Ⅲ期
菊間遺跡第 18 号住居址（第 4 図 3 ～ 5）
　村田川流域に位置する。羽状縄文を施す壺形土器等から宮ノ台式はⅢ期と考えられる（第 4図
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3）。共伴する北関東系土器群はやや一括性に疑問が残るが、複合口縁もしくは肥厚口縁と無節
の斜縄文を施す特徴から栃木県域に出自を持つもの（第 4図 4）と佐野原甕Ⅳ類（第 4図 5）である。
台形下平Ⅱ遺跡 6号住居（第 4 図 6 ～ 12）
　印旛沼東岸に位置する。第 4図 6・7の宮ノ台式の壺形土器はやや変容しており純粋な宮ノ台
式とは言い難いが、羽状化が進んでいる点等を考慮すると ET Ⅲ期に位置付けられる。共伴する
北関東系土器群は佐野原甕Ⅰ（第 4 図 8）・Ⅲ（第 4図 9）・Ⅳ類（第 4図 10）と足洗式系の甕（第 4
図 11）や阿玉台北式系と考えられる資料（第 4図 12）が挙げられる。
大崎台遺跡第 431 号住居址（第 4 図 13 ～ 18）
　印旛沼南岸に位置する。ET Ⅲ期の基準資料の一つである（第 4図 13 ～ 16）。共伴する北関東系
土器群は佐野原甕Ⅲ類（第 4図 17）と足洗式系の甕（第 4図 18）である。
　宮ノ台式 ET Ⅱ a 期と共伴する阿玉台北式以降と考えられる北関東系土器群は佐野原甕Ⅰ類で
あり、宮ノ台式の ET Ⅱ b ～Ⅲ期にかけて共伴する北関東系土器群は、佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類である（6）。
加えて阿玉台北式系の壺と思われる資料や足洗式的な甕も確認される。小玉が大崎台 1式に組
成すると指摘した佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類と、斜格子文を施す阿玉台北式的な資料（南羽鳥谷津堀遺跡 A
地点 7号住居跡等）は共伴することが確認されることから、小玉の大崎台 1式からは、佐野原甕Ⅲ・
Ⅳ類を分離し、阿玉台北式期（7）に組み込むことが妥当と考える。
　上述した共伴事例と検討結果から併行関係を提示すれば以下のようになる。
宮ノ台式 ET Ⅰ期－足洗 1式？
宮ノ台式 ET Ⅱ a 期－足洗 2～ 3式
宮ノ台式 ET Ⅱ b ～Ⅲ期－阿玉台北式
　以上の検討を踏まえ、弥生中期後葉の編年案を提示する (第 5図 )。宮ノ台式は小倉により 6
細分されるが、本稿では宮ノ台式の出現期となり、壺形土器に中期中葉の特徴を引き継ぐ波状文、
疑似流水文や太沈線で結紐文が描かれるもの、櫛描文で丁字文が描かれる壺形土器を指標とす
る 1期（ET Ⅰ期）、壺形土器は斜縄文が主体となる 2期（ET Ⅱ a ～Ⅱ b期古）、壺形土器への結節文
や羽状縄文の採用など大きく様相が変化する 3期（ET Ⅱ b 期新～ ET Ⅲ期）を指標とする。足洗式
は 1～ 3式に細分される。壺形土器の文様施文工具が 1条のものを足洗 1式、2～ 3条で胴部
縄文と文様帯が区画されているものを足洗 2式、2～ 3条で胴部縄文と文様帯の区分が崩れて
いるものを足洗 3式とする。阿玉台北式は足洗式まで特徴的であった、渦文の壺が見られなく
なり、東北地方南部の桜井式・天神原式の影響を受けた壺形土器が展開し、佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類
が組成する段階とする。大崎台 1式は佐野原甕Ⅴ類が主体を占める時期であり、従来、佐野原
甕Ⅲ・Ⅳ類を含めていた見解とは異なる。
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第 3節　弥生後期土器編年の再検討
　上述したように、弥生後期の土器編年の課題は、下総における系統の整理と、型式学的な変
遷を追うことにある。ここでは系統と土器の型式学的な変化を整理し、編年案を提示する。
1　系統の整理
　下総における弥生後期の土器は複数の系統に分けることができる。まず最初に各系統を区分
し、整理を行う。
櫛描文（第 6 図 1 ～ 4）　　
　頸部に櫛描文及び単沈線による文様が施されるものを総括する。高花は櫛描文系の土器群を
A類とし（高花 1999）、その中で細分を行ったが、弥生後期の下総における櫛描文系の文様構成は
多岐にわたり、まとまりを見出すのが困難である為、細分を避け一括して呼称する。頸部に櫛
描文が施されるものは、中期末葉（佐野原甕 ･小玉 2000b）から系統を追うことができる。中期末
葉に東北南部の桜井式や天神原式の影響を受けた阿玉台北式を祖形として大崎台 1式が成立し
（8）、後期初頭の大崎台 2式は、A1 類（9）とされた中期末葉と同様の文様構成（第 6図 1）が主体的
だが、高花Ⅰ b期・小玉Ⅱ段階以降は頸部に施される文様は多様性を持つようになり（第 6図 2
～ 4）、茨城・栃木・中部高地の影響と考えられるものも確認される。
頸部無文（第 6 図 5 ～ 8）　　
　頸部を無文とするものについては、中期後葉の足洗式の系統を引くものである。後期におい
て複合口縁が定着するものと、中期後葉以来、素口縁のものも連綿と残存し、それぞれ口縁部
に縄文が施されるものと施されないものがある。これらは高花により、C・D類と分類されたも
のである（高花 1999）。特に C類に関しては、頸部に施される結節文の有無等で細分されているが、
結節文はこれらの土器群以外にも幅広く後期を通して施されるものであり、今回は結節文を分
類の指標とせず、頸部を櫛描文及び単沈線で施文しないものを一括する。
頸部輪積み痕（第 6 図 9 ～ 11）
　所謂典型的な「臼井南式」（10）を指す。南関東系土器群の甕形土器の特徴である頸部の輪積み
痕を有し、胴部は北関東系土器群に特徴的な附加条縄文が主として施されるものと無文のもの
があり、高花により F・G類と分類された（高花 1999）。頸部に結節文が施されるものや、輪積み
部に縄文が施文されるもの、輪積み痕が磨り消され形骸化したものなど、幾つかのバリエーショ
ンがある。
無文（第 6図 12）
　櫛描文・縄文及び輪積み痕を有さないものを指し、高花により H類と分類されたものを指す（高
花 1999）。南関東系土器群の甕形土器の影響を受けて成立したものと考えられる。
口縁部貼瘤（第 6図 13）
　根鹿北式（小玉 2004）や上稲吉式とされる一群を指し、高花により E類と分類されたものを指
す（高花 1999）。分布の中心は現在の霞ヶ浦周辺にあり、下総においても分布が確認されており、
18
᷸ᥥᩥ⣔
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
㢕㒊↓ᩥ
11 12
↓ᩥ㢕㒊㍯✚ࡳ⑞
ཱྀ⦕㒊㈞⒗
13
14
༡㛵ᮾ⣔ᅵჾ⩌
15
16
17
➨ ᅗࠉୗ⥲࡟࠾ࡅࡿྛ⣔⤫
0 ੉1/8
19
12
3
4
5
➨ ᅗࠉ㍯✚ࡳ⑞ ẁࡢ⣔⤫
0 ੉1/8
頸部に櫛描文が施されるものも一定量存在する。
2段複合口縁（第 7図）　　
　2段の複合口縁で、複合部下端に刻み・押捺を施さないものを指す。これらの土器群は、南関
東系土器群との折衷（F2・3 類）とも捉えられるが、2段複合口縁はその系譜を中期後葉の栃木県
域に求めることができるものもある。八千代市船尾白幡遺跡 SI046 では、2段の複合口縁を有し、
胴部に無節の縄文を無作為に施す資料が出土している（第 7図 3）。無節の縄文を無作為に施すも
のは中期後葉の栃木県域に特徴的であり、中期後葉と考えられている（鈴木 1999b）木更津市の
清水谷遺跡でも類似例が知られている（第 7図 1）。清水谷遺跡の弥生時代住居址からは、甕形土
器と鉢形土器が出土し、両者の複合口縁部の形態や、第 7図 1の資料は無節縄文が施されると
いう特徴から栃木県域に出自があると考えられる。特に鉢形土器は 2段の複合口縁であり、船
尾白幡遺跡例に近似している。このようなことからも中期後葉段階から房総半島と栃木県域は
交流関係があったものと考えられ（鈴木正博 1999b、小林 2014a・b）、2段の複合口縁は後期初頭に
は下総に定着していたものと考える。これらの土器群と F2・3 類との峻別は困難な場合が多く、
今後の検討課題である。また、従来 F1 類とされた八木宇廣遺跡 5号住居跡例 (第 14 図 26) や B3
類とされた高岡大福寺遺跡 33 号住居址例 (第 7図 5) も南関東系土器群との折衷ではなく、中期
後葉からの栃木県域系統の影響を受けたものと考える。
南関東系土器群（第 6 図 14 ～ 17）ࠉ　
　下総においては、特に高花Ⅲ期以降に急激に出土例が増加し、特に八千代市域では南関東系
土器群主体の住居も存在する（高花 2007b）。下総において出土が確認される南関東系土器群は、
現在の市川市・船橋市等の東京湾沿岸を除くと、基本的に上総の影響が強く、久ヶ原式・山田
橋式の範疇と考えて良い。
2　変化の方向性
　前章で分別した系統毎に、型式変化について検討を加える。
櫛描文
　口縁部形態の時期的な変化については、小玉の変遷案（小玉 2008）が参考になる。小玉の提示
した口縁部形態の変化による変遷案は下総においても一定程度有効性を持つものと考えており、
下総において時期毎の変化を示すと以下のようになる（第 8図 1）。
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高花Ⅰ a期・小玉Ⅰ段階：複合口縁が成立する時期にあたる。口縁部は複合部の幅が狭く、段
差が低いことが特徴として挙げられ、また複合部下端がやや歪になることや、刻み・押捺を施
さないものが主体的である。
高花Ⅰ b期・小玉Ⅱ段階：後期的な複合口縁が定着する。口縁部は複合部の幅が前段階に比べ
やや幅広く、厚いこと、複合部下端に明確な段を持つこと、複合部下端に刻み・押捺を施す例
が一般化することが特徴である。
高花Ⅱ期・小玉Ⅲ段階：前段階に比べ複合部の幅が広く、薄くなる段階である。複合部下端に
は刻み・押捺が施されるものが主体的である。
高花Ⅱ～Ⅲ期・小玉Ⅳ段階：前段階より複合部の幅が広くなる。広くならないものもあるが、
大きな特徴は複合部が非常に偏平になる点である。複合部下端には刻み・押捺が施されるもの
が主体的である。
　Ⅴ段階以降は素口縁のものが主体を占めるようになるが、複合口縁は非常に偏平なものが残
存する。
　複合口縁部の変化の方向性については小玉が検討した霞ヶ浦周辺と共通する部分も多いが、
下総においては霞ヶ浦周辺と異なる点や特徴があるため、以下に列挙する。
・小玉は霞ヶ浦周辺の後期弥生式土器の複合口縁部を縄文施文複合部 1段・2段、無文複合部 1段・
2段にそれぞれ区別して変遷案を示した（小玉 2008）が、下総における各々の複合口縁部の時期
的な変化に関しては、現状では明確な相異点を見出すことができず、共通した変化を辿る。
・霞ヶ浦周辺における複合口縁部の時期的な変化について、特に縄文施文の複合口縁部のⅢ段
階からⅣ段階への変化として、複合部下端が押捺から刺突へ集約される、と指摘している（小玉
2008）。しかし、下総ではⅣ段階においても押捺は連綿と確認される。
・霞ケ浦周辺との相異点として疑似交互刺突の技法はほぼ確認することができない。
・小玉Ⅱ段階・高花Ⅰ b期以降には、複合部下端に刻み・押捺が施されるものが一般化するが、
下端に刻み・押捺を施さない複合口縁も確認され、これらの形態変化は刻み・押捺が施される
ものと同様である。
・一見すると 1段の複合口縁に見える例（11）の中にも、南関東系土器群の甕形土器の影響を受け
た輪積みの技法によるものもあり（栗谷遺跡 A072 等）、注意が必要である。
　口縁部及び胴部に施される縄文原体は、大崎台 2式期までは、撚糸文が主体的であるが、
小玉Ⅱ段階・高花Ⅰ b期以降は附加条 1種縄文が定着し、主体となる（12）。また、高花Ⅰ b
期の段階までは胴部上半の縄文が羽状構成（13）となることもある程度、時期決定の指標となる。
頸部無文　　
　複合口縁を有するものの変化については、櫛描文系と同様の変化を示す（第 8図 2）。原体の変
化も同様である。素口縁のものに関しては現状で形態的な変化を追い難い。
頸部輪積み痕　　
　高花により、胴部まで輪積み痕を残すものから口縁部へ輪積み痕が集約される、という変遷
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観が提示されている（高花 1999）。頸部の輪積み痕のあり方は多様であり、時期的な位置付けが
難しい例もあるが、南関東系土器群との共伴関係からの検証や、時期が降るにつれ輪積み部が
形骸化していく様子は、あじき台遺跡 9号住居址等で確認されることから、大筋でこの変遷観
は正しいものと考えられる（第 8図 3･4）（14）。
2 段複合口縁　　
　F2 類との峻別が難しいこと等もあり、時期的な変化が現状では把握し難い。
無文　　
　現状では明確な形態的変化を認めることはできない。
口縁部貼瘤　　
　小玉Ⅴ段階の指標であり、Ⅴ段階以降主体を占めるようになる。高花は複合口縁のものと素
口縁のものを区別し、素口縁のものを古く（Ⅳ a期）、複合口縁のものを新しく（Ⅳ b期）位置付
けている。しかし、両者が混在する例もあり、素口縁か複合口縁かは指標にはならず、小玉が
指摘するように貼瘤の配置等も考慮する必要がある。小玉によれば、Ⅴ段階においては貼瘤を
等間隔に付し、Ⅵ段階は 2～ 3個を 1単位として施される、とする（小玉 2008）。また、素口縁
で円形の刺突列を 1列ないし 2列施す例は、根鹿北式の範疇と考えられ、Ⅴ段階以降に位置付
けるのが妥当である。
　なお、下総においては高花によりⅣ a期以降の土器の組成は口縁部に貼瘤を有するものに限
定されると論じられた（高花 1999・2007a）が、Ⅳ a期以降も「臼井南式」系列の土器群を確認す
ることができる。
南関東系土器群　　
　甕形土器については顕著に変容するが、下総において出土が確認される南関東系土器群の壺
形土器・広口壺形土器については、基本的に久ヶ原式・山田橋式の範疇と考えられ、南関東系
土器群については、大村による編年案（大村 2004a・b・2007）が適用できる。
3　各期の組成と具体的な出土事例
　上述した検討結果を踏まえ、下総における弥生後期の土器編年案を提示する。なお、この編
年案は、高花・小玉両氏の編年案（高花 1999・2007a、小玉 2008）を下総において再検討し、再構
成したものである。各々の編年案の併行関係については後述する。
大崎台 2式期（Ⅰ a期・小玉Ⅰ段階・久ヶ原 1式期）
　佐野原甕Ⅵ類（小玉 2002）が主体となる。複合部は幅が狭く、段差の低い初源的な複合口縁で
あり、複合部下端が調整によりやや歪になり、刻み・押捺等を施さないものが主体を占める。
頸部無文にも複合口縁が定着するが、素口縁のものや中期末葉から確認される頸部に結節文を
多段に施すものも連綿と見られる。2段複合口縁も高岡大福寺遺跡 33 号住居址で確認される。
縄文原体の特徴は、胴部上半に施される縄文が羽状構成となるものが一定量存在し、口縁部や
胴部に施される原体は撚糸文が主体的となることも大きな特徴である。大崎台 2式期の確実な
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南関東系土器群の出土事例は苅込台遺跡 4号住居跡や松崎Ⅳ遺跡第 3号住居跡に限られており、
下総においては佐野原甕Ⅵ類を主体とし、北関東系土器群が単相で分布する時期と考えられる。
　この時期の主な遺跡・遺構としては、大崎台遺跡第 201・268 号住居址・間野台遺跡第 8・13
号住居址・高岡大福寺遺跡 33 号住居址・八木宇廣遺跡第 5号住居跡・生谷境掘遺跡第 2・4号
住居址・鏑木諏訪尾余遺跡 Y-1・向辺田遺跡 SI048・052・松崎Ⅳ遺跡第 3・4号住居跡・角田台
遺跡 SI276・387・苅込第遺跡 4号住居跡・六反目遺跡 001 住居跡・南羽鳥谷津堀遺跡 A地点 11
号住居跡を挙げることができる。
Ⅰ b期・小玉Ⅱ段階・久ヶ原 1式期
　大崎台 2式期と同様、頸部に A1 類の文様構成が施されるものが主体を占めるが、複合口縁部
の形態及び縄文原体が異なる。櫛描文系の土器群及び頸部無文の複合口縁部は前段階に比べや
や幅が広く、複合部下端に刻み・押捺を施すものが一般化し、複合部下端が明確な段部を呈す
るようになる。また、頸部の文様構成は前段階と同様 A1 類が主体的だが、高花により A2 類と
されたものや、太田長作遺跡 15 号住居跡・間見穴遺跡 074 号跡・岡発戸新田貝塚 1トレンチな
ど、文様構成にある程度バリエーションが見られるようになる。また、鈴木正博により「船尾
白幡式」（鈴木 2007b）とされた船尾白幡遺跡 SI076 例も複合口縁部の形態からこの時期に属する
と考えられる。また、頸部に結節文が多段に施されるものも引き続き確認され、前段階と同様、
胴部上半の縄文が羽状構成となるものも確認される。この段階から口縁部及び胴部に施される
縄文原体は附加条 1種縄文が主体を占めるようになる。生谷遺跡 A地点 7号住居址のようにこ
の時期から無文のものも組成するようになり、戸張作遺跡第 28 号住居跡や間見穴遺跡 023 号跡
では、久ヶ原式の出土が認められ、僅かながらも交流が認められる。また、南羽鳥谷津堀遺跡
A地点 2号土器棺墓では、鋸歯文内充填刺突文が施される壺形土器が出土し、下末吉台地との
交流を見ることができる（小林 2014b）。
　この時期の主な遺跡・遺構としては、江原台遺跡 Y－ 12・吉見台遺跡第 105 号住居址・太田
長作遺跡 15 号住居跡・高岡大山遺跡 416 号住居址・生谷遺跡 A地点 7号住居址・八木宇廣遺跡 2・
3号住居跡・船尾白幡遺跡 SI076・一ノ台遺跡第 6号住居址・栗谷遺跡 A057・間見穴遺跡 023・
074 号跡・戸張作遺跡第 28 号住居跡・岡発戸新田貝塚 1トレンチ・笹原遺跡第 1号住居址・南
羽鳥谷津堀遺跡 A地点 2号土器棺墓を挙げることができる。
Ⅱ期・小玉Ⅲ～Ⅳ段階・久ヶ原 2式期
　この時期、印旛沼南岸を中心に頸部に輪積み痕を残す所謂「臼井南式」（高花 2001）が成立する。
胴部に附加条縄文を施すもの、無文のもの共にある。この段階は、両者共に胴部まで多段の輪
積み痕を残していることが特徴である。櫛描文系及び頸部無文の複合口縁部は前段階と比べて
やや幅広・扁平となる。頸部の櫛描文に関しては、A1 類が殆ど見られなくなり、多様な櫛描文
が多様な組み合わせで施されるようになる。横走文・横走波状文・縦走文が比較的多いが、個
体毎に異なるといった状態であり、明確な地域色というものは見出すことができない。頸部に
結節文が多段に施されるものや、素口縁のもの、無文のものも確実に組成する。南関東系土器
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群は久ヶ原 2式であり、江原台遺跡 060 住や道庭遺跡住居址№ 12・東寺山石神遺跡 21 号住居
址で出土が確認される。
　この時期の主な遺跡・遺構としては、江原台遺跡 Y-5 号址・060 住・古屋敷遺跡第 42 号住居址・
生谷遺跡 A地点第 1号住居址・向原遺跡第 60 号遺構・小屋ノ内遺跡 SI-181・182・井戸向遺跡
D131 号遺構・向新田遺跡 019 号竪穴住居跡・荻原長原遺跡 3号住・掘尻第Ⅱ遺跡 SI-002・東寺
山石神遺跡 37 号住居址・城の腰遺跡 041 号跡・中馬場遺跡 59・64・65 号住居址・捕込附遺跡 1・
2号住居址・立田台第 2遺跡 SX-03・道庭遺跡住居址№ 12 を挙げることができる。
Ⅲ期・小玉Ⅳ段階・山田橋 1式期
　下総において最も遺跡数が増加する時期である。南関東系土器群の出土が最も増加し、特に
八千代市権現後遺跡などのように現在の八千代市域では南関東系土器群が主体を占める遺構も
確認される。頸部に輪積み痕を残す「臼井南式」は輪積み痕が口縁部に集約される傾向が見られ、
輪積み部に縄文を施す F2 類、頸部に結節文が施される F3´類もこの時期に主体的に見られる。
このような南関東系土器群との接触・変容の有り方は多様であり、その結果として「栗谷式」（高
花 2007b）等多様な土器群が見られるようになる。「臼井南式」はⅡ期までは印旛沼南岸にその分
布が偏っていたが、印旛沼西岸を中心に下総にある程度広範囲に分布が確認されるようになる。
　複合口縁を有するものは、幅広で非常に扁平な形態となる。また、櫛描文は縦区画のものが
ほぼ見られなくなり、横走文や横走波状文が多く見られ、あじき台遺跡 30 号住居址・上谷遺跡
A055 では廉状文も確認できる（15）。素口縁・無文のものも多く、頸部への多段の結節文施文も確
認される。
　南関東系土器群は、山田橋 1式である。現在の市川市や船橋市周辺は南武蔵や相模との関係
を考えた方が適切な出土例（夏見大塚遺跡 29 号住居跡等）もあるが、時期的な齟齬はないと考えら
れる。
　この時期の主な遺跡・遺構としては、江原台遺跡第 42 号住居址・010・022・098・123・137・
156 住・飯合作遺跡 Y02・04・08・11・15・石神第Ⅰ遺跡第 37 号住居址・石川阿ら地遺跡 006
号住居址・吉見台遺跡第 9・172 号住居址・六崎貴舟台遺跡 016 住居跡・一ノ台遺跡 4号住居址、
荻原長原遺跡 7号住・栗谷遺跡 A033・043・064・072・080・151・上谷遺跡 A055・宮内遺跡（弥）
1・2号住居跡・向台Ⅱ遺跡 006 号住居址・国府台遺跡 SD08・呼塚遺跡 3号住居跡・原の山遺跡
6号住居跡・長部山遺跡 SI008・092・あじき台遺跡 11・20・29・30・33・41 号住居址・道庭遺
跡住居址№ 5・43・瓜台遺跡 H-025・台方下平Ⅰ遺跡 75 号住居を挙げることができる。
Ⅳ a期・小玉Ⅴ段階・山田橋 1式～ 2式古
　口縁部に貼瘤を等間隔に付す根鹿北式に代表される土器群が指標となる。素口縁のものと複
合口縁のものがあり、複合口縁は非常に扁平である。頸部に櫛描文が施されるものも散見され、
素口縁に 2列の円形刺突を施すものもこの時期に特徴的である。また、この段階でも、「臼井南
式」系列と考えられる一群が組成する。頸部に輪積み痕を有するものは口縁部に輪積み痕が集
約され、また輪積み痕が形骸化していく様子も確認される（あじき台遺跡 9号住居址等）。結節文が
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多段に施されるものも、この段階まで確認される（栗谷遺跡 A142 等）南関東系土器群は一部山田
橋 1式と併行するが主体を占めるのは山田橋 2式古と考えられる。
　この時期の主な遺跡・遺構としては、江原台遺跡 Y-1 号址・上谷遺跡 A234・259・道地遺跡
062・073・076・086 号跡・平沢遺跡 a地点 04D・06D・栗谷遺跡 A017・081・142・船尾白幡遺跡
第 2号住居址・鎌苅遺跡 4号住居跡・国府台遺跡 SI10・下総国府跡 SI09・長田和田遺跡 030・
043 号住居址・あじき台遺跡 9・31・36・40 号住居址を挙げることができる。
4　既存の編年案との対比
　以上、下総における弥生後期土器について系統毎に整理を行い、その型式学的変化を検討し、
編年案を提示した。なお、今回提示した編年案に関しては、上述したように高花 ･小玉両氏の
研究成果を参考にして下総において再検討 ･再構成したものである。混乱を避けるために、両
氏の考えと異なる見解について要約したい。
系統の整理　　
　下総の土器については高花によって文様の特徴や器形から分類が行われている（高花 1999）。
高花 A類は頸部に櫛描文が施されたものを指し、その中でも幾つかに分類された。しかし、下
総において頸部櫛描文の文様構成には無数のパターンがあり、まとまりを見出すのは困難であ
ると考え、櫛描文系（高花 A類）と一括し、頸部に文様が施されないものを頸部無文（高花 B～ D類）
と一括した。南関東系土器群の影響を受け、頸部に輪積み痕が見られるものを頸部輪積み痕（高
花 F･G 類）とし、輪積み痕及び縄文が施されないものを無文（高花 H類）とした。霞ケ浦北岸に分
布域のある口縁部に貼瘤が施される一群を口縁部貼瘤（高花 E類）とした。高花により F2 類とさ
れた一群に、栃木県域の土器群からの影響を受け後期初頭に成立したものがあることを指摘し、
新たに 2段複合口縁と分類した。
編年観の相異について　
　高花は後期の中で時期毎に特徴的な土器を抽出し、それらとの共伴関係から変遷試案を示し
（高花 1999）、文様の構成からも細別を行っている（高花 2007a）。高花は文様構成や、輪積み痕を
頸部に残すもの、貼瘤の有無等を大きな指標としている。しかし、霞ヶ浦周辺と多少の相違点
はあるが、筆者は小玉が霞ヶ浦周辺の土器群に対し実践した複合口縁部の形態変化からの変遷
試案に妥当性があると考えており（16）、後期初頭に関しては、原体等も指標となるが、今回、後
期を通して複合口縁部の厚さ ･幅の変化を大きな指標とした。その結果、高花の編年案とは相
違がある。頸部に輪積み痕を残すものの型式変化については高花と同様の認識である。高花Ⅱ
期は頸部輪積み痕（F･G 類）と頸部に結節文が多段に施されるものが大きな指標となっているが、
頸部に結節文が施されるものに関しては、上述した通り中期末葉から後期後葉のⅣ a期まで連
綿と確認されるものであり、時期の指標とはなり難い。Ⅳ期は口縁部に貼瘤を有するものに限
定されると考えられてきたが、その他にも幾つかの「臼井南式」系列の土器群が確認できる。
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第 4節　久ヶ原式・山田橋式と北関東系土器群の併行関係
　下総において、住居跡から北関東系土器群と南関東系土器群が出土した事例を挙げ、両編年
案の妥当性と、両者の併行関係について検証したい。以下に具体的な共伴事例について時期毎
に述べる。
1　北関東系土器群と南関東系土器群の共伴事例
Ⅰ a期
　下総において、Ⅰ期の北関東系土器群と南関東系土器群の共伴例は少ない。
松崎Ⅳ遺跡（第 9 図 5 ～ 7）
　印旛沼西岸に位置する。第 3号住居跡から、Ⅰ a期と考えられる資料（第 9図 6・7）と、断片
的な資料ではあるが沈線区画の南関東系の壺形土器片（第 9図 5）が出土している。
戸張作遺跡（第 9図 1・2）
　都川水系である葭川流域に位置する。第 28 号住居跡からは、Ⅰ b期に位置付けられる資料（第
9図 2）が出土し、久ヶ原式の壺形土器（第 9図 1）が出土している。
　下総において、検討に耐えうるⅠ期の出土例は以上である。非常に資料が少なく、今後の資
料の増加に俟つ部分が大きい。しかし、Ⅰ期と考えられる資料には断片的ながら、久ヶ原式と
考えられる資料が共伴しており（第 9図 3・4など）、高花Ⅰ期と久ヶ原式期は接点を持つものと
考える。
Ⅱ期
江原台遺跡（第 9 図 8 ～ 10）
　印旛沼南岸に位置する大規模な弥生後期の集落跡である。060 住からは、Ⅱ期と考えられる
資料（第 9図 9・10）が出土している。共伴する南関東系の資料は沈線区画の壺形土器（第 9図 8）
である。その他にも高杯や椀が出土している。
道庭遺跡（第 9図 11・12）
　九十九里平野に位置する。南関東系土器群の出土が多く、住居跡も数多く検出された。周囲
には弥生後期の集落跡はほぼ確認されておらず、現状では突出した状況であり、拠点的な集落
といった様相を呈す。住居址№ 12 では、Ⅱ期と考えられる資料（第 9図 12）と久ヶ原 2式と考
えられる南関東系の壺形土器（第 9図 11）が出土している。その他に出土する南関東系の資料と
しては甕形土器がある。
　Ⅱ期の共伴事例も限られる。資料不足の感は否めないが、出土事例を検証する限りⅡ期の資
料と共伴する南関東系土器群は現状では久ヶ原 2式期と考えられるもののみである。山田橋式
期とされた資料との共伴事例は確認されないことから、Ⅱ期は久ヶ原 2式新段階までの間に収
まるものと考えておく。
Ⅲ期
江原台遺跡（第 9 図 13 ～ 23）
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　022 住では、頸部無文で素口縁の資料（第 9図 14・15）と山田橋 1式と考えられる壺形土器（第
9図 13）が出土している。その他の遺物としては甕形土器等がある。123 住では、頸部輪積み痕
と頸部無文、無文の資料（第 9 図 17 ～ 19）と山田橋 1式の壺形土器（第 9図 16）が、156 住では
頸部輪積み痕（第 9図 22・23）と山田橋 1式の壺形土器（第 9図 21）が出土している。
道庭遺跡（第 10 図 1・2）
　住居址№ 5では、頸部無文で素口縁の資料（第 10 図 2）と山田橋 1式と考えられる壺形土器（第
10 図 1）が出土している。その他にも椀形土器、甕形土器が出土している。
国府台遺跡（第 10 図 3 ～ 5）　
千葉県北西部に位置する。溝状遺構とされる SD08 からの出土である。一括性にやや疑問が残る
が、頸部無文の資料（第 10 図 5）と山田橋 1式の壺形土器、広口壺形土器、椀形土器が出土して
いる（第 10 図 3・4）。
境堀遺跡（第 10 図 6 ～ 12）
　印旛沼西岸に位置する。印旛沼西岸は北関東系土器群と南関東系土器群の共伴が多い地域と
指摘されている (高花 2007a)。6-005 では、頸部輪積み痕、無文の資料（第 10 図 8･9）と山田橋 1
式の壺形土器、甕形土器（第 10 図 6・7）、7-009 では、頸部無文で素口縁の資料、頸部輪積み痕
の資料（第 10 図 11・12）と山田橋 1式の壺形土器（第 10 図 10）が出土している。
栗谷遺跡（第 10 図 13 ～ 21）
　印旛沼西岸に位置する。A072 では、無文、頸部輪積み痕、頸部無文で素口縁の資料（第 10 図
15 ～ 17）と、山田橋 1式の壺形土器、椀形土器が出土している（第 10 図 13・14）。A155 では、頸
部輪積み痕の資料（第 10 図 19）と山田橋 1式の壺形土器、甕形土器（第 10 図 18）、A158 からは頸
部無文で素口縁の資料（第 10 図 21）と山田橋 1式の壺形土器、椀形土器が出土している（第 10
図 20）。
夏見大塚遺跡（第 10 図 22・23）
　海老川流域に位置する。29 号住居跡では、頸部無文の資料（第 10 図 23）と山田橋 2式古の壺
形土器、椀形土器が出土している（第 10 図 22）。
　Ⅲ期になると急激に共伴例が増加する。Ⅲ期の北関東系土器群と共伴する南関東系土器群の
資料であるが、山田橋 1式が多く、数は少ないが山田橋 2式古が見られる。文様帯区画は結節
文区画が最も多く確認され、沈線区画が若干混在する（17）。また、文様帯位置は A･B 類（大村
2004a・b）が多く確認される。これらの特徴は山田橋 1式期の特徴と考えられ、Ⅲ期と山田橋 1
式期は接点を持つものと考えられる。壺形土器以外の椀形土器等の共伴遺物からも矛盾はない。
Ⅳ a期
　口縁部貼瘤が指標とされる段階であるが、この段階になっても幾つかの「臼井南式」系列の
土器群が残存することが確認されている。
長田和田遺跡（第 10 図 24 ～ 32）
　印旛沼東岸に位置し、Ⅳ a期に主体のある大規模な集落遺跡である。001 号住居址からは、口
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縁部貼瘤の資料（第 10 図 25）と山田橋 1式の壺形土器、椀形土器（第 10 図 24）、002 号住居址か
らは口縁部貼瘤の資料（第 10 図 28）山田橋 1式の壺形土器（第 10 図 26・27）、 034 号住居址から
は頸部輪積み痕と口縁部貼瘤の資料（第 10 図 31・32）と、山田橋 1式の壺形土器、椀形土器が出
土している（第 10 図 29・30）。
国府台遺跡（第 11 図 1 ～ 4）
　SI10 からは、頸部無文で素口縁の資料と口縁部貼瘤の資料（第 11 図 3・4）と、山田橋 2式古
の壺形土器、広口壺形土器（第 11 図 1・2）、甕形土器が出土している。
あじき台遺跡（第 11 図 5 ～ 7）
　千葉県北東部に位置する。9号住居址からは、櫛描文系、頸部輪積み痕、根鹿北式系と考え
られる、素口縁で刺突列を 2列施す資料（第 11 図 6・7）と、山田橋式の壺形土器が出土している（第
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11 図 5）。
道地遺跡（第 11 図 8 ～ 11）
　印旛沼西岸に位置する。062 号跡からは、根鹿北式系と考えられる素口縁で刺突列を 2列施
す資料（第 11 図 11）と山田橋 2式古の壺形土器が出土している（第 11 図 8 ～ 10）。
平沢遺跡 a地点（第 11 図 12・13）
　印旛沼西岸に位置する。06D からは口縁部貼瘤（第 11 図 13）と、山田橋 2式古の壺形土器が出
土している（第 11 図 12）。
下総国府跡（第 11 図 15・16）
　千葉県北西部に位置する。SI09 では、根鹿北式系と考えられる、素口縁で刺突列を 2列施す
資料（第 11 図 16）と山田橋 2式古の壺形土器、椀形土器、甕形土器が出土している（第 11 図 15）。
　Ⅳ a期になると、Ⅲ期までは遺構数及び共伴例の少なかった印旛沼東岸 ･千葉県北西部 ･北
東部で共伴例が増加する。一方、それまで遺構数及び共伴事例の多かった印旛沼南岸では減少
する傾向にある。
　北関東系土器群のⅣ a期と共伴する南関東系土器群の壺形土器は、口縁部形態などから山田
橋 1式～ 2式古と考えられ、Ⅳ a期は山田橋 1式を含むが、主に山田橋 2式古に接点を持つも
のと考えられる。
　Ⅳ b期以降に関しては、山田橋 2式新、中台 1式以降 (大村 2009) との対比が必要と考えられ、
今回は対象からは外した。
　上述した検討結果を総括し、霞ヶ浦沿岸～房総半島全域の併行関係をまとめると以下のよう
に考えられる。
Ⅰ a・b期―Ⅰ～Ⅱ段階―久ヶ原 1式
Ⅱ期―Ⅲ～Ⅳ段階―久ヶ原 2式
Ⅲ期―Ⅳ段階―山田橋 1式
Ⅳ a期―Ⅴ段階―山田橋 1～ 2式古（2式古が主体を占めると考えられる）
2　Ⅳ期における ｢臼井南式 ｣系列の土器について
　上述したように、頸部輪積み痕などの所謂「臼井南式」系の土器群がⅣ a期以降においても
複数確認され、口縁部貼瘤以外の土器群が残存する。ここでは、南関東系土器群との共伴事例
から補足を行いたい。
猪鼻城跡（第 12 図 1・2）
　都川流域に位置する。15 号住居跡からは、頸部無文の資料（第 12 図 2）と山田橋 1式の壺形土
器（第 12 図 1）が出土している。上述したように北関東系土器群のⅢ期及びⅣ a期の一部は山田
橋 1式期と接点を持つものと考えられること、また同遺跡の 7号住居跡からは 15 号住居跡出土
の資料と同様の特徴を持つ北関東系土器群とⅤ段階 (Ⅳ a期 ) と考えられる資料が出土している
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ことから、Ⅳ a期まで口縁部貼瘤以外の北関東系土器群が残存する、北関東系土器群・南関東
系土器群双方からの事例と考えたい。
江原台遺跡（第 12 図 3 ～ 6）
　Y-1 号址では頸部輪積み痕の資料（第 12 図 5・6）と、山田橋 2式古の壺形土器が出土している（第
12 図 3・4）。これらの資料は住居址のピット内から重なって出土している。これらの事例に見る
ようにⅣ a期以降も「臼井南式」系列の土器群が残存することが改めて指摘された。
3　下総における南関東系土器群の出土事例
　上述してきたように、大村が市原市域で検討した久ヶ原式から山田橋式への編年案は、北関
東系土器群との対比からも妥当と思われる。下総において南関東系土器群が単体で出土した事
例を挙げ、同一遺構内での南関東系土器群同士の組み合わせから、大村の編年案の妥当性を更
に検証したい。
久ヶ原 2式（第 13 図 1・2）
　東寺山石神遺跡 21 号住居址では、沈線区画の壺形土器（第 13 図 1）と口縁部形態 B1 類（大村
2004a・b）の壺形土器（第 13 図 2）が共伴しており、久ヶ原 2式期と考えられる。この他には良
好な出土事例は確認されていないが、壺形土器にみられる諸特徴の組み合わせは矛盾しないと
考えられる。
山田橋 1式（第 13 図 3・4）
　国府台遺跡 SI14 では、口縁部形態 Cb1 類・文様帯区画 B類・文様帯位置 B類（大村 2004a・b）
の資料（第 13 図 3）が出土している。また、同遺構からは口縁部形態 A2 類（大村 2004a・b）の壺
形土器（第 13 図 4）も出土している。両資料共に山田橋 1式期の特徴を備えており、矛盾しない。
山田橋 2式古（第 13 図 5 ～ 7）
　権現後遺跡 D030 号遺構では文様帯区画 B類・文様帯位置 A類（大村 2004a・b）の壺形土器（第
13 図 5）と口縁部形態 Ca2 類（第 13 図 6）・Cb2 類（第 13 図 7）の壺形土器が共伴し、山田橋 2式古
と考えられる。
　上述したように、下総においても大村が久ヶ原式から山田橋式へと想定した、特に壺形土器
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に関する型式学的な変化は、南関東系の資料どうしの共伴関係等から見ても正しいと考えられ
る。
4　型式名に関する検討
　上述してきたように、下総における北関東系土器群と南関東系土器群の対比及び、南関東系
土器群どうしの共伴関係からも、下総において大村の編年案は有効性を持つものと考えられる。
下総では、甕形土器において南関東系と北関東系の折衷現象は顕著に確認される。しかし、下
総で出土する南関東系の壺形土器や広口壺形土器・椀形土器はその文様や、型式学的な変遷が
久ヶ原 2式～山田橋 2式古にかけては市原台地の様相に忠実である。確実に久ヶ原 1式と対比
できる資料がないこと、久ヶ原 2式の例が下総では極僅かであることから、久ヶ原式に関して
はやや課題を残すものの、久ヶ原式及び山田橋式の範疇と考えてよいと考える。
　千葉県北西部に関しては南関東系土器群の組成に台付の甕形土器が多く含まれ、東京湾西岸
との関係も考慮に入れる必要がある。しかし、特に壺形土器・広口壺形土器・椀形土器は下総
において、主に上総からの人の移動があり、その模倣が忠実に行われたか、搬入品である可能
性がある。後期を通して A～ C類の甕形土器が確認されることも、上総との関係を考える上で
示唆的である。下総において南関東系の土器群が出土するのは、大規模な拠点的集落に主体的
に認められることも、人の移動があったことを考える上で重要であろう。
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5　結節文区画の出自について
　久ヶ原式から山田橋式への変化の指標として、壺形土器・椀形土器・広口壺形土器に見られ
る帯縄文区画の沈線区画から結節文区画への変化が挙げられる。結節文区画を主体とする山田
橋式の成立を考える上で、安房からの影響と下総からの影響を考える二つの考え方が現在存在
する（小倉 2005、大村 2007、高花 2009a）。
　近年、轟直行により指摘されたように（轟 2015）、上総や安房で一般的に網目状撚糸文と認識
されてきたものの中に附加条 3種縄文が多数含まれていること、上総における北関東系土器群
の出土数も増えてきたことから、下総から上総への影響も一定程度あることが判明してきた。
結節文自体は中期後葉以前から北関東系土器群の中では普遍的な技法であることなどから、山
田橋式に見られる結節文区画については、下総からの影響を受けて成立した可能性が高い。
　以上の検討を踏まえ、房総半島における弥生後期の編年案を提示する (第 14 図 )。
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第 2章　房総半島における集落の動態
第 1節　集落の消長
　本章では、前章で行った土器編年の再検討を踏まえた上で、房総半島における弥生中期後葉
～後期後葉集落の動態について検討を行う。これまでの研究は、例えば弥生中期後葉や弥生後
期というように、大きな括りで集落の様相などについて触れられることはあったが、細別され
た土器編年案に基づき各時期の具体相が提示されることはなかった。そのような問題点を踏ま
え、本章では前章で検討した土器編年案に基づき、房総半島における集落の動態を検討する。
　具体的には、房総半島における当該期の遺跡を集成し、各遺跡の遺構に伴った遺物で時期の
特定が可能な事例を取り上げ、各集落の存続期間を検討し、地域・時期による特質を抽出する
ことを目的とする。また、房総半島は地理的環境が地域により異なることから、集落の立地を
分類し、地域・時期による特質を抽出する。
　本章では房総半島における弥生文化期集落の動態・立地を検討し、時期による変化や消長・
立地の特徴を抽出することを目的とする。（18）。
1. 弥生中期後葉
　弥生中期後葉になると、弥生中期中葉に比べ集落の数は増加を始め、明確な集落遺跡が確認
できるようになる。それぞれの地域の集落の動態を概観するために、基礎的な集落のデータを
提示する。まずは既存の編年案に従い、房総半島における集落の消長とその具体相を明らかに
する。
　房総半島の時期区分は第 1章で述べたように、1～ 3期に分ける（19）。集落の消長については
章末の表に示した（第 3表）（20）。房総半島の当該期の集落は継続型と短期型に分類することがで
きる。
下総 1期（第 15 図）
　下総における出現期の宮ノ台式集落は、東京湾に面する千葉市星久喜遺跡、大森第 2遺跡や
印旛沼南岸の大崎台遺跡などである。大崎台遺跡周辺は、岩名天神前遺跡など中期前葉段階の
再葬墓が築かれ、池花南遺跡などでは中期中葉の遺物も出土している。しかし、大崎台遺跡で
は確実に中期中葉と言える遺物の出土は確認されず、成立期の宮ノ台式として取り上げられる
資料はあるものの、中期中葉から宮ノ台式初頭への居住域の接続は現状では認められない。現
在の千葉市周辺でも鷲谷津遺跡、峠台遺跡、有吉遺跡などで中期中葉の遺構・遺物が検出され
るが、中期中葉から後葉へと継続するかは不明瞭である。宮ノ台式の成立も含め、今後の検討
課題である。
　下総のその他の中期中葉の遺跡としては、野田市の勢至久保遺跡などがあるが、それらの地
域でも、宮ノ台式期に継続する様子は見ることができない。
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下総 2期（第 16 図）
　宮ノ台式が定着し、集落が多く形成される時期である。1期では現在の千葉市の東京湾沿岸
に集中していた遺跡の分布も広がりを見せる。最も大規模な集落は大崎台遺跡で、現状では房
総半島最大の集落である。また、都川河口の沖積低地に面する台地上に集落が集中し、城の腰
遺跡のような比較的大規模な集落も位置し、都川河口から大崎台遺跡間の都川－鹿島川間には
短期型・継続型の集落が集中する。東京湾沿岸・太平洋側では、下総国府跡・国府台遺跡、戸
張作遺跡、馬加城跡・武石遺跡（21）、道庭遺跡、柏熊遺跡で環濠集落が形成されるが、いずれも
短期型である。印旛沼東岸・九十九里の太平洋沿岸では関戸遺跡、タダメキ第 2遺跡、遠野台・
長津遺跡など、南北混交・北関東系土器群主体の集落が立地し、現在の香取市周辺には北関東
系土器群主体の集落が点在している。
下総 3期（第 17 図）
　引き続き大崎台遺跡は集落が継続するが、ET Ⅲ期になると遺構数は減少する。また、加村台
遺跡のようにこの時期新たに形成される環濠集落もあるが、前段階から継続する環濠集落は大
崎台遺跡を除くと認められず、加村台遺跡もごく短期間に廃絶される短期型である。小倉が指
摘するように、印旛沼東岸に集落が形成され（小倉 2014）、都川－鹿島川間も集落は継続するが、
下総全体でも集落数が減少する。
上総 1期（第 15 図）
　上総の 1期に比定される集落は菊間遺跡、草刈遺跡、大厩浅間様古墳、台遺跡、南総中学校遺跡、
西原遺跡、尾畑台遺跡・向神納里遺跡・根岸小妻遺跡などであり、環濠集落も認めることがで
きる。下総とは異なり、上総では中期中葉から後葉へ集落が継続する様子が把握できる遺跡が
ある。袖ヶ浦市向神納里遺跡では、中期中葉段階の方形周溝墓が多数検出され、東日本でも最
大級の墓域である。君津市鹿島台遺跡でも宮ノ台式期以前に遡る墓域が検出されている。また、
常代遺跡群は中期中葉に出現した低地指向型の大規模集落であり、方形周溝墓群の他に大溝が
検出され、大規模な灌漑施設を用いて灌漑水田稲作を行っていたことが判明している。宮ノ台
式期も遺跡の形成は継続し、古墳時代まで連綿と続くことが判明している。
上総 2期（第 16 図）
　上総では東京湾に面した幅の広い沖積低地を臨む台地上に草刈遺跡、潤井戸西山遺跡、菊間
遺跡、菊間深道遺跡、向原台遺跡、台遺跡、根田代遺跡、祇園原貝塚、根形台遺跡群など多く
の環濠集落が形成される時期である。遺跡の分布を見ると、各河川に開析された沖積低地に面
する台地縁辺部や一部では低地にも集落が進出し、沖積低地を志向した集落立地であったこと
が分かる。環濠集落以外にも周辺に小規模な集落も展開し、集落数は前段階と比較して飛躍的
に増加する。特に村田川流域や養老川流域では環濠集落が近接して形成され、小櫃川流域・小
糸川流域でも集落が間隔を大きく空けずに集中して形成されている。
上総 3期（第 17 図）
　上総では集落は小規模になるものの、ET Ⅱ b 期新は引き続き市原市の東京湾沿岸域を中心に
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中期後葉
1:国府台遺跡･下総国府跡 2:立出し遺跡 3:加村台遺跡･下花輪第 2遺跡 4:田中小遺跡 5:田原❑遺跡 6:栗谷遺跡 7:臼井田小笹台遺跡 8:
台方下平Ⅰ遺跡･台方宮代遺跡･船形手黒遺跡･船形手黒 1号墳 9:台方下平Ⅱ遺跡 10:タダメキ第 2遺跡･南羽鳥谷津堀遺跡 A地点･上福田
小橋遺跡 11:松崎白子遺跡･押畑子の神城跡 12:大生城跡 13:関戸遺跡･関戸◓跡 14:新シ山遺跡 15:館山遺跡 16:城郷遺跡 17:⧊幡ࢧࢧ
ノ倉遺跡･多田日向遺跡 18:柏熊遺跡 19:山ノ下城跡 20:阿玉台北遺跡･天神遺跡 21:佐野原遺跡 22:長者台遺跡 23:㞡子ノ台遺跡 24:遠
野台･長津遺跡 25:神山谷遺跡 26:中島遺跡 27:馬加城跡･武石遺跡 28:本郷向遺跡･房地遺跡 29:臼井屋敷跡遺跡 30:高岡大山遺跡･高岡
大福寺遺跡 31:大崎台遺跡･六崎外出遺跡･向原遺跡･六崎貴舟台遺跡･城次郎୸遺跡･石川神ᐟ遺跡 32:稲Ⲵ谷津遺跡 33:八木山ノ田遺跡
34:太田用᭰遺跡 35:太田長作遺跡 36:ᆏ戸ᱠ下遺跡 37:池花南遺跡 38:馬場 No.1遺跡 39:中山遺跡 40:相ノ谷遺跡 41:戸崎館址 42:郷
野遺跡 43:㍍沢遺跡 44:駒形遺跡 45:踏形遺跡 46:戸張作遺跡 47:猪鼻城跡 48:星久喜遺跡 49:地蔵山遺跡･中野台遺跡 50:大森第 1遺跡
･大森第 2遺跡 51:辺田遺跡･高品城跡 52:城の腰遺跡 53:西御門Ⲩ生遺跡 54:木戸作遺跡 55:峠台遺跡･生実城跡 56:城ノ台遺跡･᳝名神
社遺跡 57:浜野川遺跡群 58:八幡神社南遺跡 59:道庭遺跡 60:菊間遺跡 61:菊間深道遺跡 62:菊間手Ọ遺跡 63:大厩遺跡･大厩浅間様古墳
64:草刈遺跡 65:草刈六之台遺跡 66:潤井戸西山遺跡･草刈尾᲍遺跡 67:中潤ヶ広遺跡 68:東ᐁ台遺跡･小田部新地遺跡 69:市原条里制遺跡
70:向原台遺跡 71:台遺跡 72:御林跡遺跡 73:根田代遺跡 74:長平台遺跡 75:天神台遺跡 76:㒆本遺跡 77:加ⱱ遺跡 D地点 78:祇園原貝塚
79:ྔ台遺跡 80:山田大宮遺跡 81:㔩神遺跡 82:ጜ崎東原遺跡 83:᳝津Ⲕノ木遺跡 84:⨾生遺跡群 85:蔵波◓跡･西ノ谷下遺跡 86:山⋤台
遺跡 87:南岩崎遺跡 88:安久向ノᓃ遺跡 89:南総中学校遺跡 90:国府関遺跡 91:市神遺跡 92:宮ノ台遺跡 93 境 No.2遺跡･西ノ❑遺跡 94:
根形台遺跡群 95:西原遺跡 96:小谷遺跡 97:文⬥遺跡 98:Ⲩ久遺跡 99:␒後台遺跡 100:根畑遺跡･能‶寺裏遺跡 101:㬞根遺跡 102:高◁
遺跡 103:中台 A遺跡 104:中台 B遺跡 105:四␃作遺跡 106:⁪ノ口向台遺跡 107:Ⳣ生遺跡･清水谷遺跡 108:尾畑台遺跡 109:向神納里遺
跡･二ཪ堀遺跡 110:根岸小妻遺跡 111:山⋤台遺跡 112:鹿島塚 A遺跡 113:千᮰台遺跡 114:鹿島塚 B遺跡 115:大山台遺跡 116:࣐ミࣖク
遺跡･ಥヶ谷古墳群 117:鳥井戸遺跡 118:常代遺跡群･三直中郷遺跡･㒆条里遺跡･常代遺跡六反免地区 119:鹿島台遺跡 120:西郷遺跡 121:
前三舟台遺跡 122:植ノ台遺跡 123:大井戸八木遺跡 124:␇山遺跡･福岡古墳 125:糸川上ノ台遺跡 126:岩井遺跡 127:下ノ坊遺跡 128:本
ᑑ寺洞穴 129:根方上ノ芝条里跡 130:恩田原遺跡 131:仮家塚遺跡 132:萱野遺跡･宇戸台遺跡 133:長須賀条里制遺跡 134:東山遺跡 135:
東田遺跡 136:谷遺跡
ETⅠ期
31:大崎台遺跡 48:星久喜遺跡 49:中野台遺跡 50:大森第 2遺跡 57:浜野川遺跡群 60:菊間遺跡 63:大厩遺跡･大厩浅間様古墳 64:草刈遺
跡 71:台遺跡 89:南総中学校遺跡 95:西原遺跡 108:尾畑台遺跡 109:向神納里遺跡 110:根岸小妻遺跡 118:常代遺跡六反免地区 119:鹿島
台遺跡 122:植ノ台遺跡 131:仮家塚遺跡
ETⅡa期古～Ⅱb期古
1:国府台遺跡･下総国府跡 6:栗谷遺跡 7:臼井田小笹台遺跡 10:タダメキ第 2遺跡 11:押畑子の神城跡 13:関戸遺跡･関戸◓跡 17:⧊畑ࢧ
ࢧノ倉遺跡 18:柏熊遺跡 24:遠野台･長津遺跡 27:馬加城跡･武石遺跡 29:臼井屋敷跡遺跡 30:高岡大山遺跡 31:大崎台遺跡･六崎外出遺跡
･向原遺跡･六崎貴舟台遺跡･城次郎୸遺跡･石川神ᐟ遺跡 33:八木山ノ田遺跡 34:太田用᭰遺跡 35:太田長作遺跡 36:ᆏ戸ᱠ下遺跡 38:馬
場 No.1遺跡 40:相ノ谷遺跡 42:郷野遺跡 43:㍍沢遺跡 44:駒形遺跡 45:踏形遺跡 46:戸張作遺跡 47:猪鼻城跡 48:星久喜遺跡 49:地蔵山
遺跡・中野台遺跡 50:大森第 2遺跡 51:辺田遺跡 52:城の腰遺跡 54:木戸作遺跡 55:峠台遺跡 56:城ノ台遺跡･᳝名神社遺跡 58:八幡神社
南遺跡 59:道庭遺跡 60:菊間遺跡 61:菊間深道遺跡 63:大厩遺跡 64:草刈遺跡 65:草刈六之台遺跡 66:潤井戸西山遺跡･草刈尾᲍遺跡 67:
中潤ヶ広遺跡 68:東ᐁ台遺跡 69:市原条里制遺跡 70:向原台遺跡 71:台遺跡 72:御林跡遺跡 73:根田代遺跡 75:天神台遺跡 76:㒆本遺跡
77:加ⱱ遺跡 D地点 78:祇園原貝塚 79:ྔ台遺跡 80:山田大宮遺跡 81:㔩神遺跡 82:ጜ崎東原遺跡 84:⨾生遺跡群 85:蔵波◓跡 86:山⋤台
遺跡 87:南岩崎遺跡 88:安久向ノᓃ遺跡 89:南総中学校遺跡 90:国府関遺跡 93 境 No.2遺跡 94:根形台遺跡群 96:小谷遺跡 98:Ⲩ久遺跡
99:␒後台遺跡 100:根畑遺跡 101:㬞根遺跡 104:中台 B遺跡 105:四␃作遺跡 106:⁪ノ口向台遺跡 109:向神納里遺跡 110:根岸小妻遺跡
111:山⋤台遺跡 112:鹿島塚 A遺跡 114:鹿島塚 B遺跡 115:大山台遺跡 116:࣐ミࣖク遺跡･ಥヶ谷古墳群 118:常代遺跡群･三直中郷遺跡･
㒆条里遺跡 119:鹿島台遺跡 120:西郷遺跡 121:前三舟台遺跡 129:根方上ノ芝条里跡 130:恩田原遺跡 132:萱野遺跡･宇戸台遺跡 133:長
須賀条里制遺跡 135:東田遺跡 136:谷遺跡
ETⅡb期新～Ⅲ期
3:加村台遺跡 8:台方下平Ⅰ遺跡･船形手黒遺跡･船形手黒遺跡 1号墳 9:台方下平Ⅱ遺跡 10:タダメキ第 2遺跡･南羽鳥谷津堀遺跡 A地点
13:関戸遺跡･関戸◓跡 20:阿玉台北遺跡 21:佐野原遺跡 31:大崎台遺跡･六崎貴舟台遺跡 35:太田長作遺跡 38:馬場 No.1遺跡 40:相ノ谷
遺跡 41:戸崎館跡 44:駒形遺跡 45:踏形遺跡 47:猪鼻城跡 51:辺田遺跡 50:大森第 2遺跡 52:城の腰遺跡 60:菊間遺跡 62:菊間手Ọ遺跡
63:大厩遺跡･大厩浅間様古墳 64:草刈遺跡 66:潤井戸西山遺跡･草刈尾᲍遺跡 67:中潤ヶ広遺跡 68:東ᐁ台遺跡･小田部新地遺跡 69:市原
条里制遺跡 70:向原台遺跡 71:台遺跡 72:御林跡遺跡 73:根田代遺跡 74:長平台遺跡 75:天神台遺跡 78:祇園原貝塚 79:ྔ台遺跡 82:ጜ
崎東原遺跡 83:᳝津Ⲕノ木遺跡 84:⨾生遺跡群 85:蔵波◓跡･西ノ谷下遺跡 86:山⋤台遺跡 87:南岩崎遺跡 89:南総中学校遺跡 90:国府関
遺跡 93 境 No.2遺跡 94:根形台遺跡群 96:小谷遺跡 97:文⬥遺跡 100:根畑遺跡 102:高◁遺跡 103:中台 A遺跡 104:中台 B遺跡 106:⁪
ノ口向台遺跡 107:Ⳣ生遺跡･清水谷遺跡 112:鹿島塚 A遺跡 113:千᮰台遺跡 114:鹿島塚 B遺跡 115:大山台遺跡 118:常代遺跡群･三直中
郷遺跡･㒆条里遺跡 121:前三舟台遺跡 123:大井戸八木遺跡 124:␇山遺跡･福岡古墳 125:糸川上ノ台遺跡 127:下ノ坊遺跡 130:恩田原遺
跡 132:萱野遺跡 133:長須賀条里制遺跡
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環濠集落が前段階から継続し、周辺に小規模集落が点在する。集落立地は前段階から大きく変
化せず、沖積低地に面する台地縁辺部や低地に位置する集落が大多数を占める。しかし、ET Ⅲ
期になると集落は下総と同様減少する。続く後期初頭には集落の激減が各所で指摘され（西川
1991･ 石川 2011）、東京湾西岸はほぼ集落が検出されない時期にあたるが、房総半島は他地域と比
較すれば後期初頭の遺跡は数多く確認されている。
安房 1期（第 15 図）
　安房においては、大多喜町船子遺跡で中期中葉段階の再葬墓が検出され、長須賀条里制遺跡
で中期中葉の破片資料が出土しているが、その実態は不明瞭である。船子遺跡のように再葬墓
が営まれる一方で、長須賀条里制遺跡のように低地に位置する遺跡もあり、両者が併存してい
た時期と考えることができる。確実な 1期の遺跡としては仮家塚遺跡が挙げられるのみであり、
房総半島最古段階の宮ノ台式と位置づけられることもあるが（黒沢 1998）、その位置付けは今後
の検討課題である。仮家塚遺跡では方形周溝墓が検出されている。
安房 2期（第 16 図）
　萱野遺跡や長須賀条里制遺跡、恩田原遺跡、根方上ノ芝条里跡、宇戸台遺跡、東田遺跡で集
落跡や祭祀遺構が検出されている。沖積低地に面する台地上や低地に位置する集落が検出され
る一方で、安房に特有な丘陵地帯に位置する遺跡も多い。3方を山に囲まれた面積の小さな低
地に位置する遺跡は、生活痕跡が希薄であり、祭祀遺構が検出される例が多く、恩田原遺跡や
下ノ坊遺跡で確認されている。
安房 3期（第 17 図）
　2期から継続する遺跡が多い。安房の特徴として集落遺跡の様相が明瞭ではなく、包含層か
らの出土が多いことが特徴的である。全体を通して集落の検出例は少なく、様相は不明瞭な部
分が多い。
　1期に関しては、下総と上総・安房では中期中葉からの継続性に違いが認められる。また、上
総では、1期～ 3期まで継続して集落が営まれる継続型の集落が多く、環濠集落に関して言えば、
ほぼ例外なく継続型の集落であり、環濠集落でなくても継続型の集落が多数を占める。それに
対して下総は 1期～ 3期まで継続する集落は大崎台遺跡・大森第 2遺跡のみで、環濠集落は形
成されるものの例外なく短期型であり、環濠集落以外も同様の傾向にあることが集落の消長を
比較した際の各地域の大きな特徴である。
2. 弥生後期
　弥生後期における各地域の集落の消長とその具体相を比較したい。房総半島の時期区分は上
述したようにⅠ a～Ⅳ a期・久ヶ原 1式期～山田橋 2式古に分ける。集落の消長については章
末の表に示した（第 4表）。房総半島の当該期の集落は継続型・断続型・短期型に分類すること
ができる。
Ⅰ a～Ⅰ b期・久ヶ原 1式（第 18・19 図）
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　中期後葉までは、内海及び都川－鹿島川間の小支谷沿いに集落が集中していたが、後期初頭
になると下総の集落分布は大きく変化し、圧倒的に内海及び内海に面する小支谷内に集中する
ようになる。Ⅰ a期は印旛沼南西岸・鹿島川流域に集中し、手賀沼周辺及び北東部に疎らな分
布を示す。Ⅰ a期で途切れる集落が多い一方で、Ⅰ b期に新たに形成された集落が手賀沼周辺・
東京湾沿岸・北東部に分布を広げる。しかし、印旛沼南西岸に位置する栗谷遺跡や間見穴遺跡
などは後期を通して継続するが、その他の地域では大多数がⅠ b期で廃絶し、その後に継続し
ない。
　上総における久ヶ原 1式の集落は、宮ノ台式の最終末期から継続する集落もある一方で、久ヶ
原 1式期に新たに形成される集落が多い。周辺地域では、この時期集落の激減が報告されてい
るが、房総半島内では久ヶ原 1式期の集落は比較的多く確認されている。分布の傾向は 3期と
大きく変わらず沿岸部に集中し、各河川に開析された沖積低地に面する台地縁辺部や低地にも
進出し、一部河川上流域に広がりを示す。
　安房における久ヶ原 1式の集落は、中原条里跡や根方上之芝条里跡で確認されるのみである。
それらの遺跡は低地部に位置する集落である。
Ⅱ期・久ヶ原 2式期（第 20 図）
　下総における集落の分布傾向は、Ⅰ b期までと大きく変化しないものの、この時期太平洋沿
岸にも形成されるようになる。Ⅰ b期と同様、Ⅱ期に新たに形成される集落や、Ⅱ期限りで廃
絶する集落が一定数存在する。
　上総における集落の立地は久ヶ原 1式期と大きく変わらないものの、宮ノ台式最終末から継
続していた菊間遺跡・南総中学校遺跡は久ヶ原 1式で途切れ、台遺跡・土宇遺跡・打越遺跡など、
新たに形成される集落が多数存在する。全体的に言えば集落数の増加時期にあたる。
　安房では、萱野遺跡で環濠集落が検出され、まとまった資料が出土している。その他には健
田遺跡や大坪遺跡で検出され、いずれも低地部に位置している。
Ⅲ期・山田橋 1式期（第 21 図）
　下総では、集落の分布傾向はそれまでと大きく変わらないが、都川流域に多数形成され、太
平洋側・北西部の東京湾沿岸に形成される集落も多い。東京湾沿岸北西部の国府台遺跡や台畑
遺跡では南関東系土器群が主体を占める集落もある。集落が集中する印旛沼南西岸は継続型が
ある一方で引き続き短期型が多い。
　上総全体としては、この時期集落数の激増期にあたる。河川上流域まで集落が展開し、市原
市域を除いては、この時期に遺構数がピークとなる集落がほとんどであり、山田橋 1式期に形
成され、山田橋 1式期に廃絶する集落も非常に多い。
　他地域と同様、この時期に安房も集落数のピークを迎える。集落は前段階までと同様、低地
を指向する傾向が強い。主な集落としては萱野遺跡、健田遺跡、根方上之芝条里跡などを挙げ
ることができる。
Ⅳ a期・山田橋 2式古期（第 22 図）
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 大井東山遺跡 17 ⟪輪城跡 18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 宮内遺跡 33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 小ᐊ上台遺跡 35 谷田木᭮地遺跡・木᭮地遺跡 36 武西近隣遺跡 37 南西ヶ作遺跡
38㬆神山遺跡・白井谷ዟ遺跡39船尾白幡遺跡40向新田遺跡41武西千㥏苅遺跡42作山遺跡43道地遺跡・平戸台2号墳44間見穴遺跡45権現後遺跡・
ࣤࢧル山遺跡 46 白幡前遺跡・井戸向遺跡 47 源஬台遺跡 48 ㏫水遺跡 49 船尾町田遺跡 50 松崎Ⅰ・Ⅳ遺跡 51 おおびた遺跡・ᙺ山東遺跡・上谷遺跡・栗
谷遺跡・向境遺跡・境堀遺跡 52 阿⸽中学校東側遺跡 53 村上遺跡群 54 㞾南遺跡 55 平沢遺跡 56 浅間内遺跡 57 川崎山遺跡・上ノ山遺跡 58 ຾田大作
遺跡 59 ༦ヶ前遺跡 60 六反目遺跡 61 岩戸広台遺跡 62 向辺田遺跡・角田台遺跡 63 ᘨト込遺跡 64 ⴗ原ᰴ木遺跡 65 ⴗ原長原遺跡 66 小原第 2遺跡
67 吉高大谷遺跡 68 吉高家老地遺跡 69 堀尻第 2遺跡 70 吉高浅間古墳 71 立田台第 2遺跡 72 一ノ台遺跡 73 平賀山ノ下 10 号墳 74 井ノ崎台遺跡・山
田諏訪遺跡 75 鎌苅遺跡 76 ちぼろく遺跡 77 先崎西原遺跡 78 小➉郷南遺跡・小➉大原遺跡 79 西ノ台遺跡 80 萱橋遺跡 81 飯合作遺跡 82 臼井台山崎
遺跡 83 臼井台手繰遺跡 84 石神Ⅰ・Ⅱ遺跡・Ώ戸 B遺跡 85 生谷境堀北遺跡 86 間野台遺跡・古屋敷遺跡・飯重新畑遺跡・生谷 A・B・C遺跡 87 臼井田小
笹台遺跡・臼井台大名ᐟ遺跡 88 江原台遺跡・江原ᇣ谷遺跡 89 曲輪ノ内遺跡 90 生谷新畑遺跡 91 生谷間野遺跡・生谷境堀遺跡 92 吉見台遺跡・臼井屋
敷跡遺跡 93 御山遺跡・㭯口遺跡 94 小屋ノ内遺跡 95 大崎台遺跡・向原遺跡・一本松遺跡・六崎貴舟台遺跡・城次郎୸遺跡 96 城␒塚遺跡・石川阿ら地
遺跡 97 大⠛塚遺跡・太田長作遺跡・高崎新山遺跡 98 八木ⵦ田谷津遺跡 99 権現ᇽ遺跡 100 清水作遺跡 101 ᆏ戸遺跡 102 飯塚Ⲩ地台遺跡 103 宮内井
戸作遺跡 104 西御門Ⲩ生遺跡 105 ㍍沢遺跡 106 高岡大福寺遺跡・高岡大山遺跡 107 城城跡 108 八木宇廣遺跡 109 鏑木諏訪尾余遺跡 110 佐倉城跡
111 海隣寺᪊Ⲕ屋遺跡 112 岩名町前遺跡 113 長຾寺⬥館跡 114 本佐倉北大堀遺跡 115 上岩橋岩崎遺跡 116 八代・外小代遺跡・山口遺跡 117 台方下平
Ⅰ遺跡・船形手黒 1号墳 118 大畑Ⅱ遺跡・大畑Ⅰ-Ⅲ遺跡 119 㓇直遺跡 120 大畑Ⅰ-Ⅱ遺跡 121 あじき台遺跡・大台遺跡 122 南羽鳥遺跡群 123 大⿄ሪ
之下遺跡 124 押畑広台遺跡 125 押畑子の神城跡 126 下金山城跡 127 関戸遺跡・関戸◓跡 128 東町松原遺跡 129 小Ⳣ三ッ塚遺跡・小Ⳣ法⳹塚遺跡 130
長田和田遺跡 131 畑ヶ田花山遺跡 132 林北遺跡・長山遺跡 133 大生城跡 134 ⊧作・東山 16 号墳 135 ᳝ノ木遺跡 136 中里⣬敷口遺跡 137 長稲葉遺跡
138 㬍崎天神台遺跡 139 館山遺跡 140 多々羅ᇽ遺跡 141 伊地山金杉遺跡 142 伊地山遺跡 143 長部山遺跡 144 ⧊幡ࢧࢧノ倉遺跡 145 大六天遺跡・境
原遺跡・地々免遺跡 146 御ᗙノ内遺跡 147 城山 3号墳 148 小見川城跡 149 天神遺跡 150 阿玉台北遺跡 151 貝塚長ⷷ遺跡 152 高部宮ノ前遺跡 153 青
馬大明神遺跡 154 野尻遺跡 155 余山貝塚 156 長塚遺跡・西⢖ 1号墳 157 佐野原遺跡 158 団子塚遺跡 159 岩井安町遺跡 160 ⢖野台遺跡 161 池尻遺跡・
桜井平遺跡 162 道木内遺跡 163 坊ノ場遺跡 164 柏熊遺跡 165 ᰗ台遺跡 166 神山谷遺跡・夏台遺跡・城山遺跡 167 ௰ノ台遺跡 168 多古台遺跡 169 東
ᓠ御ᖾ畑西遺跡・東ᓠ御ᖾ畑東遺跡 170 大谷遺跡 171 遠野台・長津遺跡 172 瓜台遺跡 173 宮崎上ノ台遺跡・東台遺跡 174 長倉㘫෬屋台遺跡 175 ஬十
石遺跡 176 深田台遺跡 177 御田台遺跡 178 浅間台遺跡 179 小川崎台遺跡 180 㬆戸東遺跡 181 境川 A遺跡 182 ᯈ附古墳群 183 道庭遺跡 184 山田水࿐
遺跡 185 相模台遺跡 186 清水遺跡・⛱台遺跡 187 ᙪ八山遺跡 188 諏訪原遺跡 189 国府台遺跡・下総国府跡 190 須和田遺跡 191 高ᚨ保遺跡 192 㬆神
山 B遺跡 193 倉沢遺跡 194 印内台遺跡 195 夏見大塚遺跡・夏見台遺跡 196 立場遺跡 197 台畑遺跡 198 東町遺跡 199 飯山‶遺跡 200 小中台遺跡 201
山⋤遺跡 202 戸張作遺跡・東寺山石神遺跡 203 高品城跡 204 東田遺跡 205 田向南遺跡 206 向ノ台遺跡 207 ▮作貝塚 208 猪鼻城跡 209 Ⲩ久遺跡 210
中野台遺跡 211 城の腰遺跡・西屋敷遺跡 212 神門遺跡 213 村田᭹部遺跡 214 菊間深道遺跡・菊間遺跡 215 㞼ノ境遺跡 216 草刈遺跡・草刈六之台遺跡・
草刈谷畑遺跡 217 川↝台遺跡 218 バクチ穴遺跡 219 川中遺跡 220 大厩浅間様古墳・大厩遺跡 221 潤井戸西山遺跡 222 下鈴野遺跡 223 市原城跡 224
能‶遺跡群 225 東ᐁ台遺跡 226 中潤ヶ広遺跡 227 小田部新地遺跡 228 小田部向原遺跡 229 能‶上小遺跡 230 唐崎台遺跡・千草山遺跡・東千草山遺跡・
山田橋表通遺跡 231 山田橋大山台遺跡 232 坊作遺跡 233 南向原遺跡・稲Ⲵ台遺跡 234 向原台遺跡 235 加ⱱ遺跡・台遺跡 236 根田代遺跡・御林跡遺跡
237 村上川堀遺跡 238 ᘘ஬里十三塚遺跡 239 長平台遺跡・中台遺跡 240 天神台遺跡・⺬谷遺跡 241 村上遺跡 242 㒆本遺跡 243 南祇園原遺跡 244 西
広貝塚 245 新Ẋ古墳群 246 山倉前畑遺跡 247 ྔ台遺跡・福増山ノ神遺跡 248 海士遺跡群 249 武士遺跡 250 㔩神遺跡 251 Წヶ谷遺跡 252 北᪫台遺跡
253 山台遺跡群 254 土宇遺跡 255 南岩崎多田良遺跡 256 南岩崎遺跡 257 西国吉遺跡 258 南総中学校遺跡・㞷解沢遺跡 259 江子田遺跡・南富士台遺跡
260 ␒後台遺跡 261 山新遺跡 262 ጜ崎東原遺跡 263 ጜ崎宮山遺跡 264 ᳝津Ⲕノ木遺跡 265 畑木小谷遺跡 266 毛尻遺跡・原遺跡・ጜ崎六Ꮮ⋤原遺跡
267 片ཪ木遺跡 268 八重門田遺跡・上大城遺跡 269 蔵波◓跡 270 根崎遺跡・寺ノ上遺跡 271 中六遺跡・⨾生遺跡群 272 西ノ谷下遺跡 273 金井崎遺跡
274 山⋤台遺跡・鼻Ḟ遺跡・清水沢遺跡 275 谷ノ台遺跡 276 清水沢遺跡 277 未園崎遺跡 278 境遺跡・境 1R.2 遺跡・根形台遺跡群 279 大塚台遺跡・関
畑遺跡 280 念௖塚遺跡 281 西原遺跡・上Ἠ遺跡・上之山古墳 282 小谷遺跡 283 ᐮ沢遺跡 284 東上Ἠ遺跡・文⬥遺跡・清水井遺跡 285 下向山遺跡 286
Ⲩ久遺跡 287 三⟠遺跡 288 ୹過遺跡 289 内屋敷遺跡 290 水深遺跡・高◁遺跡・松山遺跡・比久ᑽ塚遺跡・本郷一丁目遺跡 291 松面古墳・四ᐆ塚遺跡
292 Ⳣ生遺跡 293 高千✑古墳群 294 西ノ入 B遺跡・Ọ作遺跡・東谷遺跡・中郷谷遺跡 295 芝野遺跡 296 ᳺ古墳群 297 横田郷遺跡 298 ⁪ノ口向台遺跡
299 四␃作遺跡・中台 A・B遺跡・四␃作古墳群 300 尾畑台遺跡・二ཪ堀遺跡 301 三ッ田台遺跡 302 新開 1遺跡 303 久野遺跡 304 寺屋敷遺跡 305 西
ノ根谷遺跡 306 戸崎城山遺跡 307 岩出遺跡 308 青ᰗ向台遺跡 309 塚原古墳群・鹿島塚 A・B遺跡・ᗒ⏦塚 A・B遺跡・野↝ A遺跡 310 大山台遺跡・山అ
作遺跡 311 四房遺跡 312 大畑台遺跡 313 ࣐ミࣖク遺跡・ಥヶ谷遺跡 314 本名輪遺跡 315 ㋀ヶ作遺跡・三直貝塚 316 大井戸八木遺跡 317 金ヶ谷遺跡
318 糸川上ノ台遺跡 319 打越・神明山遺跡 320 前三舟台遺跡 321 外⟪輪遺跡 322 㒆条里遺跡・常代遺跡群・三直中郷遺跡 323 㒆遺跡 324 Ἠ遺跡 325
鹿島台遺跡 326 西郷遺跡 327 植ノ台遺跡 328 川島遺跡・大明神原遺跡 329 町田遺跡 330 岩ᆏ大台遺跡 331 東天⋤台遺跡 332 富士見台遺跡 333 横ᓠ
遺跡 334 ⴗノ作遺跡 335 四十前遺跡 336 国府関遺跡 337 岩川・今Ἠ遺跡 338 森・長楽寺遺跡 339 㬞根遺跡 340 横山遺跡 341 下ノ坊遺跡 342 田子台
遺跡 343 中原条里・根方上ノ芝条里遺跡 344 大坪遺跡 345 Ọ野台古墳 346 ᐆ⌔㝔遺跡 347 腰越遺跡 348 萱野遺跡 349 長須賀条里制遺跡 350 川合遺
跡 351 健田遺跡 352 東田遺跡 353 千田遺跡 354 観㡢㝔遺跡 355 若宮横手遺跡 356 小⁪ᾴ源寺遺跡
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4 田中小遺跡 5 㬨ノᕢ遺跡 9 東宮前遺跡 10 笹原遺跡 13 根木内台貝塚 15 苅込台遺跡・山田台遺跡 16 大井東山遺跡 20 ᖾ田原遺跡 26 ᭮谷❑遺跡
27 天神台遺跡 30 馬込遺跡 35 谷田木᭮地遺跡・木᭮地遺跡 36 武西近隣遺跡 38 㬆神山遺跡・白井谷ዟ遺跡 39 船尾白幡遺跡 40 向新田遺跡 44 間見
穴遺跡 46 白幡前遺跡 49 船尾町田遺跡 50 松崎Ⅰ・Ⅳ遺跡 51 上谷遺跡・栗谷遺跡 53 村上遺跡群 56 浅間内遺跡 57 川崎山遺跡 59 ༦ヶ前遺跡 60 六反
目遺跡 61 岩戸広台遺跡 62 向辺田遺跡・角田台遺跡 63 ᘨト込遺跡 65 ⴗ原長原遺跡 69 堀尻第 2遺跡 71 立田台第 2遺跡 73 平賀山ノ下 10 号墳 74 井
ノ崎台遺跡 76 ちぼろく遺跡 77 先崎西原遺跡 84 Ώ戸 B遺跡 86 間野台遺跡・飯重新畑遺跡・生谷 A遺跡 87 臼井台大名ᐟ遺跡 88 江原台遺跡・江原ᇣ
谷遺跡 91 生谷間野遺跡・生谷境堀遺跡 92 吉見台遺跡・臼井屋敷跡遺跡 95 大崎台遺跡・城次郎୸遺跡 97 太田長作遺跡 98 八木ⵦ田谷津遺跡 103 宮内
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井戸作遺跡 106 高岡大福寺遺跡・高岡大山遺跡 108 八木宇廣遺跡 109 鏑木諏訪尾余遺跡 112 岩名町前遺跡 115 上岩橋岩崎遺跡 117 台方下平Ⅰ遺跡・
船形手黒 1号墳 122 南羽鳥遺跡群 127 関戸遺跡・関戸◓跡 129 小Ⳣ法⳹塚遺跡 138 㬍崎天神台遺跡 139 館山遺跡 145 地々免遺跡 147 城山 3号墳
152 高部宮ノ前遺跡 156 西⢖ 1号墳 157 佐野原遺跡 158 団子塚遺跡 160 ⢖野台遺跡 187 ᙪ八山遺跡 196：立場遺跡 202 戸張作遺跡 214 菊間遺跡
216 草刈遺跡・草刈六之台遺跡 218 バクチ穴遺跡 223 市原城跡 225 東ᐁ台遺跡 230 唐崎台遺跡 232 坊作遺跡 233 南向原遺跡 234 向原台遺跡 236 根
田代遺跡・御林跡遺跡 242 㒆本遺跡 245 新Ẋ古墳群 249 武士遺跡 250 㔩神遺跡 256 南岩崎遺跡 258：南総中学校遺跡 264 ᳝津Ⲕノ木遺跡 268 八重門
田遺跡・上大城遺跡 271 ⨾生遺跡群 272 西ノ谷下遺跡 273 金井崎遺跡 281 上之山古墳 284 文⬥遺跡・清水井遺跡 288 ୹過遺跡 294：中郷谷遺跡 295
芝野遺跡 296 ᳺ古墳群 297 横田郷遺跡 298 ⁪ノ口向台遺跡 309：野↝ A遺跡 310 大山台遺跡 311 四房遺跡 314 本名輪遺跡 322 常代遺跡群 325 鹿島
台遺跡 328：川島遺跡 340 横山遺跡 342 田子台遺跡 343 中原条里・根方上ノ芝条里遺跡
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2 寺後遺跡 5 㬨ノᕢ遺跡 9 東宮前遺跡 12 原の山遺跡 18 中馬場遺跡 21 ⊇穴第 1・2遺跡 23 ᱝ方遺跡 24 捕込附遺跡 26 ᭮谷❑遺跡 27 天神台遺跡
35谷田木᭮地遺跡・木᭮地遺跡36武西近隣遺跡38㬆神山遺跡・白井谷ዟ遺跡40向新田遺跡43道地遺跡44間見穴遺跡45権現後遺跡46白幡前遺跡・
井戸向遺跡 51 ᙺ山東遺跡・上谷遺跡・栗谷遺跡・境堀遺跡 55 平沢遺跡 56 浅間内遺跡 57 川崎山遺跡・上ノ山遺跡 59 ༦ヶ前遺跡 65 ⴗ原長原遺跡
67 吉高大谷遺跡 68 吉高家老地遺跡 69 堀尻第 2遺跡 70 吉高浅間古墳 71 立田台第 2遺跡 72 一ノ台遺跡 77 先崎西原遺跡 78 小➉大原遺跡 79 西ノ
台遺跡 80 萱橋遺跡 83 臼井台手繰遺跡 84 石神Ⅱ遺跡 86 古屋敷遺跡・生谷 A遺跡 88 江原台遺跡・江原ᇣ谷遺跡 92 吉見台遺跡 94 小屋ノ内遺跡 95
大崎台遺跡・向原遺跡・城次郎୸遺跡 100 清水作遺跡 110 佐倉城跡 114 本佐倉北大堀遺跡 116 八代・外小代遺跡 118 大畑Ⅱ遺跡 119 㓇直遺跡 122 南
羽鳥遺跡群 129 小Ⳣ法⳹塚遺跡 134 ⊧作・東山 16 号墳 145 地々免遺跡 150 阿玉台北遺跡 152 高部宮ノ前遺跡 154 野尻遺跡 156 長塚遺跡 157：佐野
原遺跡 158 団子塚遺跡 166 神山谷遺跡 169 東ᓠ御ᖾ畑西遺跡 172 瓜台遺跡 183 道庭遺跡 186 清水遺跡・⛱台遺跡 188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　Ⅲ期に比べ、集落数の減少が顕著であり、新たに形成される集落は千葉県北東部に目立つが
大幅に減少し、北西部で極端に減少する。集落の分布は鹿島川－都川と新川周辺に集中する。
　上総も同様で、山田橋 2式古に新たに形成される集落はほぼない。集落が規模を縮小させな
がら前段階から継続し、山田橋 2式古の時期に遺構数のピークがある集落はない。
　安房も下総・上総と同様に集落数は減少し、根方上之芝条里跡で僅かに見られるのみである。
　下総における後期の全体的な消長の傾向を述べれば、短期型が多く、形成・廃絶を繰り返す
集落が多いことが特徴である。また、継続型の集落は印旛沼南西岸の内海から鹿島川、新川と
繋がる結節点に集中することも特徴である。
　上総における後期の集落は継続型の集落が一定数存在する一方で、短期型の集落が目立つ。
特に集落数が激増する久ヶ原 2式期～山田橋 1式期には集落の分布が拡大し、新たに形成され
る集落が多数現れ、その後継続せず山田橋 2式古期に減少に転じていくことが特徴である。
　双方に共通する消長の傾向としては、Ⅱ～Ⅲ期・久ヶ原 2式～山田橋 1式期にかけて拡大し
た集落がⅣ a期・山田橋 2式古期に減少に転じるという傾向がある。
第 2節　集落の立地と時期ごとの特徴
　ここでは房総半島における弥生中期後葉～弥生後期までの集落立地分類を示し、前節で検討
した各地域の消長の傾向と合わせ、時期ごとの各地域の特徴について述べる。
1　集落立地の分類
　房総半島における弥生中期後葉～弥生後期までの集落は、前節で検討した継続性の違いと立
地の違いから以下に分類できる。
・継続型（A類）
　A類は立地の違いから、幅の広い沖積低地に面する台地上に位置するもの（A1 類）、幅の狭い
小支谷に面するもの（A2 類）、内海に面するもの（A3 類）、低地に位置するもの（A4 類）に分類さ
れる。
・断続型（B類）
　B類は立地の違いから、幅の広い沖積低地に面する台地上に位置するもの（B1 類）、幅の狭い
小支谷に面するもの（B2 類）、内海に面するもの（B3 類）、低地に位置するもの（B4 類）に分類さ
れる。
・短期型（C類）
　C類は立地の違いから、幅の広い沖積地低地に面する台地上に位置するもの（C1 類）、幅の狭
い小支谷に面するもの（C2 類）、内海に面するもの（C3 類）、低地に位置するもの（C4 類）に分類
される。
　分類に従い時期毎に分布を示したものが、第 15 ～ 22 図である。
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2　弥生中期後葉集落の特徴（第 15 ～ 17 図）
　ここでは、房総半島における弥生中期後葉集落の立地・消長の特徴を提示する。
　1期における宮ノ台式の集落は、幅の広い沖積低地に面した台地上に位置する集落が大多数
を占める。2期になると、上総は引き続き幅の広い沖積低地に面した台地上に環濠集落を含ん
だ集落が多数展開し、一部では低地にも集落が展開している。宮ノ台式の生産様式に適した幅
の広い沖積低地に面した集落は下総や安房でも認めることができるが、上総とは異なる展開を
する。下総は都川流域周辺については比較的谷が広く、宮ノ台式の集落も多数展開しているが、
それを除くと小支谷が入り組んだ地形をしていることから、A2・B2 類の集落が多い。特に宮ノ
台式が分布する下総の中でも、北関東系土器群主体の集落は小支谷に面することが特徴であり、
宮ノ台式とは異なる立地を選択していたことが分かる。また、下総に特徴的な立地として、内
海に面する集落の存在を挙げることができる。また、下総においても低地から遺物は出土する
が、住居などは確認されず、遺物も極僅かで生活の痕跡は希薄である。また安房は沖積低地・
低地を指向する一方で、丘陵に囲まれた狭小な低地に祭祀遺構が形成されることも特徴である。
3期の ET Ⅲ期には集落は減少するが、基本的に様相は 2期と大きく変わらない。
　集落の消長については、下総は継続型の集落が 30％、短期型の集落が 70％を占め、継続型が
56％、短期型が 44％の上総と比較して短期型の集落が多数を占めることが下総の特徴である。
大崎台遺跡や城の腰遺跡など一部の集落を除けば、国府台遺跡・加村台遺跡・戸張作遺跡をは
じめとした環濠集落も短期型で、継続型の集落は限られている。
　集落の立地については、下総は幅の広い沖積低地（36％）・小支谷（37％）・内海（24％）・低地
（3％）という内訳なのに対し、上総は幅の広い沖積低地（77％）・小支谷（5％）・内海（0％）・低
地（18％）となり、内海の有無を考えても上総は圧倒的に沖積低地と低地を指向していることが
明らかである。下総は地理的な環境から沖積低地に面する割合より、小支谷に位置する集落が
上回り、内海に面する集落も他と比較的拮抗していることが分かる。また、都川・鹿島川間と
いう特定の河川に小規模な集落が集中している点も特徴的である。安房の様相は明確ではない
が、継続型 34％・短期型 66％、幅の広い沖積低地（44％）・低地（56％）と短期型が多数を占め、
沖積低地・低地を指向することが特徴的である。
3　弥生後期集落の特徴（第 18 ～ 22 図）
　ここでは、房総半島における弥生後期集落の立地・消長の特徴を提示する。
　Ⅰ a・b・久ヶ原 1式期における集落は、上総では宮ノ台式期に引き続き、幅の広い沖積低地
に面した台地上に位置する集落が大多数を占める。後期前葉は集落の減少が全国的な傾向とし
て指摘されているが、房総半島ではそれほど顕著ではない。下総も同様で、弥生後期には小支
谷に面する台地上に位置する集落が多数形成されている。Ⅱ～Ⅲ期・久ヶ原 2式～山田橋 1式
期は、房総半島全体としても集落の激増期にあたる。上総は引き続き幅の広い沖積低地に面し
た台地上に大規模な集落が多数展開し、一部では低地にも集落が展開するが、この時期に市原
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台地を中心として、小支谷に面した台地上にも集落が形成されるようになる。下総においても
印旛沼周辺を中心に、北東部や北西部にも集落が多数形成されるが、基本的に短期型の集落が
多数を占め、継続型の集落は印旛沼南西岸に偏っている。また、この時期、印旛沼南西岸では「臼
井南式」が成立し、上総との交流が密に行われていたことが分かる。Ⅳa期・山田橋2式古期には、
基本的な集落立地は前段階と変わらないが、集落数が減少していく。
　幅の広い沖積低地に面する集落は下総・上総ともに認めることができる。上総は河川に開析
された沖積低地の面積が下総に比べ広く、多くの集落が沖積低地に面した台地上に位置し、低
地・小支谷の割合がほぼ同程度である。一方、下総は都川流域周辺については比較的谷が広いが、
それを除くと小支谷が入り組んだ地形が多く、また内海が形成されていることから、C2・C3 類
の集落が多いことが特徴である。また、下総においても低地から遺物は稀に出土するが、住居
などは確認されず生活の痕跡はほぼない。
　集落の消長については、下総は継続型の集落が 18％、断続型が 11％、短期型の集落が 71％
を占める。一方で上総も継続型が 25％、断続型が 1％、短期型が 74％であり、集落の消長に関
しては、下総と上総に大きな差異はない。
　集落の立地については、下総は幅の広い沖積低地（13％）・小支谷（57％）・内海（30％）・低地（0％）
という内訳なのに対し、上総は幅の広い沖積低地（67％）・小支谷（22％）・内海（0％）・低地（11％）
となり、内海の有無を考えても上総は沖積低地への指向が強い。下総は地理的な環境から沖積
低地に面する割合より、小支谷に位置する集落が上回り、内海に面する集落もそれに拮抗して
いることが分かる。
　このように、房総半島内でも時期や地域により、集落の展開の仕方や、消長・立地の特徴があり、
それが時期により変動することも明らかになった。次章では、本章で検討した集落動態の特徴
がどのような背景により生じたのか、生産基盤や対外交流関係から検討を加えていく。
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時期 1期 3期 番号
タダメキ第2遺跡♦ 10
関戸遺跡・関戸砦跡♦ 13
猪鼻城跡● 47
星久喜遺跡● 48
大森第1・2遺跡● 50
辺田遺跡● 51
城の腰遺跡● 52
太田長作遺跡● 35
馬場№1遺跡● 38
相ノ谷遺跡● 40
駒形遺跡● 44
大崎台遺跡● 31
向原遺跡● 31
六崎貴舟台遺跡● 31
浜野川遺跡群● 57
国府台遺跡● 1
下総国府跡● 1
加村台遺跡● 3
南羽鳥谷津堀遺跡A地点♦ 10
押畑子の神城跡♦ 11
柏熊遺跡♦ 18
神山谷遺跡● 25
馬加城跡・武石遺跡● 27
道庭遺跡● 59
地蔵山遺跡・中野台遺跡● 49
八幡神社南遺跡● 58
織幡ササノ倉遺跡▲ 17
佐野原遺跡▲ 21
遠野台・長津遺跡♦ 24
房地遺跡● 28
八木山ノ田遺跡● 33
太田用替遺跡● 34
坂戸桧下遺跡● 36
戸崎館址● 41
郷野遺跡● 42
軽沢遺跡● 43
戸張作遺跡● 46
峠台遺跡● 55
城ノ台遺跡● 56
椎名神社遺跡● 56
栗谷遺跡● 6
臼井田小笹台遺跡● 7
台方下平Ⅰ遺跡● 8
船形手黒遺跡・1号墳♦ 8
台方下平Ⅱ遺跡♦ 9
臼井屋敷跡遺跡● 29
高岡大山遺跡● 30
六崎外出遺跡● 31
石川神宿遺跡● 31
菊間遺跡● 60
大厩遺跡・大厩浅間様古墳● 63
草刈遺跡● 64
潤井戸西山遺跡・草刈尾梨遺跡● 66
向原台遺跡● 70
台遺跡● 71
御林跡遺跡● 72
根田代遺跡● 73
A1類（継続型・幅の広い沖積低地に面する台地上）
B3類（短期型・内海に面する台地上）
下総
A1類（継続型・幅の広い沖積低地に面する台地上）
A2類（継続型・小支谷に面する台地上）
A3類（継続型・内海に面する台地上）
A4類（継続型・低地）
B1類（短期型・幅の広い沖積低地に面する台地上）
第3表　房総半島弥生中期後葉集落消長表
2期
上総・安房
B2類（短期型・小支谷に面する台地上）
なし
B4類（短期型・低地）
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天神台遺跡● 75
祇園原貝塚● 78
叶台遺跡● 79
姉崎東原遺跡● 82
蔵波砦跡・西ノ谷下遺跡● 85
山王台遺跡● 86
南岩崎遺跡● 87
南総中学校遺跡● 89
境№2遺跡● 93
根形台遺跡群● 94
根畑遺跡・能満寺裏遺跡● 100
中台B遺跡● 104
滝ノ口向台遺跡● 106
向神納里遺跡● 109
根岸小妻遺跡● 110
山王台遺跡● 111
鹿島塚A遺跡● 112
鹿島塚B遺跡● 114
大山台遺跡● 115
マミヤク遺跡・俵ヶ谷古墳群● 116
鹿島台遺跡● 119
前三舟台遺跡● 121
萱野遺跡● 132
中潤ヶ広遺跡● 67
東官台遺跡・小田部新地遺跡● 68
美生遺跡群● 84
小谷遺跡● 96
市原条理制遺跡● 69
国府関遺跡● 90
常代遺跡群● 118
群条里遺跡● 118
常代遺跡六反免地区● 118
恩田原遺跡● 130
長須賀条理制遺跡● 133
菊間深道遺跡● 61
菊間手永遺跡● 62
草刈六之台遺跡● 65
長平台遺跡● 74
郡本遺跡● 76
加茂遺跡D地点● 77
釜神遺跡● 81
椎津茶ノ木遺跡● 83
安久谷向ノ岱遺跡● 88
宮ノ台遺跡● 92
西原遺跡● 95
文脇遺跡● 97
荒久遺跡● 98
番後台遺跡● 99
鴨根遺跡● 101
中台A遺跡● 103
四留作遺跡● 105
尾畑台遺跡● 108
千束台遺跡● 113
西郷遺跡● 120
植ノ台遺跡● 122
大井戸八木遺跡● 123
畝山遺跡・福岡古墳● 124
糸川上ノ台遺跡● 125
根方上ノ芝条里跡● 129
宇戸台遺跡● 132
東田遺跡● 135
山田大宮遺跡● 80
高砂遺跡● 102
菅生遺跡● 107
三直中郷遺跡● 118
下ノ坊遺跡● 127
仮屋塚遺跡● 131
谷遺跡● 136
なし
A2類（継続型・小支谷に面する台地上）
A3類（継続型・内海に面する台地上）
A4類（継続型・低地）
B4類（短期型・低地）
B1類（短期型・幅の広い沖積低地に面する台地上）
なし
なし
B2類（短期型・小支谷に面する台地上）
B3類（短期型・内海に面する台地上）
●：宮ノ台式主体の集落　♦：南北混交の集落　▲：北関東系土器群主体の集落
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Ⅰa期 Ⅰb期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳa期
久ヶ原2式 山田橋式1式 山田橋式2式古
南羽鳥谷津堀遺跡A地点 122
地々免遺跡 145
高部宮ノ前遺跡 152
道庭遺跡 183
鴻ノ巣遺跡 5
谷田木曽地遺跡・木曽地遺跡 35
権現後遺跡 45
白幡前遺跡 46
平沢遺跡 55
浅間内遺跡 56
川崎山遺跡 57
卜ヶ前遺跡 59
荻原長原遺跡 65
吉見台遺跡 92
小屋ノ内遺跡 94
清水作遺跡 100
東峰御幸畑西遺跡 169
瓜台遺跡 172
戸張作遺跡 202
道地遺跡 43
間見穴遺跡 44
上谷遺跡 51
栗谷遺跡 51
境堀遺跡 51
一ノ台遺跡 72
先崎西原遺跡 77
生谷遺跡A地点 86
江原台遺跡 88
向原遺跡 95
大崎台遺跡 95
城次郎丸遺跡 95
南羽鳥タダメキ第2遺跡 122
南羽鳥中岫第1遺跡 122
関戸遺跡・関戸砦跡 127
鴇崎天神台遺跡 138
東宮前遺跡 9
天神台遺跡 27
馬込遺跡 30
白井谷奥遺跡 38
船尾白幡遺跡 39
村上遺跡群 53
向辺田遺跡 62
立田台第2遺跡 71
渡戸B地点 84
高岡大山遺跡 106
小菅法華塚遺跡 129
立場遺跡 196
井ノ崎台遺跡 74
飯重新畑遺跡 86
江原埜谷遺跡 88
台方下平Ⅰ遺跡 117
番号
下総
A1類（継続型・沖積低地に面する台地上）
A2類（継続型・小支谷に面する台地上）
A3類（継続型・内海に面する台地上）
A4類（継続型・低地）
なし
B1類（断続型・沖積低地に面する台地上）
B2類（断続型・小支谷に面する台地上）
久ヶ原式1式
B3類（断続型・内海に面する台地上）
➨ ⾲ࠉᡣ⥲༙ᓥᘺ⏕ᚋᮇ㞟ⴠᾘ㛗⾲
57
長稲葉遺跡 137
西栗1号墳 156
粟野台遺跡 160
池尻遺跡 161
国府台遺跡 189
下総国府跡 189
倉沢遺跡 193
田向南遺跡 205
向ノ台遺跡 206
矢作貝塚 207
猪鼻城跡 208
中野台遺跡 210
城の腰遺跡 211
寺後遺跡 2
田中小遺跡 4
呼塚遺跡 6
笹原遺跡 10
中芝遺跡 11
原の山遺跡 12
根木内台貝塚 13
山田台遺跡 15
苅込台遺跡 15
中馬場遺跡 18
幸田原遺跡 20
桝方遺跡 23
捕込附遺跡 24
向台Ⅱ遺跡 25
天王前遺跡 31
宮内遺跡 32
復山谷遺跡 33
武西近隣遺跡 36
鳴神山遺跡 38
向新田遺跡 40
井戸向遺跡 46
松崎Ⅰ遺跡 50
松崎Ⅳ遺跡 50
上ノ山遺跡 57
六反目遺跡 60
角田台遺跡 62
弐ト込遺跡 63
吉高大谷遺跡 67
堀尻第2遺跡 69
ちぼろく遺跡 76
西ノ台遺跡 79
萱橋遺跡 80
飯合作遺跡 81
石神第Ⅰ地点 84
石神第Ⅱ地点 84
曲輪ノ内遺跡 89
生谷間野遺跡 91
生谷境堀遺跡 91
鶴口遺跡 93
高崎新山遺跡 97
太田長作遺跡 97
八木蒲田谷津遺跡 98
宮内井戸作遺跡 103
軽沢遺跡 105
高岡大福寺遺跡 106
八木宇廣遺跡 108
鏑木諏訪尾余遺跡 109
B4類（断続型・低地）
なし
C1類（短期型・沖積低地に面する台地上）
C2類（短期型・小支谷に面する台地上）
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本佐倉北大堀遺跡 114
八代・外小代遺跡 116
長田和田遺跡 130
長山遺跡 132
猫作・栗山16号墳 134
椎ノ木遺跡 135
館山遺跡 139
多々羅堂遺跡 140
長部山遺跡 143
織幡ササノ倉遺跡 144
阿玉台北遺跡 150
佐野原遺跡 157
団子塚遺跡 158
柳台遺跡 165
神山谷遺跡 166
遠野台・長津遺跡 171
長倉鍛冶屋台遺跡 174
清水遺跡 186
稔台遺跡 186
彦八山遺跡 187
諏訪原遺跡 188
鳴神山B遺跡 192
夏見大塚遺跡 195
夏見台遺跡 195
台畑遺跡 197
東寺山石神遺跡 202
高品城跡 203
東田遺跡 204
バクチ穴遺跡 218
大井東山遺跡 16
狸穴第1・2遺跡 21
曽谷窪遺跡 26
逆水遺跡 48
船尾町田遺跡 49
向境遺跡 51
役山東遺跡 51
おおびた遺跡 51
阿蘇中学校東側遺跡 52
岩戸広台遺跡 61
吉高家老地遺跡 68
吉高浅間古墳 70
平賀山ノ下10号墳 73
山田諏訪遺跡 74
鎌苅遺跡 75
小竹大原遺跡 78
臼井台手繰遺跡 83
生谷遺跡B地点 86
間野台遺跡 86
古屋敷遺跡 86
臼井台大名宿遺跡 87
臼井屋敷跡遺跡 92
六崎貴舟台遺跡 95
城番塚遺跡 96
石川阿ら地遺跡 96
佐倉城跡 110
岩名町前遺跡 112
上岩橋岩崎遺跡 115
船形手黒1号墳 117
大畑Ⅱ遺跡 118
酒直遺跡 119
あじき台遺跡 121
大台遺跡 121
城山3号墳 147
野尻遺跡 154
C3類（短期型・内海に面する台地上）
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長塚遺跡群 156
草刈遺跡 216
草刈六之台遺跡 216
向原台遺跡 234
台遺跡 235
根田代遺跡 236
御林跡遺跡 236
天神台遺跡 240
郡本遺跡 242
釜神遺跡 250
土宇遺跡 254
金井崎遺跡 273
境№2遺跡 278
境遺跡 278
根形台遺跡群 278
文脇遺跡 284
下向山遺跡 285
滝ノ口向台遺跡 298
鹿島塚A遺跡 309
庚申塚A遺跡 309
庚申塚B遺跡 309
野焼A遺跡 309
大山台遺跡 310
打越遺跡 319
鹿島台遺跡 325
横山遺跡 340
山田橋表通遺跡 230
唐崎台遺跡 230
山田橋大山台遺跡 231
坊作遺跡 232
武士遺跡 249
美生遺跡群 271
東谷遺跡 294
中郷谷遺跡 294
川島遺跡 328
南岩崎遺跡 256
椎津茶ノ木遺跡 264
西ノ谷下遺跡 272
山王台遺跡 274
鹿島塚B遺跡 309
前三舟台遺跡 320
田子台遺跡 342
根方上ノ芝条里跡 343
菊間遺跡 214
川焼台遺跡 217
大厩浅間様古墳 220
大厩遺跡 220
市原城跡 223
中潤ヶ広遺跡 226
稲荷台遺跡 233
南向原遺跡 233
B2類（断続型・小支谷に面する台地上）
なし
B4類（断続型・低地）
C1類（短期型・沖積低地に面する台地上）
A4類（継続型・低地）
B1類（断続型・沖積低地に面する台地上）
A2類（継続型・小支谷に面する台地上）
A1類（継続型・沖積低地に面する台地上）
C4類（短期型・低地）
なし
上総・安房
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加茂遺跡 235
中台遺跡 239
長平台遺跡 239
蛇谷遺跡 240
西広貝塚 244
新殿古墳群 245
山倉前畑遺跡 246
叶台遺跡 247
福増山ノ神遺跡 247
海土遺跡群 248
棒ヶ谷遺跡 251
西国吉遺跡 257
南総中学校遺跡 258
南富士台遺跡 259
番後台遺跡 260
姉崎東原遺跡 262
姉崎宮山遺跡 263
畑木小谷遺跡 265
鼻欠遺跡 274
谷ノ台遺跡 275
清水沢遺跡 276
関畑遺跡 279
上之山古墳 281
上泉遺跡 281
清水井遺跡 284
東上泉遺跡 284
荒久遺跡 286
内屋敷遺跡 289
高千穂古墳群 293
椿古墳群 296
中台A遺跡 299
四留作遺跡 299
中台B遺跡 299
二又堀遺跡 300
尾畑台遺跡 300
西ノ根谷遺跡 305
戸崎城山遺跡 306
山伏作遺跡 310
マミヤク遺跡 313
俵ヶ谷遺跡 313
本名輪遺跡 314
糸川上ノ台遺跡 318
神明山遺跡 319
岩坂大台遺跡 330
東天王台遺跡 331
富士見台遺跡 332
萩ノ作遺跡 334
鴨根遺跡 339
大坪遺跡 344
永野台古墳 345
萱野遺跡 348
川中遺跡 219
下鈴野遺跡 222
能満遺跡群 224
東官台遺跡 225
小田部新地遺跡 227
小田部向原遺跡 228
千草山遺跡 230
東千草山遺跡 230
南祇園原遺跡 243
原遺跡 266
姉崎六孫王原遺跡 266
毛尻遺跡 266
上大城遺跡 268
C2類（短期型・小支谷に面する台地上）
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八重門田遺跡 268
根崎遺跡 270
寺ノ上遺跡 270
小谷遺跡 282
寒沢遺跡 283
永作遺跡 294
西ノ入B遺跡 294
新開1遺跡 302
村上川堀遺跡 237
丹過遺跡 288
高砂遺跡 290
本郷1丁目遺跡 290
水深遺跡 290
芝野遺跡 295
横田郷遺跡 297
四房遺跡 311
植ノ台遺跡 327
大明神原遺跡 328
中原条里跡 343
健田遺跡 351
C4類（短期型・低地）
62
第 3章　生産基盤からの検討
　前章で房総半島における集落動態を土器編年案に基づき検討した結果、房総半島内では集落
の継続期間や立地に地域色があることが判明した。そのような差異が現れる背景を本章では考
察する。具体的には集落動態を大きく左右すると考えられる生産基盤からの考察を行う。
　弥生文化期は農耕が開始され、農耕が生業の中心となる時期とされる。特に弥生文化期の主
な生業として考えられている灌漑水田稲作の経営はその性格上、地理的な環境に大きく影響を
受ける。房総半島内は大きく下総・上総・安房と地理的環境が異なる地域が隣接しているが、
地理的環境が異なる地域どうしを比較することで、房総半島における農耕の受容差や地域によ
る特質を抽出することを目的とする。
　房総半島では、水田跡や畠跡の検出例に乏しいことから、主に集落の継続期間や立地といっ
た観点から生業形態を検討する。また、遺構から検出される動植物遺存体や、近年活発に行わ
れているレプリカ法の成果を援用し、房総半島における具体的な生業形態を検討する。
第 1節　下総－小支谷と内海を有する地域－
1　弥生中期後葉の検討（第 23 図）
　下総という地域は既に述べたように、広大な内海が形成され、また小支谷が樹枝状に入り組
む地域であった。そのような地域の弥生中期後葉集落の消長・立地傾向の背景について、地理
的環境から検討を行う。
　下総という地域、特に印旛沼周辺は、田中によれば現在よりも水位の変動が激しく、頻繁に
湿地が水没することから農耕に適するとは限らない環境であったことが指摘されている（田中
2005）。また、広大な沖積低地が広がり、灌漑水田に利用できる低地が十分に確保できる上総と
比較すると、小支谷が入り組み、可耕地は相対的に狭い。前章での上総の集落立地の分析から、
宮ノ台式期の集落は圧倒的に幅の広い沖積低地を指向する傾向が明らかであり、沖積低地に対
する積極的な水田開発が行われ、大規模な労働の集約が環濠集落への集住の契機と考えられて
いる（大村 2010a）。下総における宮ノ台式期の環濠集落は、千葉市戸張作遺跡や馬加城跡・武石
遺跡、流山市加村台遺跡の様相に見るように、ごく一時期に集落が形成され、その後廃絶され
る様相が明確である。下総では大村が指摘したような（大村 2010a）宮ノ台式の生産様式が、幅
の狭い小支谷や頻繁に水没する湿地を有する地理的環境であった下総では根付きにくかったこ
とが、下総において継続型の集落が形成されにくく、短期型の集落が多数を占める要因と考え
たい。都川周辺は継続型の城の腰遺跡をはじめとした集落が密集し、灌漑水田という生産基盤
を背景に集落が展開し、上総と同様の状況であった可能性がある（22）。根木名川周辺の南北混交
の集落は、印旛沼周辺でも比較的谷が広い地域に位置し、継続型の集落も形成されていること
から、灌漑水田が定着していた可能性がある。北関東系土器群主体の集落は小支谷のዟ部に位
置するものが大半である。宮ノ台式の分布圏内に位置する池花南遺跡や西御門Ⲩ生遺跡などで
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も北関東系土器群の集落は存在するが、小支谷のዟ部に位置し、幅の広い沖積低地を指向しな
い生産様式を取っていたと考えたい。
　集落の消長や立地・環境の分析から、下総は一部を除き灌漑水田や宮ノ台式の生産様式に適
さない地域であった結果、短期型の集落が多いという考察を行った。そのような下総という地
域の中で、房総半島最大の規模となり、環濠集落の中央部に大規模な方形周溝墓が築かれ、あ
る種の有力者が存在していたと考えられる大崎台遺跡や、都川－鹿島川間という特定の河川間
の小支谷沿いに面する台地上に、継続型も含めた小規模集落が集中し続ける、という現象の背
景には継続的に集落が形成される要素を見出さなくてはならない。大崎台遺跡は内海に面した
台地上に位置する環濠集落で、現状では房総半島最大規模であり、宮ノ台式期の竪穴住居数
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は総数 153 軒を数える。そのような大規模集落を維持するには、それに見合った生産基盤が
必要となる。しかし、上述したように印旛沼は現在よりも水位の変動が激しかったことや（田
中 2005）、近世においても排水不良により灌漑水田を営むには不向きであったという指摘（千葉
1992）があり、人口を支えるだけの大規模な灌漑水田が形成されていたとは考えられず、その他
の要因を考えなくてはならない。大崎台遺跡が位置するのは、内海から鹿島川 -都川を結ぶ結
節点に位置することや、詳細は後述するが外部からの輸入品である翡翠製品、榎田型磨製石斧、
鉄製品、他地域の土器の影響が顕著に認められる点から、大規模化の背景としては、内海に面
するという地理的な環境に起因する、物流の結節点としてのあり方を考える。都川－鹿島川間
の小規模集落の集中についても東京湾－大崎台遺跡－内海を繋ぐルート上に位置することから、
物流に関わる集落の可能性が高い。
　このように下総における弥生中期後葉集落は、灌漑水田・宮ノ台式の生産様式が定着しなかっ
た集落の存在や、内海を利用した物流に関わる集落の存在という特質を導き出すことができた。
そのような状況は続く後期になると、やや変化を見せる。消長に関してそれ程極端な変化はな
いが、立地の傾向として、中期後葉は 37％であった小支谷に面する集落の割合が、57％に増加
することが特徴である。
2　弥生後期の検討（第 23 図）
　中期後葉から後期への集落の消長・立地の変化を述べたが、その変化の背景について生産基
盤から考察する。下総は短期型の集落が多く、形成・廃絶が繰り返される様子が、集落の消長・
立地の検討から明らかである。下総は小支谷が入り組む地形をしており、小支谷に面する台地
上に位置する集落が水田稲作を行おうとした場合、谷水田を利用することとなる。しかし、浜
田の考察（浜田 2011）によれば、谷水田で安定的な収穫を得ることは難しく、台地上を利用した
畠作の可能性が指摘されている。また、近世においても下総では排水不良により稲の収穫量が
少なかったことも指摘されている（千葉 1992）。下総では谷水田を行うために必要な溜池の検出
例がないこと、過去の植物遺存体の集成（城田編 2002）や近年のレプリカ法の結果によれば、下
総の後期集落から検出される植物遺存体・種子圧痕はイネが多いこと（轟 2016）、集落の消長を
検討した結果、下総の集落は短期型が大多数を占め、集落の移動が認められることを踏まえれば、
下総における主な生業は台地上を利用した陸稲栽培の可能性が高いと考える。畠作に伴う土地
移動の可能性は山田昌久により指摘され（山田 2000）、下総における古墳文化期の集落でも時期
により台地上を移動する集落のあり方が指摘されている（村山 1986）。上総においても中期後葉
に比べ、小支谷に面した台地上に位置する集落が増加する。特にその立地は市原市域で顕著で
あり、上総全体でも短期廃絶型が後期に顕著になる。このような点から下総と同様、畠作を行
う集落が増加した可能性があるが、下総と比較すれば、沖積低地や低地を指向する傾向は引き
続き強い。中期後葉の下総は灌漑水田が根付きにくかった結果、短期型の集落が多いと考察した。
後期には生産基盤が台地上へ変化した結果、陸稲栽培を中心とした畠作を行い、移動を繰り返
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す集落が形成されていたと考える。
第 2節　上総－幅広い沖積低地を有する地域－
1　弥生中期後葉の検討（第 24 図）
　上総という地域は村田川・養老川・小櫃川・小糸川という河川に開析された広い沖積低地を
有しており、下総・安房の地理的環境とは大きく異なっている。弥生中期後葉の集落立地の傾
向も、幅の広い沖積低地に面する台地上・低地に位置する集落が全体の 95％を占めており、沖
積低地を生産基盤とした灌漑水田を積極的に利用していたと考えられる。全体的な傾向を述べ
れば、環濠集落が多数形成され、大規模な労働の集約を行い、沖積低地を積極的に開発したも
のと考えられるが、上総の中でも流域により若干の相異がある。現在の市原市域～袖ヶ浦市域
は沖積低地に面した台地の縁辺部に環濠集落・集落が形成され、灌漑水田を経営していたと考
えられる。しかし、現在の木更津市以南では、台地上に環濠集落・集落を形成する場合もある
が、低地での生活痕跡が目立つことも特徴である。Ⳣ生遺跡では、竪穴住居などの生活遺構も
確認され、井尻遺跡・常代遺跡では方形周溝墓も確認され、低地も積極的に利用していたこと
が分かる（第 25 図 1・2）。集落の消長の傾向も、環濠集落に関しては例外なく継続型の集落であ
る。全体的にみても継続型の集落が 56％であり、沖積低地を生産基盤に安定的な集落経営を行っ
ていたものと考えられる。
2　弥生後期の検討（第 24 図）
　中期後葉から一転して後期になると、上総は集落の消長・立地の傾向に大きな変化が見られる。
継続型の集落が 56％を占めていた中期後葉に比べ、25％に減少し、44％であった短期型が 74％
と多数を占めるようになる。また、集落の立地も沖積低地を指向する傾向は変わらないが、中
期後葉に比べ小支谷に位置する集落が 5％から 22％に増加することが特徴的である。そのよう
な変化の背景について検討する。
　弥生中期後葉までは圧倒的に沖積低地を指向していた上総であるが、弥生後期になると小支
谷に面した台地上に位置する集落も増加し、短期型の集落が増加する傾向にある。上総の中で
も流域毎に集落の様相は異なっており、特に市原台地では小支谷に面する台地上を指向する傾
向が強く、大村の指摘のように台地上全体に広がる傾向がある（大村 2010a）。また、武士遺跡の
ように遺構の重複例がない遺跡も存在し、頻繁に移動する集落の存在も想定でき、大村の指摘
のように畠作の可能性を考慮すべきである。これまでのレプリカ法の成果や、植物遺存体の集
成によればイネの検出率が多く、陸稲栽培を中心に行っていた可能性が高い。
　袖ヶ浦～富津市域にかけての東京湾沿岸は短期型の集落も多いが、中期後葉と同様に沖積低
地もしくは低地を指向する傾向が強い。高◁遺跡では低地部に進出し、東海地方に出自が求め
られる平地式住居を築造し（第 25 図 3）、Ⳣ生遺跡や芝野遺跡では広範囲に広がる水田跡が検出
され、灌漑水田を生産基盤としていた地域と考えられ、上総内でもその様相は一様ではない（第
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26 図）。
第 3節　安房－丘陵地帯を有し、太平洋に面する地域－
1　弥生中期後葉の検討
　安房は、平久里川流域のように沖積低地が発達する地形もある一方で、周囲を丘陵に囲まれ
た狭い低地を有するという地理的な特質がある。沖積低地が発達した平久里川流域や加ⱱ川流
域では低地を指向する集落も形成される。長須賀条里制遺跡では堰が検出され、灌漑水田を指
向した集落であったと考えられる（第 27 図 3）。その一方で、周囲を丘陵地帯に囲まれ狭小な低
地を有する地域では、明瞭な生活域は検出されていない。恩田原遺跡や下ノ坊遺跡では祭祀遺
構が検出されており、一般的な集落域とは異なった様相を呈している（第 27 図 1・2）。
1 Ⳣ生遺跡 2 井尻遺跡
3 高◁遺跡円形周溝状遺構 (S 1200)
➨  ᅗࠉୖ⥲ࡢపᆅ㑇㊧
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芝野遺跡
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2　弥生後期の検討
　安房は中期後葉と同様、沖積低地や低地を指向する集落が多く、その実例は長須賀条里制遺
跡や萱野遺跡で確認され、水田稲作を行っていた可能性が高い。富津市の城山洞穴や明鐘崎洞
穴では弥生文化期の資料が出土しているが、安房の海蝕洞穴は基本的に弥生文化期の遺物はほ
ぼ出土していない。対岸の三浦半島では海蝕洞穴を利用した漁労が盛んに行われているが、そ
れとは対照的である。しかし、外房に位置するこうもり穴洞穴では、弥生後期の遺物がアワビ
類を主体とする貝層から検出されている（千葉大学文学部考古学研究ᐊ編 2003）。アワビ類以外の貝
類は少ないと報告されており、アワビ類を選択的に捕獲していた可能性がある。三浦半島でも
➨  ᅗࠉᏳᡣ࡟࠾ࡅࡿ⚍♭㑇ᵓ࣭ሖ㊧
1:恩田原遺跡 SX-1（S 1200）
2 下ノ坊遺跡土器配列遺構（S 160）
3:長須賀条里制遺跡土堰跡（S 1100）
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アワビ類を選択的に捕獲していたことが指摘されており（中村 2008）、安房でも三浦半島と共通
する漁労が行われていた可能性が指摘できる。また、萱野遺跡からは三浦半島に特徴的な有頭
石錘も出土しており、三浦半島との漁労の共通性が指摘できる。
第 4節　植物・動物遺存体からの検討
　前節までは、生産基盤及び地理的環境から各地域の特質を検討した。房総半島においては生
業に直接的に迫る弥生文化期の水田遺構や畠作の痕跡は発掘調査によって検出された例が極僅
かであり、直接的に生業に迫れる資料が限られている。そこで本節では、検出された動植物遺
存体から、当時の生業について検討する。
1　下総
　下総での炭化種子の検出例は少ないが、弥生中期後葉の例としては、千葉市城の腰遺跡で壺
内からクリが検出されている。その他の炭化種実の検出例は少ないが、近年八千代市域を中心
にレプリカ法による検討が行われた。その結果、栗谷遺跡の宮ノ台式期の土器からイネの圧痕
が検出された。弥生中期後葉における種子圧痕は現状の資料数に制約があるが、その中ではイ
ネの検出例が多数を占め、イネの利用が中心であったと考えられる（轟 2016）。雑穀類以外の動
物遺存体のデータは現状では確認されておらず、動物資源・水産資源の利用は低調であったと
考えられる。弥生後期の植物遺存体のデータも少ない。東ᓠ御ᖾ畑西遺跡 15 号住居、野尻遺跡
11・37 号住居址の覆土・床直からはイネの炭化種実が検出されている（城田編 2002）。また、レ
プリカ法の成果を参照すれば、栗谷遺跡の弥生後期の土器からイネの圧痕が検出されている（轟
2016）。アワ・キビの検出も少数確認されるが、イネの比率が高い。集落立地の検討から、弥生
後期の下総は台地上を生産基盤としていた可能性が高いことを指摘したが、植物遺存体のデー
タを踏まえれば、下総における生業は陸稲栽培を中心としていた可能性が高い。穀物類以外の
データは現状では少なく、市川市高ᚨ保遺跡で住居内からハ࣐グリ・シオフキが検出されてい
るのみであり、現状では動物資源・水産資源の利用は低調だったと考えられる。
2　上総
　前節で弥生中期後葉の上総は沖積低地や低地を指向する傾向が強く、灌漑水田を経営してい
た可能性が高いことを指摘したが、そのような上総の生業形態は炭化種子のデータからも裏付
けることができる。市原条理制遺跡では溝状遺構の SD008 から塊状のイネ、常代遺跡の溝状遺
構 SD-220、方形周溝墓 SZ-119 からはイネが検出されている。草刈遺跡の住居 M445 からもイ
ネ、⁪ノ口向台遺跡では住居跡の炉や壺内からイネが検出され、現状で検出されている雑穀類
としてはイネの比率が圧倒的多数を占める（城田編 2002）。このようなイネが多数を占めるとい
う植物遺存体の検出結果からも、弥生中期後葉の上総における生業は集落立地の検討から指摘
されたように、灌漑水田の経営が行われていたものと考えられる。また、縄文文化期に盛んで
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あった水産資源や動物資源の利用は弥生中期後葉に関しては現状では低調と言わざるを得ない。
また、弥生後期の植物遺存体のデータを参照すると、本名輪遺跡 7号住居址、境遺跡 50・57・
59・61・76・78・82 号住居址、⁪ノ口向台遺跡 008・018・030・034・036 の住居跡の覆土や炉、
床面↝土跡からイネが検出されている（城田編 2002）。このような炭化種実のデータからは弥生
中期後葉と同様に、イネが多数を占めることが特徴的である。しかし、現在の市原市域ではや
や異なる様相を示す。草刈遺跡の炭化種実のデータを参照すると、K004・K149・K190・K349・
K401・K438・K532、L123・198・314・316、M009・015・140・204・321・348・440・468・490・
504・537・587・651・700・717 など多くの住居跡からイネが検出されているが、イネだけでは
なくオオムギ・コムギ・キビなどの穀類が一定量出土している（城田編 2002）。上述したように
市原市域では台地上を生産基盤として利用していた可能性が高いことを指摘したが、このよう
な雑穀類の検出は生産基盤が台地上にあった可能性が高いことを示す。雑穀類以外の動物遺存
体のデータとしては、市原市域を中心とした沿岸部の遺跡で、イボキࢧゴ・ハ࣐グリを主体と
した貝層が住居内から検出される例がある（第 28 図）。住居内貝層の検出は市原台地を中心とし
た地域に集中し、縄文文化期と比較すると減少するものの、市原台地では他地域と比較して水
産資源が積極的に利用されていた可能性が高い。
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第 4章　地域による対外交流の違い
　前章では生産基盤から房総半島における弥生文化期の生業形態について、その地域的な特質
を検討した。その結果、下総・上総・安房では農耕の受容や展開に違いがあり、生業形態に地
域色があることが指摘された。本章では、房総半島における交流関係の検討を行い、各地域の
特質を抽出することを目的とする。具体的には、竪穴住居や墓制といった遺構に見られる外来
系の要素や、外来の影響が見られる土器、外来系の土器、大陸系磨製石器や産地が限定される
翡翠製品といった石製品、輸入品であるガラス製品や鉄製品といった遺物を取り上げる。
　そのような遺物を取り上げることで、地域ごとに異なる対外交流関係が存在していたことを
指摘し、生業形態の検討からは見えない弥生文化期の特質を検討する。
第 1節　下総－物流への関わり－
　第 3章で検討したように、下総は弥生中期後葉から後期を通して、物流に関わる集落の存在
が指摘された。ここでは、下総において流通したものが何であるのか、また、どの地域との交
流の中で行われていたのかを検討する。
1　弥生中期後葉における石器・石製品・鉄製品の流通（第 29 図）
　房総半島は石材に乏しい地域であり、伐採・木材加工のための石斧類がほぼ製作されておら
ず、他地域への依存が大きい地域である。弥生中期後葉において房総半島に流通している磨製
石斧の製作地として確実なものとして、長野盆地で製作された榎田型磨製石斧（第 29 図 6・7・
17・18、柴田 2011・2013、馬場 2001a・b）、୹沢山地産の磨製石斧を挙げることができる。その他に
も主に勾玉や管玉に加工されて流通する翡翠製品も（第 29 図 19・20）、関東地方に流通するもの
は北陸地方で生産されていたことが判明している。これらの翡翠製品については中部高地を経
由した可能性が指摘されている（会下 2002）。ET Ⅱ b 期新～Ⅲ期（小倉 1996）にかけては大陸系磨
製石器に加えて鉄斧などの鉄製品の出土が南関東地方でも認められるようになる。それらの鉄
製品（第 29 図 15・16）も、在地での生産は考えられず、外部からの輸入に頼るしかない。鉄製品
の分布は日本海から中部高地にかけての分布が多く（杉山和 2014）、鉄製品や上述した大陸系磨
製石器・翡翠製品は中部高地方面からの流通により入手していたと考えられる。
　上述したように、房総半島では石斧などの生活必需品も流通に依存する割合が高く、鉄斧な
どの鉄製品は当然外部に依存するしかないため、生活必需品を入手するための物流ルートは存
在していたと考えられる。そのような物流に伴い、その中間地点に位置している北島式や「前
中西式」などの関東地方北西部の土器の影響（第 29 図 1 ～ 5、8 ～ 11、轟 2014b）や、北関東系土
器群（第 29 図 12・13）が下総に現れるものと考える（小林 2014a）。関東地方北西部の土器の具体
的な特徴としては、壺形土器の口縁部が複合口縁になり、その下端に刻みを施すという点、縄
文帯を区画する際の円形刺突などである。北関東系土器群は胴部に附加条縄文・撚糸文が施さ
73
れることを特徴とする。また、栃木県域の土器が房総半島においても出土する例があるが、栃
木県域の土器は、附加条ではなく無節縄文を不規則に施すことが特徴的である。ET Ⅱ a 期古～
Ⅲ期を通して両地域の影響は房総半島において認められるが、特に ET Ⅱ b 期新～Ⅲ期にかけて、
栃木県域の土器を含めた北関東系土器群の出土が根形台遺跡群 SI024・SZ001、清水谷遺跡弥生
時代住居址、千᮰台遺跡 144 号住（稲葉 1998）、小谷遺跡 11 号住居跡といった上総の集落でも出
土するようになる。そのような背景としては、中部高地を経由して茨城に入り、内海を通り鹿
島川・都川を抜けて上総に入るルートが活発化したものと考えられ、内海に面する台地上にこ
の時期形成される台方下平Ⅰ・Ⅱ遺跡も流通に関わる集落と考えたい。茨城県南部における小
貝川流域の屋代 B遺跡や長ᓠ遺跡のような内海に面した集落や、鬼怒川流域の尾崎前山遺跡の
ような宮ノ台式が出土する集落も、中部高地を経由する物資のルート上に位置すると考える。
　近年、大村は特に弥生後期～終末期の土器の移動と移住について述べる中で、土器の移動と
物流は別個に捉えるべきであり、土器の移動は人の移住を証明するものであると主張し、土器
の移動や土器の地域色を交易と重ね合わせる方法に対して疑問を呈した（大村 2015）。確かに土
器の移動と交易を同一視するならば、その前提である交易に伴い土器が移動する理由を説明し
なくてはならない。しかし、住居などの遺構・墓制を見る限り中部高地・関東地方北西部・北
関東などから人が移住した、という痕跡はほぼ見られない（23）。移住が認められない中で、中部
高地・関東地方北西部・北関東の土器の影響や、そのものの出土が認められる原因としては、
北関東方面から流通する石器・石製品・鉄製品の流通に伴うものと考えたい。
2　弥生後期における石製品・ガラス製品・青銅製品・鉄製品の流通（第 30 図）
　第 2章で検討したように下総における継続型の集落は、特定⟠所に集中する傾向にある。特
に印旛沼から新川に合流する地点、また、印旛沼南岸の鹿島川近辺に集中している。そのよう
な場所に位置する大崎台遺跡や道地遺跡・栗谷遺跡などからは外部からの輸入品である管玉・
青銅製品・鉄製品が出土し（第 30 図 2・3・4・9）、東京湾沿岸と内海を繋ぐ都川流域もそのよう
な遺物の出土が多い（第 30 図 5）。久ヶ原 2式期以降には、上総においても外部から流入する遺
物の出土が目立ち、特に副葬品として扱われる。このような点を踏まえ、下総の集落は一部に、
外部から入手可能な物資の流通の結節点としてのᙺ割を果たしていた集落が存在していたこと
を想定したい。房総半島において出土が認められる管玉や勾玉に関しては北陸での生産が想定
され（大賀 2001・2002）、帯状円環銅釧に関しては中部高地での生産が想定されている（吉田 2000、
野澤 2002）。また、ガラス玉や鉄製品に関しては日本海側・中部高地にも分布を示し、（斎藤 2012、
杉山和 2014）、日本海側から中部高地を経由して流通する物資の存在がある。中期後葉と同様に、
これらの物資は下総の内海を通り上総へと繋がる流通ルートを介したものと考えられ、そのよ
うな物流に関わる集落・結節点としての集落も下総には存在したと考える。また、吉高大谷遺跡・
高崎新山遺跡のように、一般的に副葬品として用いられるガラス玉などの出土が下総において
竪穴住居から認められることも（第 30 図 6・8）、田中裕が指摘した水上交通指向の集落の存在（田
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中 2005）を示唆するものと考えたい。
　そのような物流に関わる集落があったからこそ、下総においては他地域の土器の影響や「臼
井南式」を代表とする土器の変容・折衷という現象が顕著であり、上総の市原市草刈遺跡、中
台遺跡、袖ヶ浦市根崎遺跡、富津市川島遺跡、館山市萱野遺跡などで「臼井南式」が出土する
理由であると考える。
　「臼井南式」の成立は上総からの移住の結果という可能性もある。特に折衷が顕著になるⅢ期
以降、上総は集落の激増期にあたり、小橋健司が指摘するように（小橋 2014）可耕地を求めた下
総への移住も考えられる。実際に八千代市平沢遺跡や権現後遺跡などでは南関東系土器群で占
められる住居も存在し、ある程度上総からの移住があったことが指摘できる。一方で、「臼井南式」
が成立するⅡ期・久ヶ原 2式以降に上総へのガラス玉や青銅製品の出土が顕著になることから、
活発な交流の結果、生まれたという可能性もある。「臼井南式」の分布は現状で継続型の集落が
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鉄製品 (1 ～ 3) 銅製品 (4)
玉類 (5 ～ 10)
1 吉高浅間古墳 4号住居跡（Ⅱ期）、2 栗谷遺跡 A080（Ⅲ期）、3 浅間内遺跡 D106（Ⅲ期）、4 大崎台遺跡 287 号住居址（Ⅰ
a期）、5 田向南遺跡 10 号住居跡（Ⅲ期）、6 高崎新山遺跡 006 住居跡（Ⅲ期）、7 宮内遺跡 (弥 )1 号住居跡（Ⅲ期）、
8：吉高大谷遺跡第 2号住居跡（Ⅲ期）、9 道地遺跡 035 号跡（Ⅱ期）、10 城の腰遺跡 153 号跡（後期）
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集中する印旛沼南西岸に偏り、交通の結節点での移住・交流双方の結果、成立したものと考える。
　このように下総は、北陸や中部高地が生産地・流通経路上にある物資の流通に関わっていた
と考えられ、関東地方北西部や北関東といった北関東方面との対外交流関係が強かったと考え
られる。また、弥生後期に印旛沼南西岸において上総からの人の移住は認められるが、一部を
除き人の移住を伴うものではなかったことが特徴である。
第 2節　上総－人の移住を伴う交流－
　第 3章で検討したように、上総という地域は弥生中期後葉～後期を通して、一部を除き灌漑
水田を経営し、大規模な集落が展開していたことが指摘された。上総内の様相は生業という点
から見ると一見均質的に見えるが、対外交流関係は地域によりその様相は異なる部分がある。
ここではその具体相を検討する。
1　東京湾西岸・東海地方との関わり
　上総という地域は灌漑水田を主要な生業とした一方で、特に市原台地を中心として、台地上
を利用し陸稲を中心とした畠作を行っていた可能性が指摘された。それ以外にも一見様相が画
一的に見える上総においても流域単位や遺跡単位で個性的な様相を呈している。甕形土器を例
にその一端を提示する。現在の市原市域はほぼ全ての甕形土器が平底甕で占められており、土
器の様相として非常に閉鎖的な印象を受ける。袖ヶ浦市～富津市域にかけても平底甕が主体を
占める集落が多数を占めるが、袖ヶ浦市の下向山遺跡など、点的に東京湾西岸に特徴的なナデ
台付甕の比率が高い遺跡なども存在し、一律な集落群を形成したというよりは、他地域との点
と点の交流関係もあったことが指摘できる（第 31 図）。
　また、竪穴住居における炉器台の利用や炉石の利用も遺跡単位で異なる部分があり、一様に
まとまりのある集落を形成していた訳ではなく、個別的な交流があったことが指摘できる。例
えば、木更津市࣐ミࣖク遺跡は炉石の設置が顕著に認められる。炉石の使用は࣐ミࣖク遺跡周
辺に特徴的であり、上総で普遍的に見られるものではない。炉石を使用する例としては東京湾
西岸や相模湾の集落、具体的には佐島の丘遺跡群などを挙げることができ、そのような地域と
の交流関係の結果生じたものと考えられる（第 31 図）。石川は東京湾沿岸の集落を論じる中で木
更津市࣐ミࣖク遺跡などを例に挙げ、臨海型大形集落と位置付け、港湾的なᙺ割を果たしていた、
と想定した（石川 2000）。高瀬は東京湾東岸の弥生後期集落を論じる中で、࣐ミࣖク遺跡などの
出現を内的な発展だけで説明することはできないとし、周辺との相互の関係性や、沿岸部も含
めたネットワークも考慮に入れるべき、と指摘した（高瀬 2006）。このような評価が࣐ミࣖク遺
跡などにはされてきたが、具体的に東京湾西岸、または相模湾などとの交流の結果出現した可
能性が指摘できる。また、木更津市高◁遺跡では、低地という地理的環境に適した東海地方に
特徴的な平地式の住居跡が検出されており、東海地方との交流関係があったことが分かる。
　このように上総は西方とのかわかりが強いが、中部高地との関わりも見られる。木更津市東
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谷遺跡では、山田橋 1式を主体とする墓域が検出されているが、324 号土坑からは礫床墓が検出
されている（第 32 図）。礫床墓は弥生中期後葉の栗林式期に中部高地を中心に盛行する墓制であ
るが、一部中部高地では後期まで継続する。具体的には榛名山東麓～東南麓にかけての地域で
ある（若林1996）。中部高地との人の移動を含めた交流関係があったことを示す遺構と考えられる。
また、下総との交流関係も当然ながら存在する。副葬品や生活必需品の流通に伴い交流関係を
持っていたものと考えられ、後期後葉の山田橋式の成立も下総からの影響があったと考えられ
る。これまで山田橋式の成立については、安房の影響を受けたという指摘があったが、轟の指
摘（轟 2015）にあるように結節文を弥生中期以来普遍的に採用しているのは下総であり、物流に
伴う下総との交流関係の結果、山田橋式は成立したと考えられ、甕形土器に関しては閉鎖的な
状況を示すが、山田橋式の壺形土器の文様構成に関しては下総からの影響の結果成立したもの
と考える。
　このように上総という地域は下総とは異なり、その交流関係は東京湾西岸や東海地方といっ
た西方との関わりが強いことが特徴である。また、下総とは異なり竪穴住居の形態や墓制に外
部の影響を見ることができ、人の移住を伴う交流関係があったことが特徴である。
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第 3節　安房－海上を通した交流－
　安房は、太平洋に突き出すという立地、丘陵地帯の存在、海蝕洞穴の形成など、独特な地理
的環境を有している。また、第 2・3章で検討したように、祭祀遺構の存在や、漁労活動の存在
も特徴的である。本節ではそのような特徴を示す安房が、どのような対外交流関係を有してい
たのかを検討する。
1　遠隔地間交流
　安房は沖積低地を指向した集落が形成される一方で、周囲を丘陵で囲まれた低地に遺跡が形
成される例がある。恩田原遺跡では、掘立柱建物㸯棟と溝状遺構が検出され、祭祀的な遺構と
考えられる。溝状遺構からは多量の土器が出土し、一部石器・石製品も出土している。祭祀遺
構や遺構外から出土した多量の土器は、房総半島在地の土器型式である宮ノ台式で占められる
一方で、房総半島在地とは考え難い土器が確認される。一つは東海地方に出自を求められる土
器である。第 33 図 12 の資料は、その形態・胎土の特徴から東海地方の白岩式もしくは有東式
に出自を求められる（第 33 図 13）。また、第 33 図 15 のような複合口縁の資料も宮ノ台式とは系
統を異にするものと考えられる。複合口縁自体は宮ノ台式に普遍的に存在するが、粘土紐を貼
り付け中央に凹部を作出する複合口縁は一般的ではない。宮ノ台式に併行する時期にこのよう
な形態的特徴が当てはまる資料としては、九州地方にその類例が求められる（第 33 図 16・17）。
その他にも、第 33 図 14 のような櫛描文を施す資料も特定はできないが、東海地方以西に出自
が求められると考える。
　また、遺構外から石錘が出土し、出土したもののうち、第 33 図 18 ～ 22 は九州型石錘（下條
1984）のⅡ C類（林田・中尾 2014）とされるものに類似している。石錘は地域により多様な形態を
呈することから偶発的に類似した可能性もあるが、該期の安房に見られる石錘は、弥生後期の
例ではあるが、萱野遺跡で出土しているように三浦半島で盛んに使用される有頭石錘である（第
33 図 31）。石錘が盛んに使用され、安房に近接する三浦半島でも類例はないことから、この形態
は南関東地方には一般的な形態とは言えない。また表採品ではあるが、館山市内からは磨製石
包丁が出土している。弥生文化期における関東地方では磨製石包丁はほぼ出土せず、一般的で
はない。この資料に関しても、海上を通じて点的にもたらされた可能性が高い。
　石錘・石包丁以外にも恩田原遺跡の遺構外からは石製品として、未成品を含めた勾玉が多数
出土し、玉製作を行っていた可能性が指摘できる。これらの勾玉の出土は、弥生文化期におけ
る玉作りと流通を考える上で重要である。安房は縄文前期には上長者台遺跡で玦状耳飾りの製
作遺構（加藤ほか 1974）、縄文晩期には堀の内上之台遺跡や吉井遺跡で玉作りに関連する遺構・遺
物が検出されており、房総半島における石材産出地としてのᙺ割を果たしていた。しかし、弥
生文化期の玉類については北陸産の玉類流通については解明されているものの、その他の玉類
生産については不明な部分が多い。房総半島に関しては、千葉市戸張作遺跡で弥生中期後葉の
管玉未成品が出土し、君津市下荘台遺跡で弥生後期の可能性がある玉作り遺構（山本 1991）が検
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出されている他は不明な部分が多い（加藤 1992）。そのような意味で恩田原遺跡の未成品を含め
た勾玉類の出土は、当時の玉類製作・流通を考える上で興味深い事例である。
2　東京湾西岸との共通性
　安房は平底甕が主体を占める上総と比較した際に、ナデの台付甕が圧倒的に高い比率を占め
る地域である。従来から指摘されているように、東京湾西岸との交流に起因するものと考えら
れる。それ以外にも有頭石錘といった三浦半島特有の石錘も検出されており、交流関係があっ
たことが窺える。また、萱野遺跡では環濠が検出され（第 34 図）、Ọ野台古墳でも弥生後期の可
能性が高い環濠が検出されている（千葉大学文学部考古学研究ᐊ編 2016）。弥生中期後葉までは一般
的であった環濠集落であるが、弥生後期には房総半島ではほとんど形成されなくなる。一方で
東京湾西岸域は環濠の形成が活発であり、このような面からも安房は東京湾西岸との交流が密
な地域と言う事ができる（第 34 図）。東京湾西岸との交流関係以外に、太平洋を通じた下総との
交流関係も持っていたと考えられる。その交流は弥生中期後葉段階から確認され、萱野遺跡で
は阿玉台北式系の資料が出土している（第 34 図 1・2）。後期も下総に出自を求められる資料が萱
萱野遺跡環濠平面図（S 1400）
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野遺跡や外房に位置する本ᑑ寺洞穴といった洞穴遺跡から出土し、海上を通じた交流関係があっ
たものと考えられる（第 34 図 3・4）。このような交流の結果、安房形と呼ばれる結節文を多用す
る土器が成立したと考えられる。
　このように安房という地域は、下総や上総とは交流関係を持つものの、基本的に東京湾西岸
と集落の様相などはほぼ共通し、下総・上総には見られない、遠隔地との交流関係を有してい
たことが明らかになった。
　房総半島内の各地域はそれぞれの地域間で交流関係を有しているが、本章で検討を行ったよ
うに、房総半島内でも北関東方面との交流関係が強い下総、西方との交流関係が強い上総、東
京湾西岸及び遠隔地との交流関係を持つ安房、という特徴を読み取ることができた。また、人
の移住を伴う交流と、伴わない交流といった交流形態の違いがあることが指摘された。
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第 5章　房総半島における画期
　第 3・4章では、生産基盤及び対外交流関係の検討から、農耕文化が本格的に成立した弥生中
期後葉～後期後葉の房総半島における特質を検討した。本章では、本格的な農耕文化が成立す
る弥生中期後葉以前の縄文晩期終末～弥生中期中葉の房総半島における具体相を検討し、どの
ように農耕文化を受容していったのかを明らかにすることを目的とする。
　具体的には、既存の土器編年に基づき房総半島における縄文晩期終末～弥生中期中葉の集落
の特徴を把握する。そして、地理的環境及び動植物遺存体を分析することで当時の生業形態を
検討し、生業形態に深く関わりを持つと考えられる石器組成の検討からも言及する。また、外
来系の土器の出土状況から、農耕文化が房総半島において伝播する過程・ルートを検討し、本
格的な農耕文化を受容した理由を検討する。
第 1節　縄文晩期終末～弥生中期中葉における房総半島の様相
1　編年の提示
　ここでは集落の動態を検討するための土器編年の整理を行う。
弥生前期末葉（第 35 図）
　Ώ辺の提示する、Ⲩ海 3・4式を弥生前期末葉の指標とする。Ⲩ海 3式は古段階と新段階に細
分されている。Ώ辺はⲨ海 3式古段階の特徴として、Ⲩ海 2式まで組成していた浮線文浅鉢を
継承する浅鉢形土器が消滅する点と、条痕がほぼ全面に施される粗製大型壺が出現すること、
連結型変形工字文が出現することなどを画期として捉えている。そしてⲨ海川表遺跡 10 号竪穴
建物跡の一括資料をⲨ海 3式古段階の指標とした。Ⲩ海 3式新段階の指標としてはⲨ海川表遺
跡 17 号遺構を挙げた。その特徴としては甕形土器の頸部文様であった雑書文がほとんど見られ
なくなる代わりに、鉢形土器、深鉢形土器に単段構成の変形工字文が施されることを挙げた（Ώ
辺 2001・2007a・b）。　
　Ⲩ海 4式は菱形連繋文が施文された甕形土器と、肩部が張る鉢形土器に変形工字文が施文さ
れるものがメルク࣐ールである（Ώ辺 2007b）。Ⲩ海 4式も古段階と新段階に細分されており、古
段階の特徴としては、変形工字文をもつ鉢形土器は地文に縄文を用いる傾向があること、主文
様帯部分に地文をもつものともたないものが並存すること、菱形連繋文をもつ甕形土器は 1条
の沈線による狭小な菱形区画と交点刺突を連結させることを基本としながら、施文単位に 2条
の沈線を用いること、幅広の沈線と円形交点刺突、交点刺突のḞ如といった多様な要素を含む
ことなどが挙げられている（Ώ辺 2010）。新段階の特徴としては、変形工字文をもつ鉢形土器の
地文が条痕となる傾向があること、主文様帯部分にも地文を施すもののみとなること、菱形連
繋文をもつ甕形土器は、1条の沈線による狭小な菱形区画と鋭い交点刺突に統一されることを
挙げた（Ώ辺 2010）。
　このように弥生前期末葉のⲨ海 3・4式はΏ辺により設定され、細分も行われているが、現状
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では破片資料が多く、新古の判断及び 3・4式の分別が困難な出土事例が多いことから、本稿で
は細分は避け、Ⲩ海 3・4式を一括して弥生前期末葉の土器型式として把握する。また、Ώ辺は
房総半島内での調査成果から、Ⲩ海 4式が୸子式と共伴するとし、Ⲩ海 4式が中期初頭まで降
ると指摘しているが（Ώ辺 1993・2001）、杉山祐一が指摘するように（杉山 2016b）、明確な遺構か
ら共伴することがない点、他地域ではⲨ海式と中期初頭の資料が明確に区分できるという指摘
（谷口 1990、鈴木 2003）があることから、Ⲩ海 4式は前期末葉の土器型式として把握する。
弥生中期前葉（第 36 図 1 ～ 4）
　中期前葉の土器型式として捉えられているものとしては、条痕文系土器群（岩櫃山式・୸子式）
や平沢式、女方式を挙げることができる。条痕文系土器群は、口縁部突帯とⲨい条痕で装飾を
施すもので、東海地方からの搬入品も少なからず見られる。平沢式は、細長頸の壺が、東北の
沈線区画縄文や東海の大地式の文様などの影響で変容したもので（石川 2003）、胴部上半に地縄
文と太描沈線区画条痕手法による弧状、X状、同心円モチーフなどからなる主文様が形成され、
頸部文様は沈線区画条痕文帯、縄文帯等であり、口縁部に刻みのある段部を施すものが特徴で
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ある（安藤 2015）。女方式は、胴部に条痕、縄文をもつ肩の張った短頸壺形や、肩部に条痕・箆描・
縄文による簡素な装飾を持つものがあり、人面も特徴として挙げられる。また、沈線区画縄文
の意匠文を器面に広く施した壺形・筒形・鉢形などの多様な器種の存在を挙げることができる（安
藤 2015）。
　本稿では条痕文系土器群・平沢式・女方式を弥生中期前葉の指標として設定する。
弥生中期中葉（第 36 図 5 ～ 9）
　中期中葉の土器型式としては、遊ヶ崎式、池上式が設定されている。遊ヶ崎式は細長頸壺か
ら条痕手法が退化し、複数条の太描沈線による意匠文、刺突文充填が施され、併せて平沢型ほ
かの複数系統の文様モチーフが交錯し、多様な文様が展開する。池上式は細長頸壺の文様に太
描沈線による波状文・直線文が多用されるようになる（安藤 2015）。
　房総半島内には、遊ヶ崎式・池上式の他に、狢式・野沢Ⅱ式といった土器群も展開する。細
長頸壺の口縁部に沈線区画の縄文帯を施し、胴部上半に沈線区画縄文による工字状文や渦巻文
が施される。また、附加条 1種縄文や、カナムグラ擬縄文、縄文部分の赤彩、底部への布目痕
などが特徴として挙げられる（安藤 2015）。
　本稿では遊ヶ崎式・池上式・狢式・野沢Ⅱ式を弥生中期中葉の指標として設定する。
2　集落の動態
　上述した編年案を基に房総半島における集落の動態を検討する。
縄文晩期終末（第 37 図 1）
　太平洋沿岸では栗山川低地を中心とした地域に遺跡が集中する。塙台遺跡や境貝塚・山武姥
山貝塚を挙げることができる。明確な遺構は検出されないが、包含層・遺物集中区が検出され、
生活域と認識できる。長沼低地周辺ではⲨ海貝塚、Ⲩ海川表遺跡、大野原貝塚、ᐆ田鳥羽遺跡、
Ẋ台遺跡などが位置し、当該期の遺跡が集中している。この地域に特徴的な点として、貝塚形
成が低調なこの時期になっても、࣐ࣖトシジミ主体の貝層の形成が比較的活発な点を挙げるこ
とができる。印旛沼周辺は縄文晩期前葉に、拠点的な集落が多数形成されるが、縄文晩期終末
になると、それらも解体する。縄文晩期終末は印西市馬場遺跡、八千代市本郷台遺跡など、印
旛沼西岸域に形成される遺跡もあるが、遺跡の集中が顕著なのは印旛沼南岸～鹿島川流域にか
けてである。岩名天神前遺跡や西御門Ⲩ生遺跡 B地区、高崎新山遺跡、小屋ノ内遺跡、御山遺跡、
池花南遺跡では縄文晩期終末の土器が出土し、明確な遺構は検出されないものの、遺物集中区
が検出され、生活域であったと考えられる。東京湾沿岸では主に台地上、一部低地に遺跡が形
成されている。現在の市川市域～習志野市域にかけては、当該期の遺跡は現状ではほぼ確認さ
れていない。現在の千葉市域～富津市域にかけての沿岸部、各河川の流域に遺跡が形成されて
いる。東京湾沿岸は縄文後期～晩期前葉にかけては、大型貝塚が多数形成された地域であるが、
縄文晩期終末にはそれらの大型貝塚群は既に解体している。このような貝塚で晩期終末の資料
が出土する傾向がある他に、子和清水遺跡や武士遺跡などでは遺物集中区が確認され、居住域
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と考えられる。安房に関しては発掘調査例が少ないこともあり、遺跡数はそれ程多くない。安
房の地理的な特質として、海蝕洞穴が形成されることが挙げられるが、そのような洞穴にやや
時期は遡るものの、縄文晩期後葉の遺跡が形成される例が館山市安房神社洞穴遺跡や富津市城
山洞穴で確認されている。安房はそれ以外の地域とはまた異なった様相を呈し、安房神社洞穴
遺跡では東海地方の「஬貫森式」の影響を受けた土器が出土し、伊豆諸島で採取されたと考え
られるオオツタノハ製の貝輪も出土している。また、富津市の城山洞穴では岩礁性の貝類を中
心とした貝層が検出されている（戸谷 2015）。安房神社洞穴と城山洞穴は海蝕洞穴に形成された
ほぼ同時期の遺跡であるが、オオツタノハ製貝輪の有無という点では異なる様相を呈す。これ
は安房神社洞穴が房総半島の玄関口として伊豆諸島以西の集団と関係を持ち、城山洞穴は房総
半島北部との関係が強いという指摘がされている（戸谷 2015）。安房における縄文晩期のこのよ
うな傾向は、太平洋に突き出すという点と、岩礁が広がる地理的な要因によるものと考えられる。
吉井遺跡や堀之内上の台遺跡では、縄文晩期における玉類の製作に関わる資料が出土しており、
石材に乏しい房総半島内における石材産出地としての地域のあり方を示している。
　房総半島はこの時期、全体的に見て局地的に居住域が確認され、それ以外に遺構外などから
少量の遺物が検出される例が多い。
弥生前期末葉（第 37 図 2）
　太平洋沿岸では長倉宮ノ前遺跡や名城遺跡が新たに形成され、包含層・遺物集中区からの出
土が大半を占める。明確な遺構は形成されないが、遺物集中区は生活域として認識できる。上
引切遺跡では、遠賀川系の壺形土器が出土し、太平洋沿岸を通した交流の結果もたらされたも
のと考えられる。長沼低地周辺では、縄文晩期終末から引き続き貝層が検出される集落が形成
されている。印旛沼周辺では、前段階から継続する遺跡が池花南遺跡や御山遺跡で確認されるが、
検出される遺物は僅かである。東京湾沿岸では現在の千葉市域で前段階から継続する集落があ
るが、上総では晩期終末から継続する集落は少なく、Ⲩ海式期に単発的に形成される集落が主
である。安房の様相は不明確であるが、吉井遺跡では晩期終末から継続する様子が確認されて
いる。
　全体的に見て、太平洋岸沿岸・印旛沼周辺・千葉市域で晩期終末から継続する集落がある一
方で、特に東京湾沿岸は晩期終末で途切れ、前期末葉に形成されるものの前期末葉のみで途絶
える集落が多い。
弥生中期前葉（第 37 図 3）
　この時期、遺跡数は極端に減少し、生活域がほぼ確認されず、再葬墓を中心とした墓域のみ
の検出例が多数となる。大平洋沿岸の栗山川低地周辺や印旛沼周辺で、居住域及び再葬墓が検
出される。千葉市南屋敷遺跡で再葬墓、遺構外出土遺物が検出され、武士遺跡でも再葬墓が確
認される。しかし、それ以外では遺構はほぼ検出されず、遺構外から少量の遺物が出土するの
みである。特に上総での遺跡数の減少が著しい。
　この時期、在地の系統ではない土器が出土することも特徴であり、太平洋沿岸の栗山川低地
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周辺の特徴としては、東海系の土器の出土が見られることを挙げることができる。長倉宮ノ前
遺跡や塙台遺跡では一部搬入品と考えられる東海地方の୸子式系の土器が出土している。この
ような特徴は太平洋を通じた東海地方以西との交流の結果と考えられる。また、手賀沼に面す
る六盃内遺跡、東京湾沿岸のへたの台貝塚では、東北地方南部の龍門寺式が単発的に出土する
例がある。
　全体的に見て中期前葉は生活域が極端に減少する時期であり、生活域が確認されるのは太平
洋沿岸、印旛沼周辺のごく一部に限られる。また、単発的に外来系の土器が出土する時期にも
あたる。
弥生中期中葉（第 37 図 4）
　この時期、前段階とは明らかな変化が確認される。栗山川低地周辺では再葬墓である塙台遺
跡の他は生活遺構の分布が希薄になる。印旛沼周辺では遺物集中区として遺跡が形成されてい
るが、前段階までは遺構の形成がそれ程目立たなかった東京湾沿岸に遺跡が集中するようにな
る。また、前段階までは竪穴住居などの遺構は明確ではなかったが、この時期になると掘り込
みは浅いものの竪穴住居跡が形成されるようになる（第 38 図）。その他にもこの時期大きな変化
が上総を中心に確認される。常代遺跡に代表される低地を指向する集落や方形周溝墓の出現で
ある。しかし、そのような遺跡の分布は限られており、その他の地域では塙台遺跡や船子遺跡、
武士遺跡、鹿島台遺跡などに代表されるように再葬墓も形成されており、異なる墓制が併存し
ていたと考えられる（第 39 図）。
　縄文晩期終末～弥生中期中葉の全体的な流れを述べれば、縄文晩期終末～弥生前期末葉まで
は、遺跡が集中する地域が局地的に見られる一方で、遺跡の分布が分散的になる。その後、弥
生中期前葉は生活域がほぼ確認されなくなり、再葬墓が中心となる時期になり、外来系の土器
が見られる時期にあたる。弥生中期中葉になると、再葬墓が継続する一方で、遺跡の分布は変
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化を始め、東京湾沿岸の低地・沖積低地に面する台地上に竪穴住居を伴う集落が形成されるよ
うになる。
第 2節　生産基盤からの検討
　前節で確認された集落の動態の特徴について、地理的環境から検討を加える。
1　地理的環境からの検討
　房総半島における縄文晩期終末～弥生中期前葉までの集落は小支谷に面する集落が多数を占
め、尚且つ短期型の集落が多数を占めている。このような状況もありΏ辺修一は、この時期の
生業として、台地上を利用した↝畑を想定している（Ώ辺 2006）。縄文晩期終末～弥生前期末葉
の房総半島での遺跡分布の傾向を見ると、塙台遺跡や長倉宮ノ前遺跡が位置する太平洋沿岸、
Ⲩ海川表遺跡などが位置する長沼低地、池花南遺跡などが位置する印旛沼南岸域、太平洋沿岸
の千葉市域・市原市域といった地域に集中を見せるものの、全体的に生活痕跡の希薄な遺跡が
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分散的に分布する傾向がある。また、一部を除き竪穴住居などは確認されていないこと、遺物
が出土しても少量の遺物が遺構に伴わない状態で出土すること、遺跡が集中する地区において
も時期により遺物集中区が地点を変えることから、この時期はΏ辺や設楽の指摘があるように
移動性の高い生活形態を取っていたと考えたい（Ώ辺 2006、設楽 2006）。生業については小玉が指
摘するように狩猟にも重きを置いていた可能性も視野に入れる必要がある（小玉 2000a）。
　弥生中期前葉になると、更に生活の痕跡は希薄になる。再葬墓として認識される場合がほと
んどとなり、新城遺跡の他は遺構に伴わない遺物が検出される例でほぼ占められる。縄文晩期
終末～弥生前期末葉より更に流動的な生活形態を取っていたと考えられる。近年のレプリカ法
の成果を踏まえれば、イネを中心とした穀物が検出されており、移動性の高い陸稲栽培を選択
していた可能性が高い。
　続く弥生中期中葉になると、前段階までに比べ遺跡の立地に変化が見られるようになる。君
津市の常代遺跡が代表例であり、それまでは立地することのなかった低地を指向した集落が形
成される。また、それまで遺跡が多数形成されていた塙台遺跡を中心とする太平洋沿岸、印旛
沼南岸にも再葬墓や生活域の痕跡は確認されるが、この時期、太平洋沿岸の沖積低地に面した
台地上に多くの集落が形成されるようになり、水田稲作を行うのに適した立地を選択するよう
になる。前段階までとは異なり、この時期になると掘り込みは浅いものが多いが、明確な竪穴
住居跡が検出されるようになり、続く宮ノ台式期への萌芽段階と考えることができる。
　縄文晩期終末～弥生中期中葉までの動向を地理的な観点から考察すると、縄文晩期終末～弥
生中期前葉まではその立地や継続期間から移動性の高い生活形態を取っていたと考えられ、そ
の生業形態はこれまでの指摘にあったように陸稲を含めた台地上を利用した雑穀栽培を行いつ
つも、特に弥生前期末葉まではある程度狩猟に特化した生活形態であったと考えられる。弥生
中期中葉になると常代遺跡を代表とするように集落立地に大きな変化が起こり、続く宮ノ台式
期へと移行していく。
2　植物・動物遺存体からの検討
　弥生前期末葉のイネの検出例は古くから指摘されてきた。例えば、Ⲩ海貝塚出土の土器から
もイネの圧痕の検出が報告されている（佐藤 1971）。しかし、確実なイネの検出例は現状では極
僅かに␃まっている。近年調査が進んだレプリカ法の分析結果でも、縄文晩期終末～弥生前期
末葉は膨大な数の土器片から僅かに検出されるのみ、という傾向が読み取れ（遠藤 2016）、農耕
という文化が定着していたとは言い難い状況にある。弥生前期末葉のⲨ海川表遺跡では、貝層
が検出されており、水産資源の利用が盛んであったこと分かる。また、特に縄文晩期終末～弥
生前期末葉には獣骨類の出土が増加することが、各地の貝塚の調査成果から判明している（小玉
2000a）。余山貝塚の動物遺存体分析では、縄文晩期終末に魚骨が極端に減少することが指摘され
ている。また、西広貝塚の動物遺存体分析では魚骨が減少し、イノシシやニホンジカが増加す
ることが指摘されている。また、霞ヶ浦沿岸の上高津貝塚でも獣骨の集積土坑が検出され、生
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業に狩猟が占める割合が増加していることが指摘される。後述するが、このような状況は縄文
晩期終末～弥生前期末葉までの石器組成に石鏃や石槍が認められることや、移動性の高い生活
形態を取っていたという点、比較的標高の高い場所に遺跡が形成される点からも補強できるも
のと考えられる。このような点から従来、Ⲩ海 3式期からが弥生文化期という認識がされてき
たが（Ώ辺 2002b）、農耕文化の情報は得つつも、動物資源を生活の中心に据えた弥生文化期とは
異なる文化を有する時期であると考えたい。
　弥生中期前葉になると、レプリカ法の成果によれば、イネの検出例が増加する。塙台遺跡・
武士遺跡・岩名天神前遺跡の再葬墓・遺構外出土の土器からイネの圧痕が出されていることが
報告されている（遠藤 2016）。アワ・キビといった雑穀類も検出されており、流動的な生活を行っ
ていた該期の集落形態を踏まえれば、台地上を生産基盤としてイネを中心とした雑穀類を栽培
していた可能性が高いと考えられ、集落立地が沖積低地を指向し始める中期中葉には灌漑水田
も開始された可能性が高い。木戸口遺跡では住居内からハ࣐グリ・࣐ガキが出土し、白船城跡
からは土坑から貝ブロックが検出され、沿岸部では水産資源の利用があったことが分かるが、
全体的に動物資源・水産資源の利用は低調と考えられる。
第 3節　出土遺物からの検討
　本節では、縄文晩期終末～弥生中期中葉の集落動態の特徴について、出土遺物から検討する。
1　石器組成からの検討
　前節では弥生前期末葉は、小支谷に面する集落が主体を占め、稲を含めた農耕の情報は得つ
つも、狩猟に重きを置いていた可能性が高い、と述べた。ここでは生業形態に関わりの深い石
器組成から弥生前期末葉の生業形態について検討を行う。石器組成の分類については、石川の
行った分類（石川 1988）を参考にした。
A：狩猟具
　石鏃・石槍など
B：漁撈具
　石錘・銛・釣針など
C：土堀具
　打製石斧など
D：農具
　石包丁
E：食料加工具
　磨石・台石など
F：木工具
　磨製石斧など
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G：各種加工具
　石錐・スクレイパーなど
H：その他
　砥石・敲石など
　ここでは生業に関係があると考えられる、房総半島における弥生前期末葉の石器組成につい
て検討する。遺構が不明確であるこの時期は、土器、石器共に遺構外からの出土であり、その
共伴関係を探ることは難しい。しかし、長倉宮ノ前遺跡では、若干の浮線文期の土器は認めら
れるものの、包含層の形成は弥生前期末葉が主体的であり、当該期の石器組成を知る上で貴重
な資料である。その組成の内訳は、報告書を参照すると、A類 15％、C類 1％、D類 17％、E類
12％、F類 1％、G類 18％、H類 36％となる。
　上述した弥生前期末葉の石器組成は、縄文晩期終末とほぼ変わらないと考えられる。四街道
市御山遺跡では、縄文晩期終末期に帰属すると考えられる石器類が豊富に出土し、その内訳は、
A類 24％、E類 23％、F類 1％、G類 27％、H類 25％であり、弥生前期末葉の組成と大きな変化
はない。銚子市余山貝塚の包含層及び 008・028 号遺構からは縄文後期～Ⲩ海式までの遺物が確
認されている。出土遺物は、ほぼ同一レベルで出土していることから、時期の特定は困難であ
るが、弥生前期末葉のみの石器組成を示す可能性は低いであろう。石器類の組成は弥生前期末
葉の石器組成と内容はほぼ変わらず、これまで指摘されているように、縄文晩期からの継続性
が強く、生業形態に大きな変化があったことは石器組成から読み取ることはできない。弥生文
化期になると長倉宮ノ前遺跡から出土するような、石包丁状石器が新たに加わる。これらの石
器はΏ辺により✑摘具の可能性が指摘されている（Ώ辺 2002a）。しかし、使用痕が明確に確認さ
れないことや、南房総市恩田原遺跡の例は、同遺跡から出土している勾玉・石錘などの石器・
石製品製作のための砥石である可能性が高いと考えており、現状では積極的に✑摘具とする根
拠は乏しい。
　上述したようにレプリカ法の成果からは、塙台遺跡の再葬墓に用いられた土器からイネの圧
痕が確認されており、弥生中期前葉には稲作を行っていた可能性が高まっている。しかし、縄
文晩期終末～弥生前期末葉の房総半島においては集落の動態や植物・動物遺存体の分析、石鏃・
石槍といった石器組成の特徴から陸稲を受け入れつつもある程度狩猟に特化した文化であった
と考えられる。
2　弥生前期末葉～中期前葉にみる遠隔地間交流
　資料数は限られるものの、弥生前期末葉～中期前葉にかけて、遠隔地との交流を示す資料が
房総半島からは出土している。このような遠隔地間交流を示す資料は、稲作を含めた様々な文
化が伝播するための重要な交流関係を示すと考えられる。ここでは、弥生前期末葉～中期前葉
にかけての遠隔地間交流を示す資料を検討する。
　弥生前期末葉の遠隔地間交流の資料は現状では数少ないが、千葉市の六通貝塚で出土してい
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る。弥生前期末葉の房総半島在地の土器型式はⲨ海式であるが、六通貝塚から出土した資料は
東北地方南部の御代田式系の土器がやや変容したものと考えられる（小林 2015）。この資料は房
総半島の内海を通じた交流の結果もたらされたものと考えられる。また、太平洋沿岸の上引切
遺跡では遠賀川式系の土器が出土している。この資料は太平洋沿岸を通した交流の結果もたら
されたものと考えられる。このように房総半島における弥生前期末葉も、資料数は少ないものの、
海上や内水面を通じた広域の遠隔地間交流が行われていたことが指摘できる。
　弥生中期前葉の房総半島の在地土器型式としては、女方式を挙げることができる。しかし、
房総半島内にはそれとは異なる異系統の土器の出土を認めることができる。1つ目は、東海地方
の୸子式系の土器である。房総半島では、長倉宮ノ前遺跡、塙台遺跡で出土している。いずれ
も太平洋沿岸の栗山川低地周辺の遺跡からの出土であり、搬入品と考えられるものである。現
状では東京湾沿岸や印旛沼周辺での遺跡からは出土例がほぼなく、これらの୸子式系土器は太
平洋側を通じた交流の結果もたらされたものと考えられる。2つ目は東北地方南部に出自が求
められる龍門寺式系の土器である。龍門寺式は広範囲に出土やその影響が認められることが指
摘されており、北は北海道の西桔梗遺跡で龍門寺式の影響を受けた土器の出土が認められ、西
は静岡県域で出土が確認されている。設楽はこれらの龍門寺式の動態と側面索孔回転式銛頭の
動きを一連のものと考え、海上を通じた広域のネットワークが形成されていたことを指摘して
いる（設楽 2003）。房総半島でも龍門寺式土器の出土が確認され、千葉市へたの台貝塚や松戸市
大谷口遺跡、柏市六盃内遺跡で出土している。これらの出土状況を鑑みると海上交通だけでは
なく、房総半島の内水面を利用した交流関係も形成されていた可能性が高い。
　弥生前期末葉～中期前葉にかけての広域を通じたネットワークは縄文文化期以来形成されて
きたものであり（設楽 2003）、このような広域ネットワークが常代遺跡をはじめとする本格的な
灌漑水田稲作の伝播にも関連していたものと考えられる。
第 4節　弥生中期後葉における文化の画期と農耕受容の理由
　本節では前節まで検討を行ってきた縄文晩期終末～弥生中期中葉の特徴をまとめ、その上で
弥生中期後葉の画期を指摘し、農耕を受容した理由について考察する。
　縄文後期に東京湾沿岸に多数形成されていた大型貝塚は、次第に形成されなくなっていき、
縄文晩期終末～弥生中期前葉にかけての房総半島における集落は分散的、かつ流動的な様相を
呈す。縄文晩期終末～弥生前期末葉にかけては、レプリカ法などにより、一部で穀物が検出さ
れるものの、動物遺存体や石器組成の検討からは本格的な農耕社会にシフトしていたとは考え
難く、小玉の指摘にあるように（小玉 2000a）、ある程度狩猟に特化した時期であったと考えられ
る。弥生中期前葉になると更に集落は流動的な状態になるが、再葬墓から検出される種子圧痕
の分析結果を踏まえれば、弥生前期末葉よりはイネの検出率は高く、稲作の情報は伝わってい
たと考えられ、台地上を生産基盤とした陸稲栽培を行っていた可能性が高い。そのような中で、
房総半島においては東北地方南部や東海地方以西との遠隔地間交流を見ることができ、弥生中
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期中葉に徐々に変化を見せていく。常代遺跡に代表される低地占地型の集落の出現である。そ
れまでは、居住域として使われなかった低地に大規模な集落が展開し、大規模な灌漑水田が経
営されるようになる。同時に房総半島でも集落立地に変化が認められ、東京湾沿岸の沖積低地
に面した台地上に竪穴住居を伴う集落が展開するようになる。一方でこの時期の墓制は方形周
溝墓と再葬墓が混在する様子が見て取れ、移行期といった様相を呈す。
　その後、中期後葉になるとそれ以前とは大きく異なる明確な竪穴住居を伴う集落が多数形成
され、集落規模も飛躍的に拡大する。縄文晩期終末～弥生中期中葉までは房総半島内で地域性
が大きくは見られなかったがこの時期、下総・上総・安房という地域性が明瞭に発露していく
ようになる。下総・上総・安房はそれぞれ地理的環境が異なるが、弥生中期後葉に本格的な農
耕社会に移行した際に、地理的環境の違いによる農耕受容の差異が地域性出現の背景にはある
と考えられ、農耕文化の成立と共に地域性が明確となる、房総半島における大きな文化の画期
が弥生中期後葉と考えられる。
　房総半島において弥生中期後葉に見られるような、本格的な農耕受容の理由を考察した研究
としては、東北地方における高瀬による研究がある（高瀬 2004・2015）。高瀬は、食糧増産を目指
して農耕を受容した、という見方に対して疑問を呈し、集落構造の分析から受容の理由として
集住を目的としていた、と指摘した。東北地方北部は、それまでは超広域のネットワークを形
成することで、相互の紐帯関係を保っていたが、それが限界に達したことで、集住  農耕の受
容を行ったという考え方である。南関東地方において本格的な農耕社会が成立する直前である、
宮ノ台式直前期の土器には在地の文様要素以外に、北関東・関東地方北西部・中部高地・東海
地方などの様々な文様要素が混交する現象が見られる。このような現象は北陸地方に見られる
小松式の成立や（石川 2017b）、中部高地の栗林式の成立期にも見られる現象であり（石川 2002）、
本格的な農耕社会成立期直前に、広域が連動した社会の再編があったことを示している。房総
半島においては弥生中期前葉は集落が非常に流動的であり、再葬墓という墓制で相互の紐帯を
保っていた、と指摘されている。この時期、房総半島を含め農耕を受容したのは弥生中期前葉
までの再葬墓の分布圏と重なることから、再葬という行為で維持していた紐帯関係に限界が来
たため、東北地方と同様に房総半島においても弥生中期中葉に集住化を目的として、灌漑水田
を受け入れた、という説明が可能かもしれない。その結果社会の再編が進み、成立期の宮ノ台
式に見られるような、土器の文様要素の混交現象が引き起こされると考える。
　東日本においては、各地域がそれぞれに農耕を受容した、というよりは汎東日本一帯が広域
に連鎖した動きの中で、房総半島を含めた南関東地方は農耕を受容した。そして、本格的な農
耕を受容した弥生中期後葉以降、各地域の地域色が顕在化していく。
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終章－房総弥生文化の特質－
　本章では、弥生文化というものがこれまでどのように認識されてきたのかを改めて示し、前
章まで検討を行ってきた房総半島における弥生文化の実態を記述する。そして最後に、房総半
島における弥生文化を研究することで見出される特質を提示する。
第 1節　弥生文化の要素
　弥生文化は戦前から、稲作や青銅器との関連が指摘され（中山 1917a ～ d）、唐古・鍵遺跡の発
掘や、戦後の登呂遺跡の発掘により、水田と集落がセットとなるという日本の原風景としての
イメージが定着した。そしてその後、発掘調査や研究の蓄積により、様々な提言が行われてきた。
近年では、藤尾が述べるように、弥生文化とは灌漑水田・環濠集落・共同体祭祀で構成される、
という考え方がある一方で（藤尾 2013）、石川や設楽はその定義を「農耕」と緩やかに捉え、弥
生文化の中の多様性を評価している（石川 2008・2017a、設楽 2013）。弥生文化の評価としてこのよ
うな評価が現在提示されているが、相互に共通する理解としては、弥生文化  灌漑水田も含め
た農耕という点では共通している。一部に植物栽培を組み込んではいたが、網羅的な生業形態
を取っていた縄文文化との大きな違いは生業の中心に農耕を据えたことであり、その後日本列
島に前方後円墳を頂点とする特異な墓制が広まり、畿内を中心とした政治体制が出現する古墳
文化期までを弥生文化期と呼称する点では意見の一致を見ている。そして、弥生文化とは灌漑
水田を含めた農耕が生業の中心となった文化という意見が定着している。しかし、一方で弥生
文化の評価に対してそれとは異なる見方も存在する。例えば浜田は灌漑水田を営み、定住的な
生活を営んでいたという南関東地方に一般的な評価について疑問を呈し、南関東地方における
集落遺跡の分析から、台地上で頻繁な移動を繰り返すこれまでとは異なる集落のあり方を示し、
それが西日本でも適用できる可能性を提示した（浜田 2011）。また、高瀬は東北地方の弥生文化
期の研究を行う中で、東北地方における農耕受容過程の従来の見方に疑問を呈した。集落構造
の分析から農耕受容の契機は集住化を目的としたものであり、単純に食料増産を目的とした訳
ではないことを述べ、そこには大きな社会の再編があったことを指摘し、「稲作だけをとりいれ
た縄文社会」という従来の評価を批判している（高瀬 2004、2015）。杉山は弥生文化の多様性を検
討する上で、稲作以外の生業形態に検討が加えられることの少なかった弥生文化研究に対して、
「海」という視点から精力的に研究を重ね、弥生文化の一部を担った海人集団に対して検討を行
い、「海」から見た弥生文化という視点を提示した（杉山浩 2014）。寺前直人は近畿地方を中心に
検討を行い、弥生文化期になってもなお残存する、縄文文化からの伝統を引く祭祀遺物・銅鐸・
石剣といった遺物の検討から、階層化を進めず、平等な社会を維持していた文化があったこと
を指摘し、中国大陸を起源とする文明と対比させることで、文明に抗した弥生文化という、新
たな視点を提示した（寺前 2017）。
　このように弥生文化研究は、稲作を含めた農耕という要素を大きな根底に持ちながら、その
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受容・展開の差異、そして弥生文化の中の多様性、弥生文化をどのように捉えるか、という研
究が多く蓄積されてきた。そのような中で、房総半島の弥生文化を研究することで、どのよう
な特質が提示できるであろうか。前章まで行ってきた検討を踏まえ房総半島における弥生文化
研究からその特質を提示したい。まず、房総半島における弥生文化がどのように成立し、展開
していったのか述べる。
第 2節　農耕受容期
　縄文後期までの房総半島は、東京湾沿岸を中心として大型貝塚が多数形成されていた。その後、
大形貝塚は徐々に形成されなくなり、縄文晩期終末から弥生前期末葉にかけて一部では小規模
な貝塚が形成されるが、集落の形成自体は非常に低調な時期が続いていた。しかし、Ⲩ海貝塚
などの貝種組成を検討した阿部芳郎は、弥生前期末葉のⲨ海式期までは、縄文後期以来の資源
流通ネットワークが残存していたことを指摘している（阿部 2009）。また、当該期の貝塚からは
魚骨の検出量が著しく低下し、獣骨の検出量が増加すること、石器組成の検討からは石鏃を含
めた狩猟具の出土が一定量認められることから、小玉の指摘にあるように（小玉 2000a）、ある程
度狩猟に特化していた可能性が高い。レプリカ法の検討結果からは、多量の土器片から僅かに
イネをはじめとした種子圧痕が検出されるに␃まっており（遠藤 2016）、本格的な農耕文化が開
始されていたとは考え難い。Ώ辺は、Ⲩ海 3式期に大形の壺形土器が組成することから、Ⲩ海
3式を弥生文化の開始期として捉えている（Ώ辺 2002b）。確かに壺形土器の組成という点も、佐
藤由紀男が指摘するように、農耕の開始とある程度相関することが明らかになっているが（佐藤
1999）、動植物遺存体や石器組成の検討からは、弥生前期末葉と考えられているⲨ海式期は縄文
文化とも弥生文化とも異なる、過Ώ的な文化期として今後検討していく必要があると考えられ
る。
　弥生中期前葉になると、房総半島一帯は生活域の様相が非常に不明瞭になり、確認されるの
は再葬墓に代表される墓域が中心となる。石川などの指摘にあるように、この時期は移動性が
高い流動的な生活形態を取っていたと考えられる（石川 2005、小林 2004、設楽 2006）。レプリカ法
の成果を引用すれば、この時期の再葬墓から検出される土器には、イネの圧痕が比較的高い確
率で認められることが判明している（遠藤 2016）。生業に迫る資料は未だ少ないが、台地上を生
産基盤とした移動性の高い陸稲栽培を行っていた可能性が高い。この時期、房総半島において
も徐々に農耕を採用していったと考えられるが、本格的な灌漑水田は導入されていない。また、
搬入品も含めた東北地方南部の龍門寺式や、東海地方の୸子式が房総半島にも出土することか
ら、農耕文化の伝播には海上・内海を通じた広域のネットワークが関与していたものと考えら
れる。
　弥生中期前葉は農耕という文化が徐々に浸透していった時期と考えられるが、現状で大規模
な灌漑水田が行われていた証拠は房総半島内では見つかっていない。このような農耕受容期の
様相は、房総半島を含む南関東地方及び東日本では共通する部分が多い。神奈川県域の様相を
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整理した谷口肇によれば、弥生中期前葉までは、縄文文化期以来の伝統が強く、丘陵地帯に集
落が形成され、狩猟に重点を置いていた可能性が指摘されている（谷口 1991）。中部高地を検討
した小林青樹は弥生前期の住居を基礎に住居構造を検討した。その結果、平地式住居が多いこ
とを指摘し、移動性の高い陸稲栽培が行われていた可能性を示し（小林 2004）、同様な指摘は設
楽によっても行われている（設楽 2006）。再葬墓の分布圏である北陸地方でも近似した様相を呈
し、石川は新潟県阿賀野市山ノ下遺跡を検討する中で、再葬墓周辺には剥片剥離作業跡、生活
跡が存在することを指摘し、小規模ながら移動性の高い生活跡が地点を変えながら存在してい
ることを指摘している（石川 2005）。東日本は全体としてそのような傾向が強く、東海地方を検
討した佐藤によれば、中期中葉までは沖積低地を利用していた痕跡が薄いことが指摘され（佐藤
1985）、甲斐を検討した中山誠二によれば、弥生文化成立期は狩猟にある程度特化した時期であ
ると指摘されている（中山 1985）。
　このように、東日本一帯は弥生前期～中期前葉にかけて、移動性の高い陸稲栽培や、狩猟に
重きを置いていた時期であり、縄文文化以来の伝統が色濃いものと指摘されている（石川 2011）。
また、再葬墓を採用する点でも共通性が認められる。房総半島における検討結果からもこれら
の要素と同様であったことがうかがえ、Ⲩ海式期は縄文文化期に房総半島内で盛んであった、
水産資源利用やそのネットワークが残存しながら、農耕という情報を入手していた段階である
と考えられる。弥生中期前葉における東日本は再葬墓が多数形成され、再葬墓という墓制によっ
て集団間の紐帯強化が図られていたと指摘され、そのきっかけとして気候のᐮ冷化が指摘され
ている（設楽 2009）。このような状況は東日本内で共通する部分が多く、房総半島も同様の状況
であり、移動性の高い陸稲栽培という生業面でも東日本の他地域と共通すると考えられる。
　このような状況は続く弥生中期中葉に変化を見せる。常代遺跡を代表とする低地指向型集落
の出現である。それまでは生活域とされることがなかった低地に大規模な集落が形成され、方
形周溝墓を中心とした墓域が形成される。袖ヶ浦市向神納里遺跡でも台地上に大規模な方形周
溝墓群が形成され、前段階までと大きな変化が起こっている。このような現象は東日本一帯で
生じており、関東地方では神奈川県小田原市中里遺跡、埼玉県熊谷市池上遺跡、また宮城県の
高田 B遺跡でも確認されている。また、中期前葉の墓制であった再葬墓も灌漑水田を積極的に
受け入れなかった東北地方北部でも姿を消すことが指摘され（石川 2009）、東日本一帯を巻き込
んだ大きな社会の変動期であった。房総半島内でもこの時期に東京湾沿岸を中心とした沖積低
地に面した台地上に竪穴住居を伴う集落が形成されるようになり、生活形態に変化があったこ
とが分かる。しかし、この時期は関東各地を見Ώしても、スポット的にしか灌漑水田が導入さ
れていない点、方形周溝墓と再葬墓が同時併存することなどから、本格的な農耕文化への移行
期と考えられる。また、本格的に農耕文化を受容する宮ノ台式期の直前には、関東地方におい
て各地域の土器の文様要素が 1つの土器に混交する状況が確認される。このような現象は本格
的に農耕文化を受容する段階の北陸地方の小松式（石川 2017b）や中部高地の栗林式にも見られ
る現象であり（石川 2002）、農耕が定着する前段階に広域の地域が連鎖した大きな社会再編の結
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果であると考えられ、房総半島を含めた関東地方でもそのような現象が確認される。常代遺跡
では、東北地方南部の土器や瀬戸内地方の土器の出土も確認されており、汎列島的な動きの中
で農耕文化が受容されていったものと考えられる。
第 3節　農耕文化の受容
　弥生中期後葉、宮ノ台式期になると本格的な農耕文化が房総半島に成立する。集落の規模は
前段階までと比べ飛躍的に増加し、遺跡数も増加する。宮ノ台式期の集落は弥生中期中葉に集
落が形成された東京湾沿岸から房総半島内に拡散していったものと考えられる。宮ノ台式期の
生業形態は環濠集落に集住し、沖積低地を積極的に開発し、灌漑水田を経営するものであった。
このような生業形態は上総では定着し、幅の広い沖積低地に面した台地上に環濠集落を含めた
集落が多数展開し、一部では低地にも進出し、沖積低地を積極的に開発して灌漑水田を経営し
ていたものと考えられる。これは出土する植物遺存体はイネが多数を占めるという結果からも
矛盾しないと考えられる。集落の継続期間を見ても上総における集落、特に環濠集落は例外な
く長期に亘り継続しており、安定的な生産基盤を得ていたものと考えられる。以上のような上
総に見られる特質は、河川に開析された幅の広い沖積低地を有していたという地理的な環境に
起因すると考えられる。
　一方、下総は宮ノ台式期に本格的な農耕文化を受容したが、小支谷が入り組み、内海が形成
されるという地理的環境であることから、一部を除き灌漑水田という宮ノ台式の生業形態が展
開しにくかったと考えられる。下総においても宮ノ台式期の環濠集落は形成されているが、大
崎台遺跡を除けば全てごく短期間の居住で集落が廃絶され、宮ノ台式の生業形態では長期的な
集落の経営ができなかったと考えられる。しかし、十分な生産基盤を持たず、房総半島最大規
模の環濠集落となった大崎台遺跡は、宮ノ台式期を通して集落が継続し、環濠集落中央部には
方形周溝墓が築造され、ある種の有力者の存在も窺われる。また、東京湾と内海を繋ぐ都川－
鹿島川という特定河川間には継続型の集落も含め集落が多数形成されている。こういった集落
の存在は生産基盤の安定に伴う食糧増産による人口増加という図式だけでは理解することはで
きない。大崎台遺跡を代表とするこれらの集落は、内海から外部に繋がる物流・交通の結節点
としてのᙺ割があったと考えられ、長野盆地や୹沢山地から流通する大陸系磨製石器や北陸産
の翡翠製品、鉄製品の流通に関わっていたと考えられる。宮ノ台式期における下総は、灌漑水
田という生業形態が根付きにくく、大規模集落は展開しにくかったが、物流の結節点としての
ᙺ割を果たす集落が一部に展開した。宮ノ台式の生業形態である灌漑水田を経営するためには、
大陸系磨製石器や鉄製品の確保は必須であり、そのような生業形態を維持するためのᙺ割を果
たしていたと考えられる。下総は、宮ノ台式の集落が根付きにくい一方で、宮ノ台式の生業形
態を維持するための流通機能を有した集落が展開していたと考えられる。物流のネットワーク
は広範囲に形成されていたと考えられ、ネットワークが存在していたからこそ、房総半島内は
関東地方北西部の土器の影響や、上総における栃木県域の土器の出土があると考えられる。
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　安房は下総・上総とはまた異なる様相を呈す。安房は仮家塚遺跡で見られるように宮ノ台式
初期の段階で方形周溝墓を採用し、長須賀条里制遺跡で堰跡が検出されているように、宮ノ台
式の生業形態や墓制が受容された地域である。そして、上総と同様に下総も含めた北関東地方
と相互に交流関係を有しているが、それとは全く異なる地域との交流関係を有している。その
代表が南房総市恩田原遺跡から出土した九州地方に出自が求められる壺形土器や九州型石錘で
ある。九州地方に出自が求められる遺物は房総半島では、安房以外では確認されておらず、房
総半島内や東京湾沿岸との交流関係を有しつつも、それとは全く異なる交流関係を有していた
地域ということができる。このような交流関係は海上を通した漁労活動に伴うものと考えられ、
太平洋に突き出すという安房独自の地理的環境に起因すると考えられる。
第 4節　農耕文化の変容
　弥生後期になると房総半島における弥生文化は変化を見せる。弥生中期末葉～後期初頭にか
けての日本列島は、集落の減少が広範囲で認められることが指摘されている（石川 2011）。南関
東地方でも、東京湾西岸で多数形成されていた宮ノ台式期の集落はほぼ解体してしまう。しかし、
房総半島では集落の減少は認められるものの、他地域と比較して極端な減少傾向は認められず、
中期末葉～後期初頭にかけて継続する集落も多く存在する。上総では、中期後葉から引き続き
幅の広い沖積低地に面した台地上や、低地に位置する集落も形成され、中期後葉からの農耕文
化が引き続き継続されていたと考えられる。実際に木更津市芝野遺跡やⳢ生遺跡では弥生後期
の灌漑水田及び水田とセットになる集落も検出され、引き続き灌漑水田を中心とした農耕文化
が継続され、河川に開析された沖積低地に面した台地上を中心に大規模な集落が多数形成され
ていた。上総は全体としてそのような集落が形成されるが、その様相は必ずしも一様ではない。
市原台地を中心とした地域では、小支谷に面した台地上にも集落が形成され、台地上に開放的
な分布を示す集落も存在する。植物遺存体の分析結果からはイネの他に雑穀類も検出されてい
ることから、台地上を生産基盤とした陸稲栽培中心の農耕が行われていた可能性がある。この
ように、灌漑水田を経営していた地域でも台地上に生産基盤を移す地域もあった。当時の農耕
形態が立地や集落規模により、変化するものであったことが分かり、灌漑水田以外の生業形態
を選択し農耕形態をその環境に適するように変化させていったと考えられる。また、このよう
な農耕形態の差異以外にも、上総内部では遺構・遺物に地域による差異があったことも分かる。
袖ヶ浦市下向山遺跡では、東京湾西岸に分布の中心があるナデ台付甕の出土が顕著であり、木
更津市高◁遺跡では東海地方の影響を受けた平地式住居の検出例が認められる。更に木更津市
࣐ミࣖク遺跡では相模湾沿岸などに顕著な炉石を設置する竪穴住居の検出例が多い集落も存在
する。木更津市東谷遺跡では中部高地に特徴的な礫床墓が検出された例もあり、人の移動を伴
う交流関係を有していた。これらの遺構・遺物が出土する上総南部は集落分布や生業形態を見
ると一見等質的な様相を呈すが、このような事例からは、人の移動も含めた交流関係を持ちな
がら多様な様相を呈していたことが分かる。弥生後期の上総は安定した生産基盤を基礎とした
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大規模な集落が多数形成され、東京湾西岸・東海地方を中心とし、下総・中部高地とも交流関
係を有していた。
　下総における弥生後期は中期後葉とは集落様相に変化がある。中期後葉段階では、南関東系
土器群である宮ノ台式が主に分布していたが、後期には北関東系土器群が分布の主体となる。
中期後葉に灌漑水田が定着しなかった下総は、後期になると農耕形態を変化させる。小支谷に
面した台地上に立地する集落が増加すること、頻繁に移動する集落が多数を占めること、レプ
リカ法の検討結果を踏まえればイネの検出率が高いことから、灌漑水田を止め、台地上を生産
基盤とした陸稲栽培を中心とした農耕形態に変化したと考えられる。また、印旛沼と新川、鹿
島川を結ぶ結節点には南関東系土器群や北関東系土器群、南・北関東系土器群の折衷型式であ
る「臼井南式」が分布する。そして、結節点に位置する集落からは石製品・青銅製品・鉄製品
といった外来の遺物が出土している。このような集落は内海を利用した水上交通の結節点と考
えられ、中期後葉から引き続き物流に関わる集落も形成されていたと考えられる。後期におけ
る下総の特質は、小支谷が入り組むという地理的環境に農耕形態を適用させ、内海という地理
的環境に適した農耕中心の生業以外の選択をした集団の存在により生まれた。
　安房は弥生後期も中期後葉に引き続き、灌漑水田の経営が行われていたと考えられ、根方上
之芝条里遺跡や萱野遺跡で確認することができる。これらの集落は東京湾西岸との関わりが強
いと考えられ、弥生後期の房総半島ではほぼ形成されることのない環濠集落が検出され、ナデ
台付甕の比率が圧倒的に高い。上総や下総との交流関係もあるが、集落の様相はほぼ東京湾西
岸域と共通する。そのような集落が形成される一方で、水産資源の獲得に特化した集団が存在
したことも安房の特質として挙げられる。຾浦市こうもり穴洞穴では、弥生後期のアワビ類を
主体とした貝層が検出され（千葉大学文学部考古学研究ᐊ編 2003）、アワビ類を中心とした漁労が行
われていた。このような様相は三浦半島の海蝕洞穴と共通し（杉山 2017）、洞穴を利用して漁労
を営む集団が行き来していたものと考えられる。このような安房の特質は、灌漑水田の可耕地
である沖積低地が存在することや、海蝕洞穴の形成、岩礁性の貝類が獲得可能な自然環境に起
因するものと考えられる。
第 5節　房総半島における弥生文化
　房総半島における弥生文化の受容期は縄文文化期の水産資源利用ネットワークの伝統を引き
つつ、農耕を一部で受容しながら、その内容を変容させた段階であった。その後、東日本で広
く見られる再葬墓を形成しつつ、徐々に農耕文化にシフトしていったものと考えられる。そし
て東日本一帯が連動した動きの中で灌漑水田を受け入れ、本格的な農耕社会に突入する。房総
半島に本格的な農耕社会が成立した弥生中期後葉は、東北地方を除くと全国的に見ても集落の
大規模化が起こる時期である。その要因については定かではないが、南関東地方においても環
濠集落が多数形成され、その周辺に小規模集落が分布する状況を見ることができる。安藤が述
べるように、宮ノ台式期の集落は南関東地方内でも比較的等質的であり（安藤 2013）、環濠集落
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を形成し、沖積低地への開発を積極的に行う生業形態であると考えられる。そのような生業形
態が房総半島内でも展開し、上総・安房は宮ノ台式の生業形態が根付いていったが、下総にお
いては宮ノ台式の生業形態は有効に機能せず、定着しなかったと考えられる。宮ノ台式の生業
形態を維持するためには、大陸系磨製石器や木製農具などの生産・流通ネットワークが構築さ
れていたものと考えられ、集落・地域による一種の分業が行われていたものと考えられる。中
部高地や୹沢山地といった石材産地で集中的に大陸系磨製石器が製作され（杉山 2010）、南関東
地方はそれらの利器を外部からの輸入に依存する割合が高かったと考えられる。房総半でも特
に上総は外部からの輸入品を用いながら、ある程度農耕に専従していたと考えられ、広範囲が
連動しながら農耕というシステムを維持していたと考えられる。そのような状況の中で、灌漑
水田が定着しなかった下総は宮ノ台式の生業形態を維持するための物流機能を果たす集落が出
現したと考えられる。このような東日本一帯が連動するシステムが宮ノ台式期は機能していた
が、それとは全く異なる交流関係も存在し、安房においては太平洋を介した海上を利用した交
流があったと考えられる。
　弥生後期前葉は、全国的に見ても集落規模が縮小する時期にあたる。南関東地方でもその現
象は顕著であり、東京湾西岸は集落の激減が指摘されている（西川 1991、石川 2011）。東京湾西岸
における後期前葉集落が減少する理由として、安藤は中期後葉における大陸系磨製石器の流通
網が鉄器の普及に伴い崩壊したことを理由として挙げ（安藤 2013）、その他にも気候のᐮ冷化な
どが原因であると指摘されている（小橋2014）。中期後葉は南関東系土器群が分布していた下総も、
この時期北関東系土器群でほぼ占められるようになり、土器の南下現象が認められることから
もᐮ冷化があった可能性が高い。しかし、そのよう中でも房総半島及び東・北関東地方は集落
の減少がそれ程顕著ではない（石川 2011）。このような現象の要因を探ることは難しいが、上総
は可耕地の広さに支えられた宮ノ台式の生産基盤が安定していたことが要因として考えられる。
下総を含めた東・北関東においてそれ程集落数の減少が認められない要因としては、これらの
地域で生活していた集団はある程度気候の変化に左右されない生業形態を営んでいた可能性が
高い。後期前葉にはこのような社会変動があったが、それ以降、全国的に集落規模は拡大し、
墓制が表すように集団内の階層化が発露していく。房総半島においても東京湾沿岸の上総は集
落が大規模化し、中期後葉以来の灌漑水田を主な生業とし、地域社会を発展させていく。しかし、
その内部は均質ではなく、流域や遺跡単位で様相は異なる部分がある。下総は灌漑水田から生
業形態を切り᭰え、台地上を生産基盤とした陸稲栽培を主な生業とする以外にも、物流を担う
集団の存在があり、安房は、灌漑水田を基盤としつつ、水産資源の獲得に特化した集団の存在
がある。このように弥生後期の房総半島の弥生文化は、地域によりその展開の仕方に違いがあ
り、その後の地域社会形成にも反映される。現在の市原台地周辺は、外来の要素を受け入れや
すい開放的な社会であったことが指摘され、北陸方面からの人の移住が指摘されている。そう
いった移住者がその開明性から首長地位が裏付けられ、市原台地における神門墳丘墓築造の契
機となったと指摘されている（大村 2010b）。一方木更津市周辺は、弥生後期において相模湾沿岸
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や東海地方との関わりが強い様相が伺えたが、この地域に弥生終末期に築造される墳丘墓は高
部 30・32 号墳に代表される東海地方の影響が強い前方後方形の墳丘墓であり、石川の指摘にあ
るように決して墳丘墓の出現が外的な要因のみで行われていたのではなく（石川 2000）、それぞ
れの地域で形成された地域社会がその後の大規模墳丘墓出現の基盤になっていたことが分かる。
一方下総は、弥生後期において台地上を生産基盤とした移動性の高い生活形態や物流を担う集
団の存在があったことも影響し、大規模な集落は形成されなかった。その結果、上総に見られ
るような内的な発展が顕著ではなく、比較的流動的であった。そのため、戸張一␒割遺跡や呼
塚遺跡、大崎台遺跡に見られるように、外部からの人の流入が起こりやすかったと考えられる。
しかし、生産基盤が不安定であったことから集住化は進まず、その結果大規模な墳丘墓は形成
されなかったと考えられる。安房は、太平洋を通じた三浦半島をはじめとした東京湾西岸や東
海地方以西との交流関係を読み取ることができるが、このような弥生文化期の交流関係が基盤
となり、弥生終末期に宇戸台遺跡で検出された宇戸台 1・2号墳のような前方後方形の墳丘墓が
出現すると考える。また、こうもり穴洞穴に見られるアワビ類に特化した水産資源を利用する
集団は、その後の安房という地域の方向性に影響を与えたと考えられる。
　以上、検討してきたように房総半島における弥生文化期とは、集落動態や生業形態に見られ
る地域的な特質を保持し農耕形態を変化させながら、古墳出現期へと移行していく。そして弥
生文化期に形成された地域的な特質は古墳文化期においても受け継がれていくものと考えられ
る。
　房総半島の弥生文化期は、これまでの弥生文化研究で議論されたような、弥生文化  農耕文
化という要素については弥生中期中葉以降には確実に定着していたと考えられる。また、それ
と同時に従来弥生文化期と定義されてきたⲨ海式期に関しては、縄文文化とも弥生文化とも異
なる文化期として認識していく必要があることが指摘された。弥生文化の多様性の認識という
点でも、房総半島内で大きく下総・上総・安房という各地域の多様性や、更にそれぞれの地域
内でも生業形態・対外交流に違いがあることを認識することができた。杉山の提示するような
海を舞台にした弥生文化（杉山 2014）も房総半島では確認され、特に安房では漁労に携わる集団
の存在が指摘された。それだけではなく、内海を利用した水上交通に特化した集団の存在も指
摘でき、灌漑水田などの農耕以外の生業に携わる集団の存在も房総半島は提示することができ
た。
　このように、従来の研究で吟味する必要が指摘されていた（石川 2008）弥生文化の多様性や農
耕以外の生業を選択していた集団の存在を本稿で具体的に指摘することができた。現在の弥生
文化研究では多様性把握の必要性が強調されている。しかし、多様性が生まれる背景や、多様
性を持つ地域どうしが相互に交流を行いながらも、多様性が維持される理由などについては検
討されてこなかった。最後に、房総半島で確認された弥生文化の多様性がなぜ生まれたのか、
なぜそれが維持されたのか検討を行いたい。
　弥生文化を特徴づける灌漑水田を代表とする農耕は、地理的環境に大きく左右される。房総
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半島において抽出された多様性が生まれた背景には、それぞれの地域で異なる地理的環境がそ
の原因となっていた側面はもちろんある。特に上総は灌漑水田に適した沖積低地が発達してい
たことから、沖積低地を開発し、大規模な集落が展開していた。また、弥生後期には方形周溝
墓に葬られる人物が限定化していくなど、緩やかながらも集団内の階層化も進んでいた。この
ような上総の状況は、古くから指摘されてきた灌漑水田の導入による食料増産と階級化の出現、
という農耕受容がきっかけとなった社会の発展という図式が当てはまるかもしれない。しかし、
上総における地域社会の発展は上総のみで達成されていた訳ではない。房総半島の特徴として、
灌漑水田を行うために必要な大陸系磨製石器や鉄製品といった木材加工のための利器類は外部
からの輸入に依存せざるを得ない状況であった。上総は農耕を発展させ、大規模な集落を形成し、
墳墓も形成されるなど、一見すると順調に発展していったかに見えるが、それは上総が農耕と
いう生業に特化することができたからであり、異なる特質を持つ地域があるからこそ可能であっ
た。その地域が下総や安房といった地域であり、下総は農耕に必要な物資を流通させるᙺ割を
果たし、安房では漁労が行われ、農耕のみでは獲得できない水産資源を獲得していた。
　このように、房総半島における弥生文化の多様性の背景や多様性が維持された理由とは、農
耕を受容したことで生じた、地域による農耕文化維持を目的とした分業の結果によるものであ
る。房総半島で形成された弥生文化とは、単一の地域のみを研究して理解できるものではなく、
農耕といった特定の要素のみで理解できるものではない。農耕に必要な物資や農耕で得られる
ものを獲得するには、農耕および農耕以外の生業を選んだ地域どうしが接触をしつつも独自の
地域性を保持する必要があった。このような生業を異にする地域同士が相互に連動する状況は
日本列島各地に見られる。東北地方においては、同一の物質文化や儀礼形態を共有しながらも、
生業を異にした地域が連動する、地域複合体としての弥生社会の存在が高瀬により指摘されて
いる（高瀬 2015）。また、九州北部地域では大陸系磨製石器や金属器の生産、漁業・海上交通に
特化した集団といった農業以外の生業を営む地域と、水田可耕地に適した地域による農業への
専念、という分業が行われていた。これらの地域は物質文化や儀礼形態には大きな差異は存在
せず、同一の地域社会内で分業が行われていた。しかし、九州北部地域に隣接する東部九州で
はその生業形態が大きく異なり、標高の高い地域に集落が形成され、水田稲作は行われるもの
の、堅果類の利用や狩猟採集に特化した文化が卓越する。九州北部地域と東部九州という地域
はこのように物質文化が大きく異なるが、これらの地域は高地性集落のあり方から窺えるよう
に対立的な関係を呈している（武末 2011）。しかし、房総半島における弥生文化はこれらの地域
とは異なる特質を見せる。下総は灌漑水田が定着せず物流に関わる集落が存在し、弥生後期ま
で一貫して方形周溝墓を受容せず、土器棺墓を採用していた。上総は灌漑水田を積極的に受容し、
方形周溝墓を採用し、弥生後期には副葬品の出土が顕著になり、ある程度階層化が進んでいた。
安房は灌漑水田を受容しながらも、一部では漁撈に特化し、下総・上総とは全く異なる交流関
係を有していた。このように物質文化・儀礼形態などが大きく異なる地域が連携して農耕を維
持するシステムが機能していた点が、房総半島における弥生文化の特質である。
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註（1）個々の研究史を述べる中では各研究者の呼称を用いる。
（2）弥生時代とは北部九州で成立した日本最初の農耕文化が、徐々に東方へ伝播していくことをもって、意義
づけられる時期であるとも戦前に指摘している（杉原 1970）。
（3）これらの分類基準に関しては、小玉の論考に準拠する（小玉 2000b）。それぞれの定義について以下に記す。
　　佐野原甕Ⅰ類：大振りな連弧文が施文されるもの。
　　佐野原甕Ⅱ類：大振りな連弧文が施文され、縦区画が入るもの。
　　佐野原甕Ⅲ類：振幅が極めて小さい連弧文が施文されるもの。　
　　佐野原甕Ⅳ類：横走文ないしは波状文が施文されるもの。
　　佐野原甕Ⅴ類：縦スリットが入るもの。胴部区画文はなく、横走文、波状文が充填される。
　　佐野原甕Ⅵ類：Ⅴ類に初源的な複合口縁が付けられるもの。
（4）大崎台遺跡第 144 号住居址で宮ノ台式と同一住居から出土する佐野原甕Ⅴ類は、覆土中からの出土であり
一括性に疑問が残される。
（5）海隣寺᪊Ⲕ屋遺跡第 9号住居址例（第 5図 16）のように、口唇部に刻みが施され、波状を呈するものもある
ことから、南関東系土器群との交流自体はあった可能性がある。
（6）台方下平Ⅱ遺跡 6号住居等では、佐野原甕Ⅲ・Ⅳ類と同一の住居から佐野原甕Ⅰ類も出土しており、佐野
原甕Ⅰ類、Ⅲ・Ⅳ類は非常に漸移的な変化を示すものと考えられる。また、佐野原甕Ⅱ類については下総
において資料が僅少であることから、今回は除外して考えている。
（7）本稿で取り上げた、南羽鳥谷津堀遺跡A地点7号住居跡出土の阿玉台北式系とした壺形土器（第3図8～ 10）は、
一括性にやや疑問が残る。また、小玉が阿玉台北式と定義したものとは文様構成が異なり、その他にも阿
玉台北式系とした台方下平Ⅱ遺跡 6号住居の資料（第 4図 12）も阿玉台北式とは言えない。今回は便宜的に
阿玉台北式と呼称するが、今後の資料の増加に伴い再検討される必要がある。しかし、佐野原甕Ⅲ類に見
られる口縁部の連弧文等は、これらの口縁部に施される文様と共通しており、文様構成が異なる佐野原甕
Ⅴ類よりは古く位置付けることが妥当である。
（8）　近年、野本孝明が大崎台 1式に特徴的な、縦区画内に波状文もしくは横走文が施される文様構成の系譜
について、栗林 2式の壺形土器に見られる 3装飾帯を挙げた（野本 2013）。しかし、栗林 2式と大崎台 1式
には土器編年上隔たりがあり、直接の系譜とは考え難い。筆者は東北南部の影響を受けて成立した阿玉台
北式を祖形として大崎台 1式が成立した、という小玉の意見（小玉 2002）に同意する。但し、阿玉台北式の
内容については再考が必要である。根本岳史は印旛沼周辺地域に見られる弥生後期初頭の撚糸文施文の土
器を検討した（根本 2010）。その中で野中と同様に A1 類の系譜について栗林式を含めて考えているが、上述
したように直接の系譜とは考え難い。また、撚糸文土器を編年し、編年表を提示している。その中で成田
市松崎白子遺跡 4号住居址出土資料を後期初頭の東中根 2式・髭㔩式と位置付けているが、同住居跡から
出土している宮ノ台式や阿玉台北式はどう考えるのか疑問である。確かに報告書（新井・道澤・藤下 1985）図
5-1 の資料の位置付けは現状では明確な答えを持ち合せていないが、編年表に挙げた報告書図 6-6 の資料は
中期末葉とも考えられる資料であり、その他の出土遺物も後期初頭とは考え難く、宮ノ台式・阿玉台北式
期に属するであろう。後期初頭の土器に見られる諸要素の系譜についても検討しているが、羽状縄文と回
転結節区画の系譜を宮ノ台式に求めている。羽状縄文を南関東系土器群に求めることについては賛同する
が、結節文については中期後葉の栃木県域からの影響と筆者は考えている。
（9）これらの分類基準については高花の基準に準拠している（高花 1999）。
（10）「臼井南式」の定義については、高花により再検討されたもの（高花 2001）に準ずる。
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（11）本論中では、複合口縁とは、口縁部の外側に粘土を貼り付け段部を作出する技法とし、輪積みの技法は、
積む粘土の厚さを変えることによって段部を作出する技法と区別し、呼び分けを行う。
（12）附加条 1種縄文が主体的であるが、原体のあり方は多様であり、単節縄文なども存在する。
（13）羽状構成を取るものは、異種原体の組み合わせによるものも含む。
（14）栗谷遺跡 A017 の例（第 14 図 22）は実見の結果、形骸化した輪積み痕が口縁部に確認された。
（15）上谷遺跡 A055 の資料は、胴部との境に櫛描の横走文が施されているように図上で表現されるが、実見の
結果、簾状文である。
（16）高花もⅢ期において、複合部の厚さが薄くなる点については指摘している（高花 1999）。今回はその点を
具体化して提示したことになる。
（17）高花は沈線区画と結節文区画は明確に分けられるとする（高花 2009a）が、両者が混在する事例（栗谷遺跡
A080、道庭遺跡住居址№ 1・5、国府台遺跡 SD08）や、図示はしなかったが、夏見大塚遺跡 29 号住居跡のように、
同一の壺形土器に両者が施される例もある。大村の言う、山田橋 1式期の沈線区画から結節文区画への過
Ώ期の例と考えられる。
（18）集落全体が発掘されている例もあるが、部分的な調査に␃まり、全容が不明のものも多数存在すること
から、今回は集落規模（住居跡数）についての対比は行わない。
（19）房総半島は中期中葉の在地の土器様相が現状では不明確であることから、宮ノ台式の成立期は不明な部
分が多い。本稿では、中期中葉の特徴を引き継ぐ波状文、擬似流水文や太沈線で結紐文が描かれる壺形土器、
櫛描文で丁字文が描かれる壺形土器を宮ノ台式初頭の指標と考えたい。
（20）消長表に記載しているものは、遺物から時期が特定できた遺跡のみである。
（21）馬加城跡に近接した武石遺跡からは、環濠と思われる溝跡が検出され、宮ノ台式が出土しており（岩谷
1997）、環濠集落になる可能性が高い。
（22）都川河口部は、東京湾－都川－鹿島川－内海を繋ぐ出入り口にあたり、物流の結節点としてのあり方も
考えられる。また花見川－新川のルート上にも詳細は未報告ではあるが、環濠集落である八千代市田原❑
遺跡が存在し、これらの遺跡も同様の性格である可能性がある。今後の検討課題としたい。
（23）木更津市清水谷遺跡では栃木県域の土器が出土し、出土した住居跡の平面形態が一般的な宮ノ台式のも
のとは異なることから、北関東地方からの移住の可能性はある。
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第 25 図 1：大場ほか 1980、2：安藤 2017、3：小高 1999
第 26 図：城田 2002
第 27 図 1：安藤ほか 1998、2：高᲍ほか 1990、3：土屋ほか 2004
第 28 図：㓇井ほか 2011
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